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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







　未明。

　空は暗く、東の地平だけが、うっすらと白い。

　頭上には星が瞬またたき、夜が明ける兆きざしすら見えぬ中に、刻ときを告げる雄おん鶏どりの声が響いた。

　延えん声せいに限らず、帝国側の城じよう砦さい都市の大門は、日の出と共に開き、日没と共に閉じられる。

　一番鶏が鳴く時刻は、開門する日の出にはまだ間があるが、準備のための太たい鼓こが鳴らされるのがしきたりだった。

　いつもなら、夜明けを告げる雄鶏の声と共に、延声の南大門の上で、開門準備を告げる太鼓が打ち鳴らされるのだが、この日は静まり返っていた。

　やがて、日の出前の静せい寂じやくの中で、音を立てぬように、ゆっくりと門が開き始めた。

　人ひとりが通れるほどの隙すき間まから、夜明け前の暗さの中に、にじみ出るようにそっと姿を見せたのは、顔と身体からだに濃い茶色の布を巻き、馬の蹄ひづめに音を立てぬように厚い毛織物を巻いた、シムールの騎兵だった。

　ひとり、またひとりと、忍び足で大門を出てきたシムールの騎兵たちは、長い距離を走るためだろう。いずれの馬も鞍くらに大きな荷物をくくりつけている。

　門を出て少し離れたところに向かったシムールの騎兵は、そこで十騎ごとに分隊を作り、夜明け前の薄うす闇やみの中に消えていった。

　シムールの騎兵の一団が門を出ると、南大門は再びそっと、音を立てずに閉じられた。

　やがて、夜が明け始め、地平線に太陽が姿を見せると、南大門の上で、開門を告げる太たい鼓こが、どどん！　どん！　と打ち鳴らされ、南大門は夜明け前に一度開いたことなど知らぬ顔で、ゆっくりと開かれた。

　開け放たれた門に姿を見せたのは、帝国騎兵の装備を身につけた百騎ほどの兵士たちだった。

　帝国騎兵は見事な隊列を組んで、軍旗をなびかせながら城門から走り出ると、蹄ひづめの音を轟とどろかせて南へ向かって走り去った。

　門の前で開門を待っていた旅の商人たちは、その帝国騎兵の部隊を見て、ひそひそと噂うわさし合った。

「北域国が帝国の内乱に介入するって話は、どうやら本当みたいだな」

「南域の反乱軍が、帝都の目の前まで迫せまってるって話だぜ」

「風の噂では、皇こう帝てい様が北域王に加勢を頼んだって話だぞ」

「いや、俺が聞いた噂じゃあ、皇帝陛へい下かが直じき々じきに北域王に会いに来るって話だ」

「すげえな、皇帝が頭下げに来るってのか？　北域王の晴せい凛りんってのは、若いんだろう？　とんでもねえ出世だな」

「でもよ、下へ手たすると戦乱がこの北域にまで飛び火するんじゃねえのか？　心配だなあ」

「うーん、この先どうなるかはよくわかんねえけど、世の中がちょいと、ざわざわしてきたってのは感じるよな……」

　そんなことを話しながら、開いた門をくぐって延えん声せいの街の中に入った旅の商人たちは、朝一番に延声の街を出て、他の街に商売に行く商人たちと鉢はち合あわせになる。門の辺りが混雑したが、その混雑もしばらくすると収まり、南大門はいつも通りののんびりした雰ふん囲い気きに戻った。

　市場が開き始め、街が活気づき、買い物に来る客や、買い物を終えて街を出る人などが、ごく普通に出入りする南大門に向かって、延声の街の中から一台の大型の馬車がやってきたのは正午前だった。

　四頭の馬が引くその馬車は、普通の商人たちが使う荷馬車よりもふた回りほど大きい。

　馬車の車体には、濃い茶色の布が巻かれ、油を塗りたくられた車輪には砂すな埃ぼこりがついて、真っ黒である。

　大型の馬車はよほどの金持ちか定じよう族ぞくのような上流階級の人間でなければ持てないのだが、そういう人間の持ち物にしては、ひどく薄汚れている。

　古くなった馬車を払い下げてもらって、体積の大きな綿や毛織物を大量に運ぶための荷馬車にでも改造したのだろう。

　馬車の大きさに目を止めた人々も、馬車の汚れ方を見ると、興味を失ったように視線を外す。

　ガラガラ、という車輪の音を立てて馬車が門を出たそのとき。

「門を出たな？　よし！　運うん例れいに向かって急ぐのじゃ！　先に出た晴せい凛りんとシャールに追い付かねば！」

　布で覆おおわれた大きな馬車の荷台の中から聞こえたのは、ミーネの声だった。

　伏ふせ龍たつの慌あわてた声も聞こえた。

「あ、おい！　頭を出すな！　ミーネ姫が乗っているってバレたら、元も子もないじゃないか！」

「え？　ああ、すまんすまん、外に出ることができたので嬉うれしくてな。矢傷は、もうとっくに治っておるというのに、あの行かず後ご家けと晴凛のやつが、わしを家の外に出さんのが悪いのじゃ！」

　ミーネはそう言うと、馬車にかけられている布の隙すき間まから首を引っ込めた。そして、馬車の床に毛織物を敷いて寝ている伏龍のところに戻ってきて、心配そうに聞いた。

「それにしても、伏龍は大丈夫なのか？　満足に椅い子すに座ることもできんようだが」

　馬車の床に敷物を敷いて、その上にうつ伏せになって寝転がっている伏龍が顔を上げて答えた。

「馬に乗りっぱなしだったからな。あまり大っぴらには言えねえが、尻しりの皮がズルむけになってるんだ。それ以外は特に問題ねえ」

「まったく、帝国人というのは馬の乗り方を知らんやつばかりじゃな。シムールの男なら、五日六日馬に乗りっぱなしでも、何ともありゃせんぞ？」

「そりゃあ、シムールは遊牧民だからな。生まれた子供が歩くより先に馬に乗るって言われているくらい、馬には慣れているんだ。そんな連中と一いつ緒しよにしないでくれ。

　それよりも、その布から顔を出すなよ？　お前さんは皇こう帝てい奪だつ還かん作戦の大事な切り札なんだからな！」

「わかったわかった、顔を出さねばいいのじゃろう？　で？　わしは何をすればいいのじゃ？」

「まあ、そんなに焦あせるな。この皇帝奪還作戦には、お前さんとこの馬車が不可欠ってことだよ」

「ふーむ、さっぱりわからん」

　寝そべった伏龍の横にちょこんと座り込んだミーネは、そう言うと首を傾かしげた。
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「今は、まだ、わからなくていい。勝負は皇帝が北域に入ったとき……光こう来らい川の渡しを渡って運例に入ったときだ」

「皇帝が運例にやってくるのは、いつ頃なのじゃ？」

「俺が聞いた話だと、おそらく今日あたりに帝都を出たんじゃないかと思う。皇帝の御おん列れつは普通の駅亭馬車よりゆっくり走るから、七日から八日というところだろう」

「えーと、延えん声せいから籐とう宜ぎまで二日、そこからその先の街まで二日、わしらが運うん例れいの近くまで行くのに五日かかって、皇こう帝ていが帝都を出てから運例の光こう来らい川の渡しまで来るのに七日かかるのじゃろう……」

　一生懸けん命めい指を折り数えていたミーネは、はっと顔を上げた。

「なんじゃ、それでは二日か三日しか余裕がないではないか！　延声の街で何日もうだうだやっておらんで、思い立ったら吉日で、すぐ動けばよかったではないか！」

「いろいろ下準備が必要だったのさ。運例にいるアイリーンに鳩はとを届けたり、運例の近くの村に隠れ家を用意したり、とね……あとはミーネ姫が俺の言うことを聞いてくれれば問題ない」

「何をすればいいのかよくわからんが、わしがしっかりせねば晴せい凛りんが困るのであろう？」

「ああ、困るぞ、すっごく困る。晴凛だけじゃない北域国全体が困る。北域国が困ればシムールも困る。みんな困る」

　伏ふせ龍たつが脅おどかすような口調で言うと、ミーネは真剣な顔でうなずいた。

「わかった！　おぬしの言うことをちゃんと聞く。わしの責任は重大なのじゃからな！」

「ああ、責任重大だぞ。ミーネ姫でなければできない仕事だからな」

「うむ、任せるのじゃ！」

　わずかに膨ふくらみ始めた胸を張ってうなずいたミーネと、面白そうに微ほほ笑えむ伏龍を乗せた大型の馬車は、北域行路を南に向かって軽快に走っていく。







　　　第一章「皇帝の行幸」







　帝都。それはこの延えん喜ぎ帝国の中心である。

　帝国を体現する皇こう帝ていの住み処かであり、帝国の軍事、行政、経済のすべてが集中する場所でもある。

　周囲を高い城壁に守られた巨大な城じよう砦さい都市であり、その人口はおよそ二十万人。言うまでもなく帝国最大の都市であり、この世界においても、これほどの人口を抱かかえている都市は他にない。

　広大な西域砂漠を越えたその先、大陸の西端にある古代西王帝国の流れを汲くむ西王国の最大の都市ケルムですら、人口は二万人を超えるかどうかである。

　帝都に人口が集中した理由は、帝都が存在する征せい古こ原げんと呼ばれる、光こう来らい川の氾はん濫らんによって堆たい積せきした沃よく土どが広がる穀倉地帯が存在したからである。

　帝都を囲む城壁には東西南北に、それぞれ「大門」と名がつく大きな門があり、そこからそれぞれに「東域行路」「西域行路」「南域行路」「北域行路」と呼ばれる官製行路が延びている。

　帝都に近い官製行路は幅が広く、門が見える辺りまで来ると馬車三台が並んで走れるほどの幅がある立派な道となる。

　この日の朝。いつもなら帝都に物資を運び込む馬車や、帝都から地方に向かう人々でごった返す北域行路は、ひっそりと静まり返っていた。

　行路に敷き詰められた石いし畳だたみの上はきれいに掃はき清められて、道路の脇わきには埃ほこりが立たないように水が撒まかれ、その両側には人の背丈よりも高い位置まで、色鮮やかな五色に染め分けられた幕が張られている。

　その幕を支えている柱ごとに、完全装備の兵士が立って周囲を警戒する中を、上じよう尉いの階級章をさげた隊長らしい男が副官を従えて、柱を一本一本確認しながら歩いていた。

「今朝はまだ風は吹いていないが、日が高くなると風が強くなるかもしれん。皇こう帝てい陛へい下かが通過するときに、この柱が倒れては一大事だ。しっかり支えていろ」

「了解しました！」

　そう言って敬礼する兵士を見て、隊長はどこか自じ嘲ちようするような表情で言葉を続けた。

「承しよう安あん軍と戦うことに比べれば、馬ば鹿かみたいな仕事だが手を抜くなよ」

「はい、戦線から呼び戻されたときは、どんな一大事かと思いましたが、まさかこんな仕事だとは……」

　柱を支えていた兵士はそう答えると、ちらり、と当惑したような視線を幕の外に向かって投げた。

　そこには、廃材を立てて屋根の代わりにぼろ布を渡した、家とも天幕とも呼べない掘っ立て小屋が広がっていた。

　それは、南域の反乱で家や財産を失い、帝都に逃げ込んできた流る民みんたちの住み処かだった。帝都の役人たちは最初、帝都に逃げ込んできた流民たちに、ほとんど関心を示さなかった。しかし、その数が日に日に増え、南域の反乱の話が流民たちの口から帝都の住民に広まり始めたため、慌あわてて流民対策を行った。

　その対策とは、実に簡単なものだった。流民を帝都の中に入れない。それだけである。食料の支給も、住居の確保も、雇用の推進も一切ない。

　この「臭くさいものには蓋ふた」「見ぬもの清し」「なかったことにする」という、役人が保身のために必要な三か条をすべて押さえた流民対策によって、やっとのことで帝都まで逃げてきた流民たちは、帝都のゴミ捨て場から拾ってきた廃材やぼろ布を使って、何とか雨あま露つゆをしのぐことができる小屋を作り、城壁の外側に住み着かざるを得なかったのである。

　天地の五大要素を意味する五色に美しく染め上げられた幕を手で叩たたいて、隊長は言った。

「帝国の偉い役人サマにとって一番大事なのは、こいつだ、この幕だ……」

「体面……ってことですか」

「そうだ、皇こう帝てい陛へい下かに帝国の真の姿を見せてはならない。都合の悪いことはすべて幕で覆おおい隠し、万事上う手まく行っているかのように体面を繕つくろう……そのために、長ちよう陽ようの渡しに向かっていた我々を戦線から呼び戻すことを何とも思わない……最前線がひとりでも多くの兵士を欲しているこのときに、だ！」

「はい……」

　どう答えればいいのかわからず、戸惑っている部下の表情を見て、我に返ったのだろう。隊長は小さく咳せき払ばらいをしてから言葉を続けた。

「ああ……うん。だからだな、なおさら失敗があってはならない、ということだ。失敗をすれば、それだけ最前線の友軍の下に駆かけつけるのが遅くなる。きっちり仕事をやってのけて、さっさと応援に行くぞ。いいな？」

「はい！　了解しました！」

「頼むぞ！」

　隊長は敬礼する部下に答礼をすると、次の兵士のところに向かった。

「兵の優劣は用いる者の技量によって決するものなり……か」

　独り言を聞いた副官が聞き返した。

「は？　何か？」

　隊長は慌あわてて首を振った。

「いや、何でもない。独り言だ……兵ひとりひとりの士気は高い。装備も充実している。地方の常備軍を召集した今、長ちよう陽ようの渡しを守りきる戦力はある。帝国はまだまだ戦える……と思っただけのことだ。さっさと点検巡視を終えるとしよう」

「了解しました」

　副官はそう言うと、持っていた巡視表を取り出した。

「この先の菱ひし光こう台だいまでが、我々の受け持ちですが……流る民みんどもを一箇所に集めて監視をつけておいたほうがよろしいのではないかと思いますが……」

「いや、一箇所に集めれば御ぎよしやすいとは思わんほうがいい。集団心理で動き出した人間は、簡単に止めることはできん。

　流民たちに、皇こう帝てい陛へい下かが南域の平定のために、北域王に力を借りに行くのだと説明し、おとなしくしていれば、米か麦を与えると告げれば、おそらく言うことを聞いてくれるだろう。流民たちは南域の騒そう乱らんが収まることを何よりも望んでいるのだからな」

「確かに……これだけの人間に一斉に動かれたのでは、我々の手には負えませんな……では、そのように手配しましょう」

　副官はそう言ってうなずくと、手に持っていた伝令用紙に命令文を書き始めた。

「すまんが手配を急がせてくれ。皇帝の馬車御おん列れつが通るまで、あと三さん刻こくしかない」

「わかりました、急がせます……本来なら、もっと事前にやっておくべきなのですが……」

「愚ぐ痴ちっても仕方がない。我々はやるべきことをやるだけのことだ」

　隊長はそう言うと、次の兵士のところに向かって早足で歩き始めた。

　警戒にあたる兵士の巡視が終わった頃。北域行路に、高々とラッパの音が鳴り響いた。

　ラッパの音と共に行路の上をやってきたのは、隊列を組んだ四十騎ほどの帝国騎兵の一団だった。

　先頭の騎兵が掲げているのは、帝国皇帝の印である龍りゆうの刺し繡しゆうが施ほどこされた旗である。

　それはこの行路をこれから皇帝が通過することを示す、先行令と呼ばれる一団だった。

　旗を見た者はその場に平伏し、御列が通過するまで顔を上げてはならないし、行路に面した家々は固く窓を閉ざし、二階に人を上げてはならない。

　もし、これに反する者がいれば、即座にその場で切り捨てられ、管理不行き届きということで村役人も同罪とされ、一族もろとも斬ざん首しゆ刑に処せられることになっていた。

　皇帝の御列が通り過ぎるまで、人々は息を殺して家の中などでじっとしていなければならないのだ。

　ラッパの音が遠ざかると、次にやってきたのは黒く塗られた近この衛え兵の馬車だった。

　皇帝陛下の身辺護衛を任務とする近衛兵たちは、北域行路沿いにある、隘あい路ろや並木などの伏兵が潜ひそんでいる可能性のある場所にやってくると、そこに降りていく。

　近衛兵は周囲を重点的に検索し、皇帝の安全を確保するのである。

　やがて、厳重な警戒が行われている北域行路の上を、金色に輝く馬車の列がゆっくりと進んできた。

　先頭には露つゆ払はらいと、前衛を兼ねた軽装騎兵の部隊を置き、その後ろには弓きゆう兵へいと槍そう兵へいを乗せた馬車。護衛指揮官を乗せた先行指揮車。随行員を乗せた供ぐ奉ぶ車しや。

　馬車だけでも二十二台を数える大行列であるが、二十数年前に行われた先々代の皇こう帝ていの地方巡行の際には、馬車五十六台、騎兵一万二千、歩兵一万を動員したという記録が残っており、これでもかなり簡素化されているのである。

　北域行路の沿道に当たる宿場の役人や、街や村に住む人々に皇帝の北域行幸が告げられたのは、わずか二週間前のことだった。

　皇帝の行幸は少なくとも一年前に決められ、その行程に沿って様々な準備が進められることになっている。それが、わずか二週間で実施されたのだから、この北域行幸がいかに例外的なことなのかわかる。

　二十二台からなる車列の前から六番目にある、外側にひときわ大きく豪ごう華かな黄金の装飾が施ほどこされた馬車が皇帝の乗るもので、俗に玉ぎよく車しやと呼ばれている。

　その車内は三つに分かれ、前部と後部には随行員の席があり、中央に皇帝の乗る玉ぎよく室しつと呼ばれる部屋がある。

　玉室の窓には御み簾すがかけられ、外から車内が見えないようになっているが、長ちよう嶺れい帝はその隙すき間まに顔を当てて、街道の両側に広がる景色をじっと見つめていた。

　帝都の中心部にある宮殿の、さらに一番奥まったところにある内だい裏りと呼ばれる区画から、ほとんど外に出ることなくこの歳としまで育った彼にとって、この北域行幸は心躍おどる行事であるはずだった。

　事実、昨夜も遅くまで街道を行く馬車の車窓から見える景色や、地方の産物、特徴などを書き記した巻物を見ていて、側用人の紫し芹きんに早く寝るように、と叱しかられたほどだ。

　それほどまでに楽しみにしていた行幸だったのに、帝都の大門を出てしばらくした頃から、表情が硬くなり、じっと考え込むように黙だまっている。

　長嶺帝の斜め向かいにある、皇帝の身の回りを世話する側そば侍じ従じゆうの席に座っている紫芹は気が気ではない。

　──一体、どうされたのだろう？

　馬車の揺ゆれで気分を悪くされたのかしら？　それとも、砂すな埃ぼこりを吸って喉のどを痛めたとか……やはりお身体からだの弱い皇帝陛へい下かに、こんな遠出は無理だったんだわ。

　菰こも野のの手下から、北域王に会いに行け、と告げられたとき、きっぱり、それはできないと答えるべきだったのよ。

　紫芹はそこまで考えてから、胸の中でため息をついた。

　──でも……そんなことを言えるわけがない。今の私には、何の力もない。

　伯お父じさまが暗殺された後、宮中には大粛しゆく清せいの嵐が吹き荒れた。

[image: ]

　苑その山やま燕えん鵬ほうの親族はことごとく地位を追われ、名のある職に就ついていた人たちは、罪を着せられて獄に繫つながれてしまった。

　私が、こうやって、この陛へい下かの側そば侍じ従じゆうでいられること自体が奇跡のようなもの……。

　紫し芹きんがそんなことを考えていたとき、長ちよう嶺れい帝が、ぽつり、とつぶやくように聞いた。

「紫芹。あの山は、何という山？　山の半分しか木が生えておらぬのはなぜ？」

　御み簾すの隙すき間まに顔を押し付けて外を眺ながめていた皇こう帝ていが振り向いて聞いた。

「え？　あ、はい！　ただいま調べます！」

　紫芹はそう言うと、慌あわてて巻物を広げた。

　馬車の車窓から見える景色について皇帝から下問があったときに、それに答えるのも侍従の職務である。そういうときのために、沿道から見えるものについて、詳くわしく書かれた想定問答集が用意されていた。

　本来ならばこれをすべて暗記し、即座に答えられなくてはならないのだが、宮中を取り締まる先輩の女官たちがすべて罷ひ免めんされてしまったため、紫芹を咎とがめる者はいない。

「え、えーと、先ほど縁えん家か荘しようという村を過ぎましたので、あれは縁えん禄ろく山ざんという山でございます……木が生えておらぬ理由は……おそらく、近くの村の民たみが薪まきにするために伐採してしまったのだと思われます」

「そうか……」

　長ちよう嶺れい帝はそう答えたまま、じっと山を見つめていた。

　その横顔を見つめて、紫し芹きんは思った。

──陛へい下かは、帝都の城門を出るまで、とても楽しそうだった。目を輝かせて、御み簾すの隙すき間まから帝都の外の景色を見つめていた。

　陛下にとって、それは生まれて初めて見る景色だったに違いない。

　なのに……城壁に沿って北域街道を進み始めたときから、陛下の顔つきが変わった。

　──陛下は何をご覧になったのだろう？

　長嶺帝は御簾の隙間から見える禿はげ山やまを見つめて、つぶやくように言った。

「山の木を切って薪まきにするのは昔から行われていたことなの？」

「はい、民たみが煮に炊たきをするためには、かまどで燃やす薪が必要なのです」

「山の木を全部切ってしまったら、その後どうするの？　木が大きくなるには何十年もかかるのではないか」

「そ、それはですね……」

　紫芹の脳のう裏りに浮かんだのは、苑その山やまの屋敷の庭を手入れしていた庭師の老ろう爺やの言葉だった。

　──そうだ、以前、庭師のおじいさんから聞いたことがある。

　木を切った後に、若い木を植えるように、という告令が出されているって……でも、領主は山の木を薪にして売らせて売り上げから税金を搾しぼり取ることしか考えていない、とも言っていたわ。

　でも、そんなことは言えない。

　皇こう帝てい陛下に、今、この帝国がどんなことになっているのか……それを告げる勇気は今の私にはない。

　紫芹は自分を見つめる長嶺帝に微ほほ笑えんでみせた。

「木を切った後には、若い苗木を植えることになっております。植えた木が小さいので、ここからは見えないのでございます」

「ふーん……そうなんだ……」

　長嶺帝は御簾の隙間から外を見たまま気のない返事をした後で、小さくため息をつくと、紫芹に向き直った。

「紫芹……本当のことを言って」

「ほ、本当のことと言いますと？」

「帝国の民たみは、本当に幸せなの？　この国は本当に豊かで楽しいの？」

　紫芹は息が止まるほど驚いた。まさか、長嶺帝からそんな言葉を聞くことになるとは思ってもいなかったからだ。

　そして、それと同時に気がついた。

　──陛下は……もう、子供ではないんだわ。大人の言うことを疑うことができる、立派な少年になっているんだ……。

　紫し芹きんの表情を見た長ちよう嶺れい帝は驚きを隠せない表情のまま、小さくつぶやいた。

「やっぱり……余が聞かされていたのは、偽いつわりだったんだね……この国の民たみは豊かでも満ち足りてもいないんだね……」

「陛へい下かは……ご存知だったのですか？」

「知っていたわけじゃない……見たんだ……」

「見た？　何をですか？」

　長嶺帝は硬い表情のまま、静かに話し始めた。

「帝都の門を出て、道の両側に五色の幕が張られていたよね？　あの幕の間からこっちを見ている子供を見たんだ……髪の毛はぼうぼうに伸びて、顔は垢あかで真っ黒で、ぼろぼろの服を着ていた……」

　紫芹は、はっと息を吞のんだ。

　──あの幕は南域の戦乱を逃れて流れ込んできた流る民みんの姿を皇こう帝てい陛下に見せないために張られていた。でも……陛下は見てしまったのだ……その幕で囲われた、帝国の本当の姿を。

　陛下はまだ子供だ。でも、子供でもこの国の皇帝であることに変わりはない。

『子供に難しいことはわからない』

『子供には清く正しいものだけ見せればいい』

　宮中では今まで、そんな言葉がまかり通っていた。

　陛下の耳に入るのは、砂糖菓子のような甘い言葉で飾られた、おためごかしばかり。

　十一歳になったばかりの男の子に、理解しろというほうが無理なのはわかっている。今の帝国がどうなっているのか、それを知っても何もできない、と人は言うかもしれない。でも、もう今はそんなことを言っている場合ではないのだ。

　この子に噓うそをつくことのほうが、罪が重いと私は思う……。

　紫芹は思わず手を伸ばしてその頰ほほに両手を添え、そのまま胸に搔かき抱きたい！　という衝動に襲われた。

　──この子は……いえ、この人はなんて健けな気げなのだろう。

　本当なら、まだ母親に甘えたい年頃なのに……そのすべてを押し殺して、ひたすらに、ただひたすらに皇帝になろうとしている。

　れっきとした大人でも、国を背負って生きていくなんてことはできない。

　その責任に、その重圧に、押しつぶされないだけの器量を持った人間は、数えるほどしかいない。

　誰もがそれから逃げようとする。でも、この人はそれに向かっていこうとしている。

　──話そう、包み隠さず。帝国が今、どうなっているか……それを。

　紫芹は長嶺帝の目を見つめ、ゆっくりと答えた。

「はい……この帝国には、貧しい者がたくさんおります。戦乱に家を焼かれ着の身着のままで逃げてきた者の多くは、その日の食事にすら事欠くありさまです。

　陛へい下かがご覧になったその貧しい子供も、おそらくはそういった流る民みんの子供でございましょう……」

「戦乱とは……南域の乱のことか？　南域の乱は収まったのではないか？　帝国軍が連戦連勝している、という話ではないか」

「それは……本当のことではありません。実際には帝国軍は敗北を重ね、南域の反乱軍は帝都のすぐそこまで迫せまってきております……帝国軍がもっとしっかりしておれば、このたびの北域行幸など必要はなかったのです。

　北域王のような、蛮ばん族ぞくに婿むこ入りし眷けん属ぞくのような扱いを受けている、汚けがらわしい成り上がりの傲ごう慢まんな野心丸出しの男の下もとに、皇こう帝てい陛下が参る必要はなかったのです！」

「そうか……北域王とは、そういう男なのか……」

「そうに決まっています！　北域王は口では尊そん王のう討とう奸かんなどと言っておるようですが、おそらく本音はこの帝国を乗っ取るつもりでございましょう。もし、本当に皇帝を尊とうとぶ心があれば、まずみずから帝都に赴おもむき、皇帝陛下に拝はい謁えつし、お言葉を賜たまわり、この国難から帝国を救うために身を挺ていするでありましょう。このように辺境に陛下を呼びつけるわけがありません！」

　紫し芹きんはそう言い切った後で、悲しそうに付け足した。

「しかし、今はその傲慢で恥はじ知らずの男の力を借りねば、帝都を守ることはできません。お辛つらいでしょうが、ひとときの辛しん抱ぼうでございます……」

　長ちよう嶺れい帝はしばらく考え込んでいたが、やがて小さく首を傾かしげた。

「ふむ……北域王という男が、もし紫芹の言う通り野心丸出しで、帝国を乗っ取ろうと思っている人間なら、今頃、これ幸いと帝都に攻め寄せて、南域の乱と戦っている帝国軍の背後を襲っているのではないか？　それをしないのはなぜだ？」

　紫芹は一いつ瞬しゆん言葉につまった。

「そ、それは……よくわかりませんが、おそらく……臆おく病びよう者……いえ、単なるヘタレだからではないかと思われます」

「ヘタレ？　ヘタレとは何だ？」

「あ、いえ、下世話な言葉を使いまして、申し訳ありません。ヘタレとは……えーと、意い気く地ぢなしのことでございます」

「意気地なし？　意気地なしが、辺境とはいえ王になれるものなのか？」

「え、ええ、なれます。辺境といえば、周りはすべて田舎者ばかり。ちょっとした才覚があれば、誰でも簡単に王になれるのです」

　紫芹が馬車の中で、真実と噓うその入り混じった答えを述べていた頃。玉ぎよく室しつの壁をひとつ隔へだてた随行員の席では、玉室の中の会話を盗み聞いていた、微び妙みように身体からだに合っていない近在官の官服を着た男が不満そうに眉まゆをひそめると、向かいに座っている上司らしい男に聞いた。

「あの女め狐ぎつねめ、皇こう帝ていに余計なことを吹き込みおって……将しよう阮げん様、あの女は苑その山やま燕えん鵬ほうの縁者という話ですが、なぜあんな女が皇帝の側そば侍じ従じゆうを続けているのですか？」

　将阮と呼ばれた男は、玉ぎよく室しつのほうにちらり、と視線を投げてから答えた。

「仕方なかろう。あの紫し芹きんという女は皇帝のお気に入りなのだ。苑山派の近在官はすべて罷ひ免めんするはずだったのだが、あの女が辞めさせられると聞いた皇帝は近在官たちに詰め寄ったそうだ。お飾りとはいえ、この国の皇帝だ。へそでも曲げられたのでは、いろいろ都合も悪い。ということで、あの女だけ側用人として残したのだ」

　盗み聞きをしていた部下の男は、下げ卑びた薄笑いを浮かべて言った。

「大丈夫でございますか？　皇帝はまだ十一歳ですが、あと数年もすればわかりませんぞ？　苑山の縁者が皇帝の子でも孕はらんだらややこしくなりませんか？」

　将阮は唇くちびるの端に薄い笑いを浮かべた。

「安心しろ……そんなことにはならん。お前は黙だまって私の言う通りに動けばいい。何の縁故もないお前が、そうやって近在官の官服を着ることができるのも、私の言う通りに動いたからだ……違うか？」

　部下は慌あわてて首を振った。

「あ、いえ、とんでもありません。下っ端役人だった私が近在官にまでなれたのも、将阮様のおかげでございます！」

　目の前で愛想笑いを浮かべる部下を眺ながめながら、将阮は思った。

　──あの女を側侍従に残しておいたのは、証人にするためだ。皇帝はシムールに殺されたと証言させれば、帝国内の苑山派の連中や、北域王とやらを持ち上げている馬ば鹿かどもは黙る。

　苑山が死に、長ちよう嶺れい帝が死に、北域王とやらは長嶺帝を殺したシムールの眷けん属ぞく、となれば、この国の民たみや役人どもも目が覚めるだろう。

　お前らが頼れるのは、わが菰こも野の一族のみだ、ということに……。

　長嶺帝たちから壁一枚しか隔へだてていない場所で、不ふ穏おんなことを企くわだてているこの男の名前は菰野将阮。宮中に兵を送り込み、苑山燕鵬を殺害した張本人である。

　摂せつ政しようである菰野盛せい元げんの弟の次男、つまり甥おいにあたる。

　菰野一族は帝国の貴族階級である定じよう族ぞくであり、帝都に近い中ちゆう原げんと呼ばれる肥ひ沃よくな土地の領主として、代々何不自由ない生活を送ってきた。

　菰野家の直系に生まれた将阮は、近在官になる前は帝都の衛士局長に任じられていた。

　衛士局というのは、帝都の犯罪を取り締まるいわば警察本部のような部署である。

　もっとも、容疑者の取り調べや罪状の認定などの、頭を使う難しいことは専門の部下に任せ、この男は局長みずから帝都の街中を見回っていた。

　将阮は馬鹿ではない。どちらかというと頭も回って策を思いつくことができるほうだ。しかし、この男は、その自分の思いつきを疑わないのである。

　思いついたら、即動く。動いた結果どうなるのか、因果関係も何も考えずそのまま動いてしまう。

　とてもではないが、こんな男に責任ある重要な仕事を任せることはできない。なぜ、こんな男を帝都の衛士局長に任命したのかと聞かれた苑その山やま燕えん鵬ほうは、苦にが笑わらいを浮かべて『子供は上う手まく虫を捕まえるものだ。森に入りて虫を採るは、小児の好むところである』と答えた、という話が伝わっている。

　だが、自分の発想は誰よりも優れており、自分は優秀な人間であると信じて疑わない将しよう阮げんは、今回の苑山燕鵬の暗殺によって引き起こされた帝国の混乱を、大成功だと思い込んでいた。

　将阮は自分の前に座っている部下に向かって自じ慢まんげに言った。

「我が菰こも野の一族の領りよう袖しゆうである菰野盛せい元げんは、ただの欲ボケジジイだが、その下にいる私は違う！　私は力の使い方を知っている！

　帝国が弱体化したのも、南北で相次いで反乱が起こったのも、すべては内部に巣食う悪の権ごん化げである苑山燕鵬が原因であることは、誰もが知っていた。

　ならば、その原因を取り除けばよい！　首を取ってしまえばいい。なのに、誰もそれをやろうとは思わなかった。いや、やる勇気がなかったのだ。

　私には、その勇気があった！　この力さえあれば、私はこの国を私の思うように作り変えることができる！

　事は成る！　為なせば成る！　苑山の首を落とし、帝国中ちゆう枢すう部から苑山の眷けん属ぞくを大掃除した今こそ新しい秩ちつ序じよをこの国に打ちたてる絶好の機会だ！

　私の国に、古い秩序は必要ない……建設の第一歩は破壊なのだ！」

　確かに、将阮の言葉の通り、破壊と建設は表ひよう裏り一体である。しかし、破壊は誰でも簡単にできるが、建設はそうはいかない。

　皿を割るのは簡単だが、皿が簡単に作れるわけではない。

　しかし、苑山燕鵬を暗殺し、近在官に収まった菰野将阮には、それが理解できなかった。この男が理解していたのは、暗殺という手段が自分に栄誉と昇進を与えた、という事実だけだった。

　人間は成功体験を繰り返そうとする。

　菰野将阮は、この北域行幸にかこつけて行おうとしている長ちよう嶺れい帝暗殺を、自分をさらなる地位に引き上げるための手段だと信じて疑わなかった。

　北国街道を北に向かってゆっくりと進んでいく馬車の中で、将阮は馬車御おん列れつの配置図を見ながら考え込んでいた。

　──問題は、この皇帝の乗る玉ぎよく車しやを取り巻いている近この衛え騎兵の連中だな。こいつらを皇こう帝ていの近くから引き離す算段は、運うん例れいに向かったあの男に命じてある。手はず通りやってくれていることを信じるしかあるまい。

　将しよう阮げんは自分に言い聞かせるように小さくうなずいた。







　　　第二章「運例」







　帝国の領土を流れる光こう来らい川は、北にそびえる霊れい峰ほう山ざんの雪解け水に端を発し、そこから山さん麓ろくを流れ下り、ユルム高地を削り、平地に出てそこで大きく東西に蛇だ行こうする。

　この蛇行により、光来川は太古の昔から何度となく氾はん濫らんを繰り返し、平原を沃よく野やに変えた。帝国の繁栄はこの大河によりもたらされたと言っても過言ではない。

　そして、この大河は北の遊牧民シムールから帝国の中心部を守る天然の城壁でもあった。

　運うん例れいの街は、もともと光来川を渡る渡し場に自然発生的に作られた小さな街だったが、その後、帝国が北域に版はん図とを広げるために足がかりとして重要視されるようになり、今では帝国の北域への玄関口として、そしてシムールに備えるための重要な軍事拠点として、人口一万人近い北域最大の都市となっている。

　運例の中心部にある領主の居城では、皇こう帝ていの行幸を控えて、今日も朝からあわただしく役人たちが出入りしていた。

　領主の執務室にも、様々な案件を報告する部下が入れ替わり立ち代わりやってきている。

　書類に目を通していた領主の下もとに、秘書官がやってきて小声で告げた。

「失礼します。北域行幸担当官の迂う詰つみ壮そう仁じん様がお見えです」

「おお、そうか、お通ししてくれ」

　領主はそう言うと、読んでいた書類を「未決裁」と書かれた文箱に入れて、服装を整えた。

「失礼する！」

　その一言と共に執務室に入ってきたのは、軍服を着ているが、軍人というには線の細い、どちらかというと、官僚っぽい顔つきの瘦やせた四十代の男だった。

　迂詰はそのまま本題に入った。

「先日よりこの運うん例れいの街周辺を調査しておりましたが、運例の渡しにかかっている木橋の歩板がかなり劣化していますな……皇こう帝てい陛へい下かのお乗りになられている玉ぎよく車しやは通常の馬車の約三倍の重さがあります。万が一という場合がありますので、早急に修理していただきたい。

　本来ならば、皇帝陛下がお渡りになる橋は架かけ替えるというのが慣例でした。だが、今は危急のときです、傷んだ部分を補修するだけで構いません」

「わかりました……しかし、もっと早く通達をいただけたなら、大工や職人を呼び集めることができたでしょうが、今から呼び集めたのではとてもあと五日でやれるかどうか……」

　運例の領主が頭を抱かかえるのを見て、迂詰はにっこり、と笑った。

「ご安心ください。こういうこともあろうかと、帝都より補修用の資材と職人を連れてきております。すぐに補修に取りかからせましょう」

「おお、さすがは迂詰殿だ！　ありがとうございます！」

「いえ、職務として当然のことです。それと、運例の街の北側一帯の通行についてですが、本日より通行制限を実施し、北の集落に住んでいる住民を全員運例に引き揚げていただきたいのです」

「運例の城壁の外には農村集落がいくつかございますが、その住民をすべて立ち退のかせるのですか？」

「ええ、北域王の使者からの要望です。運例の北に目印を掲げぬ人馬を見た場合は、すべて敵とみなし攻撃するとのことです」

「なんと……それはまた物ぶつ騒そうな話ですな。それにしても、さすがは元軍務局の北方二課の課長。北域国との間にしっかりとした繫つながりを持っていらっしゃる。

　目と鼻の先に居を構えているこの私よりも北域国の内情にお詳くわしいとは……灯とう台だい下暗しというのは、私のような者のことを言う言葉でございましょうな」

「以前、私が所属していた北方二課は、シムール関連の情報を収集することが仕事でしたからね、いろいろと繫がりがあるのですよ」

「なるほど、北域の専門家とは、あなたのような方を言うのでしょうな。それにしても、このたびの北域王との会談で皇帝陛下が北域王を帝国の域王として認めれば、北域王は南域の乱の平定に力を貸すでしょう。帝国の混乱もこれで収まる見通しが立ちます。

　あなたも、北域の平穏のために尽じん力りよくしてきた甲か斐いがあったというところですな」

　迂う詰つみはあいまいな微笑を浮かべて答えた。

「ええ、まあ、そんなところですな……では、私は北域王の使者と接触する準備がございますので、これで失礼します。運うん例れいの北への住民の立ち退のきと立ち入り厳禁の件、くれぐれもお忘れなく」

　迂詰はそう言うと、軽く一礼して領主の執務室を出た。

　執務室から延びる回廊を歩きながら、迂詰は小さく鼻で笑った。

　──ふん、この私が北域の平穏のために尽力しただと？　とんでもない、そんなことなど一度もない。

　北域二課の仕事は、常に北域に騒そう乱らんの種を撒まき続けることだった。北域が不安定であればこそ、帝国は常に北域を注視し、北域を調べる我々に金を使うのだ。

　運例の領主の居城を出た迂詰は、その足で部下と共に運例の街の中にある、宿舎として借り上げている宿屋に向かった。

「ああ、課長、ご苦労様でした。どうでしたか？　領主の様子は？」

　迂詰は出迎えた兵士に向かって、にやりと笑って答えた。

「心配はない。実に協力的だ。工兵分隊は今日から運例の木橋への工作を始めてくれ。運例北側の集落の立ち退のきを確認次第、集落のひとつに前進基地を作る」

「わかりました、では基地設営班を編成して向かわせましょう。何という村ですか？」

　迂詰は、宿屋の部屋の中に置いてある行こう李りの中から、運例周辺の地図を取り出して広げた。「ここが運例だ。北域行路は、運例の北門から出て、丘に沿って延びている。途中にいくつか村があるが、どれも家が四、五軒あるだけの村で、工作部隊を隠しておくには小さすぎる……この六ろつ家か泉せんという村が、この辺りでは一番大きく、設備も整っている。ここに前進基地を設営してくれ」

　地図を覗のぞき込んでいた部下は、小さくうなずいた。

「了解しました。早速設営班を向かわせます……いよいよ本番ですか……北域潜入で鍛きたえた特殊工作の腕が、まさかこんなところで役に立つとは思いませんでしたな。長い人生には上り坂と下り坂と、まさか、がある、と講釈師が言っているのを聞いた覚えがありますが……」

　迂詰は半分自じ嘲ちようするような笑いを唇くちびるの端に浮かべて、南の空を見た。

「俺たちは菰こも野の将しよう阮げんの下で動くしか道はない。失敗したとはいえ、北域王暗殺を企くわだてたことに変わりはない。ここで帝国と北域国との間に和平が結ばれ、北域王が正式に域王として勅ちよく認にんを受けたら俺たちは終わりだからな……」

「仕方ありません。サイコロがどう転がるかわかりませんが、俺たちはもう賭かけちまったんです。となれば、あとはいい目が出ることを願って、やるべきことをやってのけるしかありませんやね」

　部下はそう言うと肩をすくめてみせた。

「お前の言う通りだな……くよくよ思い悩んでも始まらん」

　迂う詰つみはそこで言葉を切ると、声をひそめて続けた。

「……ところで、例のものは確認したか？」

「ええ、確認しました。シムールの馬具と弓、そして衣装一式……七十騎分ほどしかありませんが大丈夫ですか？」

「大丈夫だ……皇こう帝ていの前衛部隊は菰こも野の将しよう阮げんの子飼いの兵士だ。隊長連中には話が通っているはずだ。問題は近この衛えの連中だ……あいつらにはどんな工作も効き目がない。皇帝の馬車と近衛の連中を引き離せるかどうかに俺たちの運命がかかっている。工兵分隊の仕事を急がせろ」

「了解しました！」

　迂詰の部下は、そう言って敬礼した。




　この日の夕方。

　運うん例れいの町外れの、眼下に光こう来らい川の渡しを望む川岸の高台の上に、アイリーンが立って目の前で行われている橋の補修工事を見つめていた。

　西に傾いた太陽が光来川を金色に輝かせ、その上をさざ波を立てて涼りよう風ふうが渡っていくのが見える。

　北域の夏の盛りは短い。この運例でも、日中はまだまだ暑い日ざしが照り付けるが、朝晩はめっきり涼しくなった。

　風に煽あおられて額ひたいにかかる亜あ麻ま色の長い髪を手で押さえながら、アイリーンは小声でつぶやいた。

「南北に架かかる橋の、真ん中から少し北側か……どんぴしゃり、あの人の予想した通りの場所で工事をしているわ……」

　──どうしてあの場所で工事をすることが、あの人に予想できたのか、それはわからない。あの人に聞いても、きっとあのイタズラ小僧みたいな目で笑って『それは秘密』とか何とか言ってはぐらかすに決まってるわ。

　あの人の頭の中では、私にはわからない、いろんなことが、こう、ぐるぐるからくり人形の歯車みたいに回って、答えを出しているんだろうな……。

　アイリーンは、しばらく運例の渡しに架かる橋を見つめて、物思いにふけっていたが、やがて小さくため息をつくと、川岸の茂しげみの中にしゃがみ込んだ。そして、そこに置いてあった籐とうで編んだ籠かごの蓋ふたを開け、中から一羽の白い鳩はとを取り出した。

　足についている赤い帯の中には、小さく折りたたまれてこよりのようになった通信用紙が入っている。

　それを指先で引っ張って、しっかり結ばれていることを確認したアイリーンは、鳩はとを自分の顔の前に持ってくると、目を閉じて鳩の背中にそっと口付けし、祈るようにつぶやいた。

「ちゃんと、あの人のところに行くのよ。寄り道なんかしちゃ駄だ目めよ……」

　そして、素早く辺りを見回し、人影がないことを確かめたアイリーンは、手に持った鳩を空に投げ上げた。

　宙に浮かんだ鳩は、二、三回力強くばさばさっ！　と羽ばたき、そのまま空高く舞い上がった。

　空に浮かんだ鳩が、白い粉雪のように宙を舞う小さな羽毛を残して消えていくのを見送りながら、アイリーンは思った。

　──あの人に、私ひとりこの運うん例れいに置いていくって言われたときは、腹が立って泣きながら大おお喧げん嘩かしたけど……お前は俺の分身だ。俺に代わって運例の様子を見てくれる人間が必要なんだ！　って言われたら、何かがすとん、と胸の中に落ちたような気がした。

　私はここであの人が見たがっているものを見る。あの人が聞きたがっていることを聞く。

　たとえ離れていたって、私とあの人は同じものを見る……私とあの人は繫つながっている。

「……でも、会えないのは、ちょっと寂さびしいかな……やっぱり」

　アイリーンは小さくため息をついて、独り言をつぶやいた。

　北の空に向かって飛んでいったのだろう。白い鳩はもうどこにも見えなかった。




　そして、皇こう帝てい行幸の当日がやってきた。

　前日に光こう来らい川の手前の宿場町で一泊した皇帝の御おん列れつは、この日朝早くに宿場を出て、運例の渡しに架かかる橋へやってきた。

「渡河の手順を再確認しよう。まず、露つゆ払はらいとして帝国騎兵が先行する。次に皇帝陛へい下かの玉ぎよく車しやを含む馬車御列。近この衛え兵はその後に続く……よろしいかな？」

　菰こも野の将しよう阮げんの言葉に、近衛騎兵連隊の指揮官は不満そうに答えた。

「いついかなるときも、近衛は皇帝陛下の盾たてなり……これが我が近衛兵の合言葉である。皇帝行幸の際のみならず、宮中においても、近衛は片時も皇帝陛下の傍かたわらを離れたことはない。我々は徒歩で皇帝陛下の馬車の側そく方ほうにつき、警護を行いたい」

　将阮は、やれやれ、という表情で答えた。

「その件についてはすでに理由を説明した。この運例の渡しに架かっている木橋は、シムールの侵略を受けたとき、光来川を渡らせないために焼き払うことを前提に作られている。そのため、すぐに焼け落ちるように、橋そのものが簡素な造りになっている。

　皇帝陛下のお乗りになる玉車は、通常の馬車の三倍近い重さがある。橋は補強してあるとはいえ、万が一ということがある。余計な重さをかけるわけにはいかんのだ。それとも何か？　近衛は皇帝陛下に歩いて橋を渡れ、とでも言うのかね？」

「とんでもない、そんなことを言うつもりはない！」

　慌あわてて首を振った近この衛え騎兵連隊の隊長を見て、将しよう阮げんは言葉を続けた。

「近衛の諸君の言いたいことはわかる。確かに今までの皇こう帝てい陛へい下かの行幸というものは、もっと荘そう厳ごんで厳重で美しく、帝国の威いを天下に示すものだった。渡る橋はすべて新しく架かけ替えられ、川面には軍船が並び、護衛の兵士が水も漏らさぬ警備を敷くのが当たり前だった。

　だが、今は非常時なのだ。過去の前例にこだわることなく、臨機応変に対処しなくてはならない。

　この行幸の目的は、北域王を帝国の域王として認め、その軍事力をもって南域の賊ぞくを討うたせることにある。北域王との会談の日時は決まっており、動かすことはできん。諸君らは目先のことに囚とらわれず、国家の大局を見ていただきたい」

　菰こも野の将阮は今回の北域行幸の最高責任者であり、すべてを統括する権限を持っている。その最高責任者に、こう言われては『近衛は権勢の外にあり、ただ皇帝の命めいのみに動く』を自称する近衛騎兵の連隊長も、従わざるを得なかった。

　運うん例れいの渡しに架かっている木橋は、幅およそ四短里メートル。長さは八十短里ほどである。

　増水したときの抵抗を減らすために、本来は両側に柵のようなものは設けられていない。いわゆる沈下橋と呼ばれるつくりの橋であるが、皇帝行幸に合わせ、両側に木製の柵が作られている。

　橋の両側とほぼ中間辺りには、小さな小屋があり橋を守る警備兵が立っている。

　先行する帝国騎兵隊と、歩兵の列が橋を渡り始めたとき、歩兵隊の隊長が号令をかけた。

「常なみ足あしーっ、始め！」

　その号令と共に、橋を渡り始めた馬と兵士は一斉に歩調を崩し、バラバラの歩き方に変わった。

　橋のような構造物、特につり橋などの上を行進する際に、大勢の人間が一斉に歩調を揃そろえると、その振動が共振を起こし、大きく揺ゆれ出して破損する恐れがある。そのため、部隊が橋の上などを通過するときは、歩調を取らないよう、バラバラに歩くように号令をかけるのである。

　先行する騎兵と歩兵に続いて、馬車御おん列れつがゆっくりと橋を渡り始めた。

　御み簾すの間から川面を見つめていた長ちよう嶺れい帝が、紫し芹きんのほうを向いて尋たずねた。

「橋の途中に小屋のようなものがあるが、あれは何？」

「え？　あ、はいっ！　それはですね……」

　紫芹は慌てて想定問答集を広げた。

「え……と、あ、ありました、運例の橋の上の小屋について……あの小屋は警戒する兵士の詰め所で、燃えやすい薪まきや油を溜ためた壺つぼが蓄えられているそうです。

　運例は北域最後の砦とりででございます。北よりシムールが攻め寄せて参りました際には、光こう来らい川を渡らせぬために、この橋を焼き落とすことになっております。いつ、いかなるときにシムールが攻め寄せても、即座に焼き落とせるように、との用意でございます」

「そうか……ここはシムールと対たい峙じする最前線なのだな……」

「左様でございます。北域は、その昔北ほく擾じようの役えきで、この帝国に攻め込み殺さつ戮りくと略りやく奪だつの限りを尽つくした恐ろしい蛮ばん族ぞくどもの跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする地でございます。陛へい下かも気を引き締めあそばしますように……」

「うむ、物見遊ゆ山さんの旅はこれまでじゃな。ここから先は敵の地と思わねばならぬな」

　長ちよう嶺れい帝がそう言って表情を引き締めた、その頃。

　玉ぎよく車しやの後ろに続く供ぐ奉ぶ車しやと呼ばれる、皇こう帝ていの侍じ従じゆうなどが乗る馬車の窓際の席では、菰こも野の将しよう阮げんが食い入るように橋の歩み板を見つめていた。

　運うん例れいの渡しの木橋は、火をかけたときに焼け残らないように、橋の構造材を細くしてあるためだろう。馬車が乗った橋げたからは、ギイギイ、という木材がきしむ音が鳴り響く。

　──上う手まくやってくれよ、私の乗る馬車が川に落とされたのではたまらんからな……とはいえ、後続の近この衛え兵まで橋を渡られたのでは意味がない。

　やがて、馬車御おん列れつの先頭が、橋の補修を行って板が新しくなった辺りに差しかかった。だが、先頭の警護員を乗せた馬車は何ということもなく、そこを通過した。

　後に続く随行員を乗せた馬車たちも、すべて何事もなく補修箇所を通過した。

　そして、皇帝が乗った玉車が通過したそのとき。

　橋の中ほどに建てられた小屋で警備に当たっていたひとりの兵士が、足元に置いてあった石を川面に蹴けり落とした。

　石には紐ひもが結ばれており、それの重さで、ぴん！　と張った紐の先は橋げたと橋脚を繫つなぐ材木に差し込んであった楔くさびに繫がっていた。

　楔はしばらく動かなかったが、石の重さで少しずつ緩ゆるみ始め、二呼吸ほどの時間の後で、耐えかねたように一気に抜けた。

　楔が抜けた橋げたは、ぎぎぎぎぃいっ！　という大きなきしみ音を上げてぐらり、と傾いた。

　橋げたの真上には、二十二両ある馬車御列の最後の馬車が差しかかったところだった。

　その馬車は司し厨ちゆう車しやと呼ばれる皇帝の食器や食材などを積んだもので、車内には精せい緻ちな細工の施ほどこされた磁器と銀食器が満載されており、皇帝の乗る玉車と同じくらいの重さがある。

　その重量が歪ゆがんだ橋げたに一気にかかったのだ。

　ぎぎぎぎぃ、という木材のきしみ音の中に、めきめきっ！　という木材が割れる音が混じった。そう思った次の瞬しゆん間かん。

　橋げたの片方が真っ二つに折れた。

　馬車が橋からずり落ちはじめ、後ろに引っ張られた馬が、棒立ちになって、前足で空を搔かく。

　橋の崩壊は、その一箇所にとどまらなかった。

　折れた橋げたの上から馬車が川面に転がり落ちるのと同時に、それに引きずられる形で、折れた橋げたの前と後ろが斜めに川に向かって落ちていく。

　司し厨ちゆう車しやの前を走っていた、皇こう帝ていが祭さい祀しの際に着る服や祭祀の道具を納めた典てん礼れい車しやが、後ろに引かれる形で後退を始めるのを、御ぎよ者しやが馬に鞭むちを入れて必死に食い止めようとする。

　川に落ちた司厨車に繫つながれていた馬が必死に川面でもがく。

　運うん例れいの渡しは、大混乱になった。

「大丈夫か！」

「馬車を走らせろ！　前をあけるんだ！」

「皇帝陛へい下かを先にお渡ししろ！　安全な場所へ！」

　橋を渡りきった場所に馬車が集められ、その周囲を護衛の兵士が取り囲む。

　残りの兵士を橋から落ちかかっている典礼車の救出と、川に落ちた司厨車の救出に向かわせた菰こも野の将しよう阮げんは、目の前で起きた橋の崩壊を見て思わず身震いをした。

　──これは……あの、迂う詰つみという男の言った通りではないか。まさに計ったかのように予定の場所で橋を崩壊させるとは……あの男とその部下どもは、とんでもない連中だ。

　手元に置いておければいいが、敵に回すと厄やつ介かいだ……用心せねばこちらが危ない。

「将阮さま！」

　侍じ従じゆう長の切羽詰まった声で、菰野将阮は我に返った。

「あ、うむ、何だ？」

「いかがいたしましょうか？　このような状態では、とても北域王との会談は無理かと……」

「わかった、このままここにいるわけにもいかん。皇帝陛下にはまず、運うん例れいの街に入っていただくとしよう。運例の領主に早馬を送り、橋が落ちたことを知らせるのだ。

　その後に、北域王に使いの者を走らせ、向こうの出方を見るとしよう……」

　将阮は川の対岸に残っている近この衛え兵の一団をちらり、と見て言葉を続けた。

「後衛の近衛兵と輜し重ちよう部隊は、橋の修復が終わるまで合流は無理だ。ここから先は、私の指揮下にある帝国軍第五連隊が皇帝陛下をお守りするために全力を尽つくす！」

　前半分だけになってしまった馬車御おん列れつは、皇帝の乗る玉車を中心にして編成しなおすと、運例の街に向かって進み始めた。




　運例の渡しに架かっていた橋が落ちた、という知らせは、あっという間に運例の街の中に広まった。

　帝国皇帝が街に入ってきて、休きゆう憩けい処どころである領主の邸宅に入るまで鳴りを潜ひそめていた街の人々は、街中の通行を許可されるのと同時に、運例の渡しの橋の崩壊の様子を見るために、一斉に街を出た。

　物見高いだけでなく、北域行路がどれくらいの間通行不能になるのか、それを知りたかったからである。

　川を見下ろせる丘の上に立って、橋を見下ろした街の人々の間から、うめき声に似たつぶやきが漏もれた。

「うわ、ひでえなあ、川の一番流れの強いところで落ちたのか」

「向こう岸にいるのは、あれは近この衛え兵か？」

「ああ、皇こう帝てい陛へい下かをお護まもりするのが近衛兵の仕事だからな」

「どれくらいで修理できると思う？」

「ここから見る限りだとはっきり言えないが、橋脚は折れていないから、そんなに時間はかからないだろう。とりあえず材木を渡した仮橋なら何とかなりそうだ。馬や馬車を渡すとなると、もっと時間が必要だろうな」

　橋を見下ろして、わいわい言い合っている人々から少し離れたところに立っていたアイリーンは、半分呆あきれたように独り言をつぶやいた。

「また、あの人の言った通りだわ……」

　伏ふせ龍たつはアイリーンにこう告げていた。

『菰こも野の一派は帝国の権力のすべてを握ることしか考えていない。あいつらにとって、長ちよう嶺れい帝も北域王も、単なる邪じや魔ま者、敵でしかない。あいつらはこの北域行幸で長嶺帝を暗殺し、それをシムールのしわざにでっち上げるに違いない。

　北域王の晴せい凛りんがシムールの力を借りて北域を平定したことは、帝国の国民の誰もが知っている。ここで長嶺帝がシムールに殺されれば、北域王である晴凛の評判は地に落ちる。帝国民は晴凛を決して許さないだろう。シムールの仕業に見せかけた暗殺は、長嶺帝と北域王の両方を排除できる方法なんだ。

　そして、皇帝暗殺に一番邪魔なのは、皇帝の身辺警護に当たっている近衛兵だ。近衛兵は皇帝の命めいのみに従う、とされていて、たとえ帝国の摂せつ政しようであっても近衛を自由に動かすことはできない。皇帝暗殺を成功させるには、何とかして近衛兵を皇帝の馬車御おん列れつから遠ざけなくてはならない。そう考えると、それが可能な場所は、馬車御列が一列になる運うん例れいの渡しの橋の上だけだ。

　これは俺の予想なんだが、やつらは近衛兵を後衛に回した上で、あの運例の渡しにある橋に細工して橋を落とし、後続の近衛兵を向こう岸に取り残すに違いない。他の警護の帝国兵は自分の息のかかった子飼いの兵士にしておけば、あとは何とでもできる……』

　──あの人は、菰野一派になりきって自分が長嶺帝を暗殺するならどうするだろう？　と考えて予測したって言っていたけど……ここまでぴったりだと、ちょっと怖いわね。

　なんだか、とんでもない人を好きになっちゃったみたい。

　アイリーンは小さく、ふう……と、ため息をつくと、見物人の群れから離れて運例の街に向かって早足で歩き始めた。

　──橋の状態と、近衛兵の位置を確認したから、早く家に帰って鳩はとを飛ばさないと……こっちから飛ばすだけの一方通行で、無事に届いているのかどうかわからないから不安だけど、こればかりは鳩はとを信じるしかないものね……。







　　　第三章「襲撃」







　帝国にある都市は、帝都をはじめとするそのほとんどが、市街地の周囲を城壁で囲った城じよう砦さい都市と呼ばれる造りになっている。

　帝国がこの地を統一する前は、地方の豪族がそれぞれの支配する土地に小さな都市国家を作り、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよする時代が長く続いた。

　小さな都市国家同士の戦乱が絶えず、小国は自分たちの都を城壁で囲い、敵の攻撃に備えた。

　今、帝国の領土の中にある主要な都市は、その時代の都だった都市であり、都市部を囲う城壁はその頃の名残なごりでもある。

　南の承しよう安あんを首都としていた南王朝が滅亡し、帝国の統一が行われた後、都市の城壁は北方から侵略してくる遊牧民シムールに備えるためのものとなった。

　しかし、帝国の国力が充実し軍事力が強まるのと同時に、シムールによる侵略は影を潜ひそめ、北ほく擾じようの役えきと呼ばれる七十年前の大規模な侵攻の後、シムールの襲撃はほとんどない。

　平和な七十年は、都市に暮らす人々に城壁の恩恵を忘れさせるに充分な時間だった。

　都市の周辺に広大な耕作地が広がり、その辺りに城壁を持たぬ小規模な集落が点在する現在の光景は、この平和がもたらしたものだった。

　運うん例れいの周囲にある、そういった農家が五軒ほど集まった名もない集落のひとつに、晴せい凛りんとミーネたちは潜ひそんでいた。

　表の街道から見えない位置に停めてある馬車の群れは、いずれも茶色く染めた布で覆われ、さらにわら束たばを載せて、遠くから見ただけではわからないように偽装されている。馬車を牽ひく馬たちも、囲いを立てた馬小屋の中に入れられて、表の街道からは見えないようになっている。

　五軒ほど並んだ農家の納屋の軒先に寝転んで、麦わらを口にくわえて、笛のように、ヒューヒュー音を立てていたミーネが、ぷい、と麦わらを噴き出すと、身体からだを起こし、不満そうに言った。

「うにゃあ！　つまらん！　つまらんぞ、晴凛！　わしらはいつまでここでこうやって待っておらねばならんのだ！」

「もう少し我が慢まんしてください。運うん例れいにいるアイリーンさんから連絡が来るまで、下へ手たに動くわけにはいかないんです」

　弓の手入れをしていた晴凛が苦笑いを浮かべてなだめる。

「アイリーンのやつめ、橋を修理しているという連絡を寄こしたきり何の連絡もしてこんところをみると運例で遊んでおるに違いない。もしかしたら連絡用の鳩はとを死なせてしまったのかもしれんぞ？　ここはひとつ、わしが運例まで馬を飛ばして様子を見てきてやろう！」

「だから、下手に動くなって、晴凛が言ったでしょうが！　俺たちがここにいるってのは、絶対見られちゃいけないんです！」

　目を輝かせて身を乗り出したミーネを見て、伏ふせ龍たつが叱しかるような口調で言うと、ミーネはぷう、とむくれた。

「だって、せっかく傷も治って外に出られるって聞いたから、あんなこともこんなこともできると思っておったのに、なーんもせんと、この村でじっとしているだけではないか！

　伏龍の考えた作戦というのは何なのか教えてくれと言っても、秘密だ、と言うばかりでなーんも教えてくれんし……」

　伏龍は晴凛と顔を見合わせた。

　──どうしましょう？

　──仕方ない、教えるか……。

　そんな会話を視線で交わした後、伏龍が笑いながら答えた。

「よし、じゃあ教えましょう」

「ホントか！」

　ミーネが目を輝かせたそのとき。家のほうからシャールの声が聞こえた。

「晴凛様！　伏龍殿！　鳩です！　鳩が帰って参りました！」

「何だって！」

「本当か！」

　わくわく顔のミーネをそのままにして、二人は立ち上がった。

「あ、おい！　こら、わしに作戦を説明するのではないのか！」

　晴せい凛りんは振り返った。

「すみません、ミーネ姫！　説明は鳩はとの持ってきた通信文を読んでからです！」

　不満げな顔をするミーネを見て、伏ふせ龍たつがにやっと笑った。

「まあまあ、そう怒らないで、あいつが知らせてきた内容が俺の予想と同じなら、作戦開始だ！　姫様とシャール姫の出番だぜ！」

「わしとシャールの出番？」

「はい？」

　いきなり話を振られたシャールが、きょとんとした顔で伏龍と晴凛を見た。

　伏龍と晴凛がミーネとシャールを連れて家の中に入ると、そこにはすでにシムールの鳩使いが、馬車の上に置かれていた巣箱に戻ってきた鳩を持って、家の中で待っていた。

「足の帯は外しておきました、色は青、中に織り込んであった紙はこれです」

　鳩使いはそう言うと、小さく折りたたんだ薄い紙のようなものをそっとつまみ上げて、伏龍に手渡した。

「何と書いてあるのじゃ？」

「まあ待て、今読むから……」

　目を輝かせるミーネにそう答えると、伏龍は目を凝らして小さな紙を読み始めた。

「……運うん例れいの渡しの橋が落ちた。皇こう帝ていの護衛に近この衛え兵はついていない。皇帝は未み刻こくに運例を出るらしい……晴凛！　今、何刻だ！」

　晴凛は家の外に走り出ると、軒のき先さきに置かれている羅ら針しん盤ばんと日時計が一体化している行路時計を見た。

　太陽の影は午ご刻こくの初しよ刻こくを過ぎたあたりに差しかかろうとしていた。

「もうすぐ正午です！」

「……ということは時間がないな。よし、すぐに準備にかかる！　シムールの百人隊長を呼んできてくれ！　ミーネ姫とシャール姫は、この行こう李りの中にある服に着替えるんだ！」

　伏龍はそう言うと、大型馬車から降ろした行李の蓋ふたを開けた。

　そこには、金と銀の糸で豪華な刺し繡しゆうが施された、帝国の官服が入っていた。

「何じゃこれは？　これを着て戦えと言うのか？」

「戦うんじゃない、偽装するんです。ミーネ姫は皇帝に、シャール姫は御付の女官にな」

「こ、皇帝じゃとぉ？」

　伏龍は、にやっと笑うと、茶色い布をかけてわら束たばを載せて偽装されている大型の馬車を指差した。

「ええ、ミーネ姫は長ちよう嶺れい帝と同じくらいの背格かつ好こうだから、この服を着てあの馬車に乗れば、遠目には皇こう帝ていと見分けがつかない。あの馬車は、もともと王族が北域で乗るために作られた馬車です。装飾に入っている紋もん章しようの意い匠しようが違うだけで、皇帝の乗る玉ぎよく車しやそっくりに作られています。

　前と後ろに馬車を並べて、シムールの騎兵に帝国軍の鎧よろいを着せて、前後を警護してもらって、北域行路を北に向かうんです。皇帝を暗殺しようとして待ち構えている連中は、まさか偽物の皇帝の御おん列れつだとは思わずにこの馬車を襲うはずだ」

「そいつらを返り討うちにするのじゃな？」

「ええ、そうです。でも、それだけじゃない。返り討ちにしたところで皇帝が安全になったわけじゃないからね。皇帝の命を狙ねらってる本当の黒幕は皇帝と一いつ緒しよのところにいる。

　そいつが、なりふり構わぬ方法で皇帝を殺そうと思えば、いつだって殺せちまうんです。つまり、本当に皇帝を守るためには、皇帝をそいつの手の届かない場所に置かなくちゃならない……」

「つまり、どういうことじゃ？」

「俺たちは、これより皇帝に扮ふんし、暗殺を企くわだてた伏兵を殲せん滅めつし、その後に皇帝の馬車御列を襲い、皇帝を拉ら致ちする！　それが俺の計画だ！」

　ミーネは、ぽかん、と口をあけた。

「……何じゃと？」

「何を驚いているんです？　皇帝を安全な場所にお連れするだけのことだ、驚くこっちゃないでしょう？」

「おぬし正気か？　また昼日中から酒でもかっ喰くらって酔っ払っておるのではないだろうな？」

「悪いがシラフです」

　伏龍はさらりと答えた。

　伏龍とミーネのやり取りを聞いていた晴せい凛りんが、心配そうに言った。

「その計画は僕も一緒に立てたから知っているんだけど、やっぱり、いざ、やるとなると心配な部分があるんだ……」

「そりゃあそうじゃろう、むちゃくちゃな作戦じゃからな……」

「いや、作戦そのものに不安があるんじゃない、ミーネ姫が不安なんです」

「へ？」

　きょとんとした顔で目を見開いたミーネを見て、晴凛は慌あわてて首を振った。

「あ、いや、ミーネ姫が何かをしでかしそうで不安だって意味じゃないんです。ミーネ姫が皇帝の格好をして馬車に乗れば、刺客が狙うのはミーネ姫なんだ。僕はもう、あのときのような思いをしたくないんだ！」

　伏ふせ龍たつが難しい顔をして小さくうなずいた。

「晴せい凛りんの言う通り、この作戦はミーネ姫を危険にさらす。それは認めざるを得ない。しかし長ちよう嶺れい帝の身代わりができるのはミーネ姫だけなんだ。

　確かに、北域王との北域巡幸のとき、ミーネ姫は瀕ひん死しの重傷を負った。でも、あのときと今回はまったく違う。あのときは誰が敵なのか、わからなかった。だから護衛のシャール姫も遅れを取った。だが、今回襲ってくるのは全部敵だ。シャール姫とお前がついていれば、ミーネ姫を守りきれる！」

「そうかもしれないけど……」

　晴凛が反論しようとした、そのとき。

「私、やります！　大丈夫です！　今度こそ、ミーネ姫を守り抜いてみせます！」

　晴凛と伏龍の会話を聞いていたシャールが叫さけんだ。

「シャール……」

　驚く晴凛に、シャールは訴えた。

「お願いします、晴凛様！　私に……私に、挽ばん回かいの機会を与えてください！　今度は矢どころか指一本触れさせません！　視線が合うより早く、そいつの眉み間けんを射抜いてみせます！」

「あ、いや、そう言われても……」

　そう言って詰め寄るシャールと、困惑する晴凛を見ていたミーネが、うん、と大きくうなずいた。

「よし！　わかった！　わしが皇こう帝ていに化ければいいのじゃな？」

「ミーネ姫！」

　驚く晴凛を見て、ミーネは白い歯を見せてにかっと笑った。

「晴凛、心配するな！　シャールの腕前を知っておるじゃろうが！　それに、お前だってわしのそばについてくれるのじゃろう？」

「え？　まあ、そう……だけど……」

「じゃあ、安心じゃ！　なーんも心配いらん！　そうじゃろう？　シャール」

　ミーネに問いかけられたシャールは、ちょっとびっくりしたように目を見開いた後で、大きくうなずいた。

「はいっ！　大丈夫です！　お任せください！」

　晴凛は黙だまったままシャールとミーネの顔を交互に見つめていたが、やがて、ふう、とため息をついた。

「わかりました。ミーネ姫がそう言うのなら、僕は全力を尽つくすだけだ」

「うむうむ、危険だからといって何もしないのでは、何も得られん。帝国の諺ことわざにあるじゃろう？　ほら、アレじゃアレ。コケコッコを捕まえねばタマゴが採れん、とかいうやつ」

「それを言うなら、虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず、です」

「ああ、それそれ、そうとも言う」

　うんうん、としたり顔でうなずくミーネを見て、伏ふせ龍たつが笑いながら言った。

「よし、そうと決まれば大急ぎで準備だ！　ミーネ姫とシャール姫はこの服に、晴せい凛りんはあっちの近在官の官服に着替えてくれ！　俺は馬車の用意をしてくる。車輪の金きん箔ぱくの上に塗った油を拭ふき取って、ぴかぴかに輝かせないとな！」

　てきぱきと指示を与える伏龍の声と共に、小さな集落の中にいた人間が一斉に動き始めた。

　その頃、伏龍たちが潜ひそんでいる名もない小さな集落から八長里キロメートルほど北域街道を北に進んだ辺りにある六ろつ家か泉せんという小さな村では、村の中央にある泉いずみの周りに七十人ほどの男が集まって弓矢の手入れをしていた。

　六家泉という名前の通り、この村には泉が湧わいており、その泉の周囲に六軒の家が集まっていたことからこの名がついた。

　その後、水利のよさから住民が増え、今では宿屋や酒しゆ家かなどを含めた二十数軒の家々が並ぶ小さな宿場となっている。

　しかし、家々はすべて扉を閉ざし、村の中は静まり返っていた。

　この村の住民は、運うん例れいの領主の命令ですべて立ち退のいており、今、村の中にいるのは迂う詰つみの部下たちだけである。

「隊長、俺たちはシムールの何族に化けりゃいいんですか？　タッケイ族なら赤い布を頭に巻かなきゃならないんですが、持ってきた赤布が足りないんですよ」

「いや、そこまで凝らなくていい。相手は別にシムールの専門家でも何でもない。俺たちがシムールに見えればそれでいいんだ」

「まあ、それでいいって言うのなら、俺たちも充分シムール騎兵に見えると思いますが……大丈夫ですか？　護衛の連中とは話が通っているんでしょうね？　のこのこ近づいていったら、いきなり矢を浴びせられてあの世行き、なんてのはごめんですよ？」

「安心しろ、皇こう帝ていの馬車御おん列れつを護衛しているのは、菰こも野の将しよう阮げん様の子飼いの部下の第五連隊だ。隊長連中には話を通してある。無む駄だに張り切り屋の下っ端がいるかもしれんが、そういうやつはちゃんと抑えてもらえるはずだ」

「それを聞いて安心しました……あ、それで、馬具とかもあんまりシムール風にしなくてもいいんですね？」

「ああ、シムールの角笛を吹いて、シムール騎兵の姿で赤い旗を立てて突っ込めば、誰だって俺たちをシムールだと思うだろう。そして皇帝に突き刺さった矢がシムールの矢なら、犯人はシムールで決まりだ」

　自分の言葉を聞いた部下が微び妙みような顔つきになったのを見て、隊長が聞いた。

「どうした？　後悔しているのか？」

「いや、ずっとこういった仕事を続けてきましたからね、後悔はしませんが。皇こう帝てい暗殺ってのは、さすがにそう簡単に割り切れません」

「まあな、何だかんだ言っても俺もお前も帝国軍の人間だ。皇帝を殺せと言われて、何のこだわりもなく、はいそうですか、と言えるわけがない……だが、これは任務だ。任務とあればその責を果たすのが我々の役目だ。焦あせりと迷いは禁物だぞ」

「ええ、わかっています……ただ、誰にも言えないことを言ってみたかっただけのことです。きっちりやりますからご安心を」

　部下がそう答えたとき。六ろつ家か泉せんの村の入り口にある家の屋根の上に配置されていた見張り員から声が飛んだ。

「丘の向こうに出ていた斥せつ候こうが戻ってきます！」

「旗は何色だ！　背中の旗は！」

　屋根の上の見張りは目の上に手をかざし、丘のほうを見た後で叫さけんだ。

「白です！　背中の旗は白！」

　その声が聞こえるのと同時に、泉の周りで弓や馬具の手入れをしていた隊員が全員、はっと息を吞のんで隊長の顔を見た。

　白の旗は皇帝の馬車御おん列れつの発見を意味するものだった。

　隊長はゆっくりと立ち上がった。

「よし！　聞いた通り、皇帝の馬車御列が近づいた！　これより北域工作班は、予定の行動に入る！　今から一切の帝国語の使用を禁ずる！　我々はシムールの戦士だ！　いいな！」

『了解しました！』

　部下たちはシムール語で声を合わせて答えた。

『よし、馬に乗れ！　矢は多めに持て。村を出たら西に向かい、丘に登る！　馬車御列が見えたら、角笛の音を合図に突撃をかける！　準備にかかれ！』

『おう！』

　シムールの服を着た男たちは弓と矢筒を摑つかむと、一斉に馬に向かって走り出した。




　先頭の馬に乗った隊長が赤い旗を掲げて馬を走らせると、部下がその後に続く。

　七十騎のシムール騎兵は蹄ひづめの音を轟とどろかせながら六家泉から走り出て北上し、北域行路の西側にある緩ゆるやかな丘の裾すそをぐるりと回り込むようにして北側斜面を駆かけ上がった。

　丘の最上部から南側、運例の方向を見た隊長の目に、南に向かって延びる北域行路を、大きな龍りゆうの旗を立てて北上してくる帝国軍の騎兵と、その後ろに連なる馬車の車列が見えた。

　南の天頂に輝く太陽を浴びて、車列の中央にあるひときわ大きな馬車が金色にきらきら輝いているのがわかる。

『間違いない、皇帝の馬車御列だ』

　隊長の横に並んだ部下が、眉まゆをひそめて言った。

『護衛の兵の数が少なすぎはしませんか？』

　確かに、部下の言う通りだった。皇こう帝ていの馬車御おん列れつに先行する百騎ほどの騎兵がいるだけで、他に護衛の兵の姿はない。

『お前の言う通りだが……近この衛え兵の姿もないところを見ると、我々の襲撃を成功させるために護衛の数を抑おさえたのに違いない。これで仕事がやりやすくなった』

　隊長はそう言うと、自分の後ろにいた信号兵に手を振って合図をした。

『突撃だ！　角笛を吹け！』

　信号兵は角笛を口に当て、高々と吹き鳴らした。

　パプゥーン！　パプゥーン！

　その角笛の音と共に、シムール騎兵に扮ふんした帝国軍特務部隊は、皇帝の馬車御列めがけて一気に丘を駆かけ下った。

　シムールが突撃するときに使う、細長く延びた三角形の突撃陣形を取って皇帝の馬車御列に向かって突き進む部隊を見て、皇帝の馬車御列の前衛部隊だった帝国騎兵隊が隊列を解いて散開し、半数が皇帝の馬車を守る位置につき、残りの半数がこちらに向かってきた。

　その動きを見て、襲撃部隊の隊長の胸の中に疑念が走った。

　──おかしい、なぜ散開させる……少ない兵で守るならば部隊を集結させ守りを固めるはずだ。

　隊長の見ている目の前で、散開した帝国騎兵が左右に分かれた。

　──少ない兵を、さらに左右に分けるだと？　挟きよう撃げきするつもりか？　馬ば鹿かな！　数の少ないほうが数の多いほうを挟はさみ撃うちになどできるわけがない……。

　そこまで考えたとき、襲撃部隊の隊長は、ひとつのことに思い当たった。

　──そうか。あいつらは我々を北域王の使者だと考えているのだ。あれは迎えの部隊であり、迎げい撃げき部隊ではないのだ。そう考えれば辻つじ褄つまは合う！

『向かってくる帝国騎兵は無視しろ！　我々の目標は皇帝の馬車だ！』

　襲撃部隊の隊長はそう叫さけぶと、馬に鞭むちを入れた。

　遠く、輝く点としか見えなかった皇帝の馬車の輪りん郭かくが見えてきた。

　見慣れた、箱型ではなく、ずいぶんと平べったい。

　──あれは……馬車の天てん蓋がいを外しているのか。おそらく姿を見せるように北域王が要求したとか何とか菰こも野の将しよう阮げんが言って、天蓋を外させたのに違いない。えげつないことをしやがる……まあ、俺たちにとっては仕事が楽になるから大歓迎だがな。

　やがて、二手に分かれた護衛の騎兵が近づいてきた。

『迎撃の騎兵に構うな！　皇帝の馬車に向かって突っ込め！』

　隊長がそう叫んだそのとき、二手に分かれた帝国騎兵が一斉に弓を構えた。

　帝国騎兵たちから掛け値なしの殺気が伝わってくるのに気がついた襲撃部隊の隊長は、慌あわてて部下に命令を下した。

『第二第三分隊！　応戦用意！』

　突撃陣形の一番外側の分隊が慌てて弓を構えたが、一いつ瞬しゆん遅かった。

　全速力で走る襲撃部隊と、迎撃する部隊が丘のふもとですれ違う瞬しゆん間かん、襲撃部隊を左右から挟はさんだ帝国騎兵が一斉に矢を放った。

　よほどの手て練だれなのだろう、帝国騎兵部隊は全速力で馬を走らせながら鐙あぶみの上に立ち上がり、つるべ打ちに矢を放つ。

「うわっ！」

「ぐえっ！」

「うぐっ！」

　途切れることなく打ち込まれる矢を受けて、陣形を組んでいた襲撃部隊の外側の兵士が、ばたばた、と倒されていく。

　隊長は思わずシムール語で話すのを忘れ、帝国語で低く叫さけんだ。

「くそっ！　話が違うぞ！」

　──もしかすると、話が通っているのは、皇こう帝ていの直衛に回っている部隊だけだったのかもしれん。

　だとすると、あいつらが本気で俺たちを殺しにきたのも無理はない。

　隊長は振り返って、後続する部下の数を見た。

　二十騎ほどが脱落したが、まだ残り五十騎は無事だった。

　すれ違いざまに矢を放った帝国騎兵部隊は、後方で大きく円を描えがいて追撃する態勢に移った。

　──よし、あいつらが追いついてくる前に、皇帝の馬車にたどり着ければ何とかなる。皇帝の直衛部隊には話が通っているはずだ！

　襲撃部隊は速度を上げて皇帝の馬車御列に襲いかかった。

　遠くに、天てん蓋がいを外した金色の馬車の上、子供と髪の長い女官が乗っているのが見える。

　お付きの者らしい黒い近在官の官服を着た男が、子供をかばうように前に出た。

『見えたぞ！　皇帝を狙ねらえ！　女官と近在官にはなるべく当てるな！』

　襲撃部隊の兵士が弓を構え。

　だが、シュルルルル！　という矢音と共に矢が突き立ったのは、弓を構えた兵士のほうだった。

「うぐっ！」

　肩を押さえた兵士の手から半弓が落ちる。

　──ふざけるな！　この距離だぞ！

　皇帝の馬車に視線を戻した隊長は、馬車の上で仁に王おう立ちになって弓を構えている近在官を見た。

　──あいつが射いたのか？　あんな護衛がついているなんて聞いていないぞ！

　飛んでくる矢は一本ではなかった。

　見ると、近在官の横に立つ女官も弓を構えている。

　──女官が弓を射るだと？　馬ば鹿かな！

　馬車の上に立つ近在官と女官の矢は、恐ろしいほどの正確さで飛来し、兵士を次々に射抜いていく。

　隊長は我を忘れて再び帝国語で叫さけんだ。

「なんだ！　あいつらは！　化け物か！」

　その頃、馬車の中では、豪華な刺し繡しゆうを施した帝国の礼服を着込んだミーネが、仁に王おう立ちになった晴せい凛りんの後ろから声援を送っていた。

「おおっ！　また当てた！　すごいぞ晴凛！　百発百中ではないか！　おう！　シャールも当てたか！　見事じゃ！」

　身を乗り出すミーネを見て、シャールが悲鳴を上げる。

「ミーネ姫！　下がってください！　顔を出しちゃ駄だ目めです！」

「大丈夫じゃ！　晴凛とおぬしがおれば、何も危ないことはない！」
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　ミーネがそう言い返したとき、晴せい凛りんたちの頭の上を、シュルシュルという矢音を立てて矢が飛び過ぎていった。

「敵の応射が始まった！　ミーネ！　そこに積んである敷物の陰に隠れていろ！」

　晴凛の言葉の真剣さに、さすがのミーネも文句は言えなかったのだろう。ミーネは敷物を丸めて積み上げた防壁の間に頭を引っ込めて、その隙すき間まから外を覗のぞき始めた。

　襲撃部隊の矢は、ほとんどが見当外れの場所に飛んでいく。狙ねらいをつけたくとも、弓を構えるのと同時に晴凛とシャールの矢が飛んでくるために、狙いがつけられないのだ。

　走っている馬の上から、狙いもつけずに射いる矢が当たるわけがない。

　そして、馬車の前に配置された護衛部隊の矢の射程に入ったのだろう。護衛部隊の百人隊長が叫さけんだ。

「応射開始！」

　帝国兵の甲かつ冑ちゆうを身につけたシムールの戦士たちが一斉に放った矢を浴びた襲撃部隊は、大混乱に陥おちいった。

　ばたばたと倒れていく部下を見て、ついに襲撃部隊の隊長が叫んだ。

「話が違う！　おかしい！　作戦中止！　逃げるぞ！」

　襲撃部隊の兵士は馬を引きとめて逃げようとする。だが、それを見ていた伏ふせ龍たつが叫んだ。

「逃がすな！　ひとり残らず討うち取れ！　逃げられたらすべてが水の泡だ！」

　伏龍の声を聞いた護衛部隊は、一斉に追撃に移った。前から護衛部隊、そして後ろから追撃してきた遊撃部隊に挟はさまれた襲撃部隊は、そのまま壊滅した。

「よし！　馬と敵の死体を片付けてくれ！　まだ息があるやつは馬車に載せろ！　六ろつ家か泉せんに急ぐぞ！　狼煙のろしを上げて、燎りよう原げん上じよう佐さの部隊に作戦成功を知らせるんだ！」

　晴凛たちは、襲撃部隊の痕こん跡せきが残らないように、大急ぎで負傷兵などをミーネたちの乗っていた馬車の後ろに続いている他の馬車に乗せ、そのまま六家泉へと向かった。

　晴凛たちが去って一いつ刻こくほどの時間が過ぎた頃、運うん例れいの街のほうから、大きな旗を掲げた二百騎ほどの帝国軍騎兵の一団が姿を現した。その後ろには、壮そう麗れいに輝く馬車の列が続く。

　前後を供ぐ奉ぶ車しやに挟まれた真ん中の玉ぎよく車しやの中では、紫し芹きんが不安そうに御み簾すの隙間から外をうかがっていた。

「紫芹、何をそんなに気にしているのだ？」

「先ほど、遠くで聞こえたのは、間違いなくシムールの角笛でございます。もしやするとシムールが兵を伏せているやもしれませぬゆえ……」

「北域王はシムールの支族の姫を妻にしてシムールの王にも認められていると聞く。北域王の配下の者であろう」

　紫芹は緊張した表情で首を振った。

「シムールは物の道理もわからぬ、倫理も持たぬ蛮ばん族ぞくにございます。北域王の言うことを聞くとは限りませぬ。用心するに越したことはございません」

「そうか……気を緩ゆるめてはいかんのだな」

「左様にございます」

　紫し芹きんがもっともらしくうなずいた。

　その会話を、壁ひとつ隔へだてた侍じ従じゆう席で聞いていた菰こも野の将しよう阮げんは、にやりと笑った。

　──そうそう、シムールに警戒するに越したことはございませんぞ、陛へい下か。いつ襲ってくるかわかりませぬからな……。

　皇こう帝ていの馬車御おん列れつが六ろつ家か泉せんにほど近い丘のふもとに差しかかったとき。

　パプゥーン！　パプゥーン！

　辺りに、シムールの角笛の音が響き渡った。

　──やっと来たか。いつまでたっても襲いに来ないので、少々不安になっていたところだ。

　菰野将阮はそんなことを考えながら、皇帝のいる玉ぎよく室しつの戸を開けて、紫芹に声をかけた。

「北域王の使者と思われます。御み簾すを上げて、ご尊顔をお見せください」

　紫芹が神経質な声で答えた。

「とんでもありません！　恐れ多くも皇帝陛下のご尊顔を下々の者の前にさらすなど！」

　将阮は慇いん懃ぎんに答えた。

「これは北域王からの要求です。替え玉や偽者ではないことを証明しろとのことでして……」

「くっ……何という礼儀知らずな！」

「ええ、確かに世が世ならとんでもない話です。しかし、これも帝国のためでございます。皇帝陛下におかれましては、隠いん忍にん自じ重ちようの上、なにとぞ願い届けをお聞き下さる様に……」

　紫芹はしばらく無言で菰野将阮をにらみつけていたが、やがて、小さくうなずいた。

「わかりました、御簾をお上げいたします……しかし、これではまるで見世物扱いです……」

　紫芹は涙目でそう答えると、御簾を上げ始めた。

　──これでよし。あとはシムールの矢で皇帝が殺されて終わりだ。

　将阮は小さくうなずくと、玉室を出て控え室に戻り、窓から外を眺ながめた。

　左手の小高い丘から、七十騎ほどのシムール兵が駆かけ下ってくるのが見えた。

　白い旗を掲げ、全員が白い布で鉢巻をしている。

　──ほう、さすがは北方二課の連中だ。本物のシムールと見分けがつかん。

　シムール兵は、停止した馬車御列に向かって、速度を落とさぬまま真っすぐ突っ込んできた。

　護衛部隊の兵士の間から切せつ迫ぱくした声が上がった。

「シムールは戦闘態勢を取っております！」

「応戦しなくていいのですか！」

　隊長は首を振った。

「あれは、我々に和平を求める意思があるかどうかを確かめているのだ！　応戦してはならぬ！」

「しかし、どう見てもあれは攻撃を意図しているとしか……」

「そう見えるだけだ！」

　隊長がそう言い張った、そのとき。

　突っ込んできたシムール兵が一斉に弓を構えた。

　──まさか！

　護衛部隊の隊長が目を見開くのと同時に、シムール兵が矢を放った。

　シムールの使っている弓は、馬の上で構えるために徒歩の弓きゆう兵へいが使う長弓よりも小型だが強力で、矢を水平に飛ばすことを目的に作られている。

　近距離から放たれた矢は、護衛部隊の最前列にいた帝国騎兵隊の甲かつ冑ちゆうを貫いた。

「うわああああ！」

　矢を喰くらった騎兵が、ばたばたと落馬する。

　その有様を見ていた菰こも野の将しよう阮げんは思わずつぶやいた。

「いかん！　あれはやりすぎだ！　あれではまるで本物の戦争ではないか！」

　だが、将阮の言葉などお構いなしにシムール兵は矢を放つ。さすがにこの状態となれば、帝国騎兵の隊長たちの中には、部下に反撃を命じる者も出始めた。

　皇こう帝ていの馬車御おん列れつは大混乱となった。

　馬車御列の最後尾の馬車の窓から外の戦いを見ていた迂う詰つみは、襲ってきたシムール兵が自分たちの部下ではないことを見抜いていた。

　──どうなってるんだ？　あいつらは本物のシムールだ。それもシャン族の戦士だ……俺の部下どもはどこに行ったんだ？

　いや、それよりも、あいつらがシャン族だとしたら、この襲撃は北域王の命令に違いない！　今回の北域王との会談は、長ちよう嶺れい帝を北域におびき出すための噓うそっぱちだ。北域王に話を通していたわけではない。

　──と、いうことは北域王は何らかの方法で、俺たちがここで皇帝を殺し、その責任を北域王に負わせようとしていたことを知っているってことだ。

　そこまで考えたとき、迂詰は目を見開いた。

「いかん！　北域王の目的は長嶺帝だ！」

　迂詰が馬車を飛び降りて、皇帝の乗る玉ぎよく車しやに向かって走り出すが、今度は御列の後方から、帝国騎兵のラッパが聞こえてきた。

　──帝国軍だ！　運例に置いてきた部隊が来てくれたのか！

　馬車に乗っている近在官たちもそう考えたのだろう。

「おお！　助けが来たぞ！」

「助かった！」

　あちこちから喜びの声が聞こえた。

　だが、安あん堵どのため息をつこうとした迂う詰つみの頭の中に何かが引っかかった。

　──いや、待て。運うん例れいに残してきた部隊が、なぜ俺たちが本物のシムールに襲われていることを知っている。

　知っているはずがない。知ることができるはずがない……と、いうことは……。

　──あいつらは援軍じゃない！　あいつらも、おそらくは北域王の手下だ！

　迂詰は皇こう帝ていの乗っている玉ぎよく車しやに向かって走った。

　だが、迂詰が玉車にたどり着く寸前に、後ろからやってきた帝国騎兵が迂詰を追い抜いて、玉車に馬を寄せた。

　先頭の馬に乗っている上じよう佐さの階級章をつけた騎兵が、玉車の御ぎよ者しやに向かって叫さけんだ。

「ここは危険です！　我々がお守りします！　玉車をこちらへ！」

　御者は将しよう阮げんの指示を仰あおぐため玉車のほうに振り返ったが、将阮は半分恐慌状態に陥おちいっており指示を出せそうにない。

　応援部隊を装って駆かけつけた北域軍の燎りよう原げん上佐は、大声で決断を迫せまった。

「さあ！　早く！　このままでは皇帝陛へい下かが危険だ！」

　その声を聞いた御者は反射的に手た綱づなを取って馬車を動かそうとした。

　玉車が、ごとん、と揺ゆれたのを感じた将阮は思わず叫さけんだ。

「馬車を動かすな！　皇帝には、ここで死んでもらわねばならんのだ！」

　玉車の周りにいた近在官と護衛の兵士は、その言葉を聞いて凍りついた。

　周りの近在官たちが目を見開いて自分を見つめるのを見て、将阮は初めて自分が何を口走ったのかに気がついた。

「陛下！　危ないッ！」

　玉室の中にいた紫し芹きんが大声でわめくように叫ぶと長嶺帝に抱きつき、そのまま身体からだを抱きかかえるようにして上に覆いかぶさった。

「紫芹！　だめだ！　離して！」

「いいえ、離しません！　あなたは私が守ります！」

　その悲鳴にも似た叫び声を聞いた将阮は逆上した。

「うるさい！　黙だまれ！　こうなればお前も長ちよう嶺れい帝と一いつ緒しよにあの世に送ってやる！　証人などいなくても構わん！　二人まとめて串くし刺ざしだ！」

　将阮は近在官の官服の下に隠し持っていた剣を抜いて両手に持ち振り上げた。

　その剣を目の前にいる紫芹の背中に突き立てようとした……そのとき！

　御み簾すを上げていた窓から、一本の光線のようなものが飛び込んできて、将阮の喉のどに突き立った。

「がはっ！」

　それは一本の矢だった。

「け、け、けぇえええっ！」

　突き刺さった矢は気管と動脈を切り裂いたのだろう。将しよう阮げんは喉のどを押さえ、雄おん鶏どりが絞しめ殺されたときのような奇声を上げて、よろよろと玉ぎよく室しつの入り口から外に出ると、随行員の部屋の床に、どさり、と仰あお向むけに倒れた。

　その姿を、シムール兵に混じって弓を射ていたシャールが見ていた。

「お見事です！　晴せい凛りん様！　賊ぞくは倒れました！」

　ロヘリンの上にまたがって、弓を構えていた晴凛は大きく息を吐はくと、構えていた弓を下ろした。

「薄暗い馬車の中を狙ねらうのは難しかったけど、間に合ってよかったよ……」

「燎りよう原げん上じよう佐さの部下が皇こう帝ていの馬車の御ぎよ者しや席に乗り込んだみたいですね」

「あとは、燎原上佐に任せよう。馬車が動き出したら、攻撃中止の合図を頼む」

「かしこまりました」

　シャールはそう言うと、角笛を持っている信号兵のところに馬を寄せ、指示を出し始めた。

　その頃、皇帝の玉ぎよく車しやの後ろにある入り口から車内に飛び込んだ迂う詰つみは、随行員の部屋の床で喉に矢を突き立てられ転がっている将阮を見て、思わず舌打ちをした。

　──ちっ！　こいつの立てた皇帝暗殺計画は、行き当たりばったりのずさんなものだったが、どうやら北域王に筒抜けになっていたようだな。

　迂詰は顔を上げて皇帝の部屋を見た。

　入り口には帝国騎兵の甲かつ冑ちゆうを身につけた兵士が立っていた。

　目印らしい白い帯を両腕に巻いている。

　──こいつは帝国騎兵の格かつ好こうをしているが、菰こも野の将阮の子飼いの連中じゃないな。おそらくは北域王のところに走った、孟もう旗き将軍の部下だろう。

　……わがこと、終われりってことか。

　迂詰はくるりと背を向けると、乗り込んだ扉から飛び降りた。

　玉車から降りるのと、玉車がぐらり、と揺ゆれて動き出すのは同時だった。

　見ると、御者台に白い帯を巻いた帝国兵の姿があった。

　──長ちよう嶺れい帝は北域王の手に落ちたってわけか……こいつは俺も腹をくくらないと、いよいよ首が危なくなってきたってことだな。

　皇帝の乗った玉車が、周りを取り巻いた帝国騎兵と共に動き出したのを確認したのだろう。シムールの信号兵が角笛を吹き鳴らした。

　パプゥーン！　パプゥーン！

　その角笛の音が鳴り響くのと同時に、あれほど激しかったシムール騎兵の矢がぴたりと止まった。

「助かったのか……」

「応援が来てくれたおかげだな……」

「皇こう帝てい陛へい下かは大丈夫なのか？」

「応援に来てくれた部隊がお守りして、引き返したようだ」

　隊列を組み、引き揚げていくシムール兵を見て、護衛の帝国兵たちは顔を見合わせて、安あん堵どのため息をついた。

　護衛部隊の指揮官たちはこのときまだ、長ちよう嶺れい帝が晴せい凛りんたちの手によって馬車ごと拉ら致ちされたことに気がついていなかった。

　彼らが青ざめるのは、もう少し後のことである。







　　　第四章「長陽の渡し」







「わあっ！」

「わああっ！」

　雄たけびにも似たわめき声と共に、赤い津波が押し寄せてくる。

　そう思えるほどに、承しよう安あん軍の数は多かった。

　額や腕に赤い布を巻いた男たちは鎧よろいを身につけていない。衣服すら満足に着ていない。ボロのような布をまとい、棒の先に刃物をくくりつけた手作りの粗雑な槍やりだけを構えて、ただひたすらに前へと出て来る。

　ここは、長ちよう陽ようの渡しと呼ばれている場所だった。帝都と承安などの南域の主要な都市を結ぶ南域行路が、帝国を流れる大河、光こう来らい川と交わる地点である。

　守る帝国軍は、二枚重ねで強度をあげた大おお盾だてを防壁としてずらりと並べ、その後ろから矢を射かける。

　ろくな鎧も身につけぬまま密集して進んでくる承安兵は、ばたばたと倒れるが、後ろから来た連中が倒れた兵を踏ふみつけてさらに進んでくる。

「世直しや！　世直しや！」

「世直しや！　世直しや！」

　承しよう安あん兵の連中は口々に連呼する。

　まるでそれを唱となえれば、矢は当たらないと教えられているかのように、一心不乱にその言葉を唱えながら前に進む。

　北域が旗印に掲げる『尊そん王のう討とう奸かん』ほど理路整然としたものではない。しかし、誰にでもわかりやすく、口にしやすい。

「世直しや！　世直しや！」

「世直しや！　世直しや！」

　赤い津波の中に、まだ少年と言っていい年頃の兵士がいた。少年は周囲と同じ言葉を連呼して突き進む。最初は列のかなり後ろのほうにいたのだが、いつしか最前列に立っていた。

　それが意味することを、少年も周囲の若者も気付いていない。この場にいるほとんどが、少年と同じで初うい陣じんの兵なのだ。

「そうや！　これは世直しや！」

　皆で同じ言葉を連呼しているうちに、胸の奥が熱くなる。皆で同じ方角へ向かっていれば、自分が正しいことをしていると信じられる。自分はひとりぼっちではない。もう何も怖くない。

「よな──」

　ぞぶり。

　大きく開いた少年の口に、矢が刺さった。

　そのまま延えん髄ずいを貫いて、矢じりがぼんのくぼから抜ける。

　一いつ瞬しゆんで絶命して仰あお向むけに倒れようとする少年の身体からだを、後ろの兵が突き飛ばして前進する。その後の兵も。その後の兵も。一様に目をぎらつかせ、叫さけぶ。

「世直しや！　世直しや！」

「世直しや！　世直しや！」

　彼らの足元に打ち捨てられた少年の身体は、壊れた人形のように転がっている無数の死し骸がいの中に埋もれ、もはや見分けはつかない。

「あいつら……狂ってやがる」

　帝国軍の弓きゆう兵へい隊を率いる安あん西ざい下か尉いは、倒れた味方を踏みつけて進む承安軍を見て、吐はき捨てるように言った。

「矢を惜おしむな！　すべて撃うち尽つくせ！」

　声を張り上げて部下を励ます。殺しても殺しても仲間の死体を乗り越えて迫せまる敵が相手では、兵士の心のほうが先に挫くじけるからだ。

　──撤退の合図は、まだか。

　部下を不安にさせないために、後ろを振り返ることはしないが、安あん西ざい下か尉いの気持ちは背後に向いていた。彼の背に流れるのは光こう来らい川。そして川をまたぐ浮き橋がある。

　長ちよう陽ようの渡しにある川船は、浮き橋に使っている分をのぞけば、すべて帝国軍が上流に運び去るか焼き払った。そして川を隔へだてた北岸には、河岸段丘を利用した陣地群が並ぶ。

　兵力の不足からひとつひとつは決して大きくないが、その分、数が多い。承しよう安あん軍が陣地のひとつを落としても、左右の陣地から反撃できるように考えて構築されている。

　榎えのき耶や将軍によるこの河岸防衛陣地群は、未完成ながら昨日の段階ですでに稼働していた。

　急造の陣地であるが、絶対に必要な防壁と連絡通路は完成している。あとは、浮き橋を焼き払って、光来川を天然の水堀にするだけだった。

　斥せつ候こうの情報では、承安軍が光来川の渡河を始めるのは明日の朝。夜のうちに南岸に残った部隊は撤退し、夜明けと共に浮き橋に火を放って崩す予定だった。

　──撤退の時間は十分にあるはずだった。まさかここに来て追いつかれるとは想定外だったな。

　承安軍が姿を見せたのは昼過ぎだった。驚きはしたが、ろくに隊列も組まない少数の兵である。撃退は簡単だった。だが、その後も承安軍は後から後から街道を北上してきた。そしてすぐに万の単位に膨ふくれ上がった。

　目の前に迫せまる承安軍の兵士は、帝国軍よりよほど劣おとる承安軍の基準で見ても装備は劣弱で、練度に至っては無きに等しい。身体からだにまとうのは垢あかと泥と血で汚れたぼろ布で、頭や腕の赤い布だけが目に鮮やかだ。

　安西下尉はみずからの胸に輝く略りやく綬じゆを撫なでた。彼自身の軍服も、お世辞にも綺き麗れいとは言えない案配だが、略綬だけは寝る前に毎晩磨いている。

　──あいつらも、あの赤い布だけは手入れをして綺麗にしているんだろうな。

　安西下尉は目の前の承安兵を、哀あわれだ、と思った。そして、その哀れな兵に成功する見込みの欠片かけらもない突撃をかけさせている承安軍の幹部に腹を立てた。

　──やはり、噂うわさの仮面の軍師か。くそっ！　軍師としては有能かもしれんが、人間としては最低のやつだ！　弓の射程に入ったら必ず殺してやる。

　だが、安西下尉の視界に入る承安兵の中には仮面をつけた軍師はおろか、おそるべき威力を持つ弩きゆう車しやも、それどころか前進する歩兵を支援する騎兵も弓きゆう兵へいも見えなかった。




「ぶぇっくしょい」

　がたごとと揺ゆれながら進む馬車の手た綱づなを握る仮面の男が大きなクシャミをした。

「旦だん那な様、風か邪ぜですかー？」

　馬車の屋根の上であぐらをかいていた少女が、御ぎよ者しや台を見下ろして声をかけた。

「いや、砂すな埃ぼこりだ」

　崇すう鳳ほう──承しよう安あん軍の仮面の軍師は、丸い鼻をひくひくさせて奴ぬ婢ひの少女に答えた。彼らが進む街道は黄色い砂すな埃ぼこりで靄もやがかかっている。

「むー。確かに。今日は特に砂埃がひどいですよ」

　少女はぐるりと周囲を見回した。前も後ろも、視界が届く限り行軍の列である。万の単位の兵が街道を歩めば、街道はうごめく長ちよう蛇だのごとき軍列で埋まる。砂埃が立つのも、いつものことだ。

　違いがあるとすれば、と少女は考える。

「何でこんなに皆さん、急いでるですか？」

「……何でそう思うんだ？」

　じろり、と後ろを振り返って崇鳳は聞く。彼にあてがわれたこの南方出身の奴婢は、見かけこそ野の良ら猫ねこであるが、目と頭の巡りはよい。本当か噓うそか知れたものではないが、本人の言うところでは南方の種族の姫らしい。

「ふふん、ムルトの目は誤ご摩ま化かせないですよ」

　野良猫姫は得意そうに靄っている太陽を指さした。

「太陽はもう、かなり西に傾いてるですよ。なのに野営の準備に入らないのは、目的地に到着するまでは止まるつもりがないという証拠です」

　続いて、街道の脇わきで、薪まきの山を組み立てている兵を指さす。
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「それに、夜になっても行軍が続けられるように、さっきから街道脇わきでは篝かがり火びの準備がされているですよ」

　崇すう鳳ほうは小さく鼻を鳴らした。

「ふん、正解だ。今日は長ちよう陽ようの渡しにまで進む。可能であれば長陽の浮き橋を占拠して、北岸に橋きよう頭とう堡ほを作る。篝火は後続の部隊のためだ。重いものを運んでいるから、足が遅い。夜通し進むことになるだろうな」

　ムルトは、自分が正解を言い当てたのが嬉うれしかったのだろう。目を丸くして微ほほ笑えんだ。

「ほえー。いよいよ帝都ですかー」

「ああ。延えん喜ぎ帝国が滅びる日も近い。我が大望が果たされるのだ」

　くっくっく、と。ムルトに背中を向けたまま崇鳳は笑った。顔は見えないが、その鼻の穴がぴくりとも動いていないであろうことを、ムルトは確信していた。

　──まーったく、難儀なご主人様です。本当にしたいのはそんなことではないはずですのに。

　ムルトがそんなことを考えていると、後ろから声が聞こえてきた。

「どいた、どいた、どいたぁ！　どかないやつはぶっとばすよ！」

　承しよう安あん軍の隊列の中ではめったに聞くことのない、女性の声だ。ムルトは仰あお向むけになりながら後ろを振り返る。天地が逆転した彼女の目に、馬に乗る大柄な女将軍の姿が見えた。腰の左右に黒と白の刀の鞘さやを差し、首に巻いた赤い絹けん布ぷをさっそうと風になびかせている。

「はやー、蔡さい蓮れん将軍ですよ。なんか怒鳴りながらこっちに近づいてきます」

「げっ。まさか昨日の話の続きをしようってんじゃないだろうな」

　崇鳳が顔をしかめる。慌あわてて手た綱づなを引いて馬を街道の脇わきにどけようとするが、騎乗した女将軍が近づいてくるのが先だった。

「あん？　なんねこの馬車は邪じや魔まっけやね……って、アンタか」

「こんにちは、ですよ。蔡蓮将軍」

「チビちゃんか。仮面の旦だん那なも一いつ緒しよかい」

　馬車の横に来ると、蔡蓮は身を乗り出して崇鳳の腹に手を伸ばした。

　むにゅむにゅ。崇鳳の柔らかい駄だ肉にくを、鍛きたえた蔡蓮の手のひらが揉もみしだく。

「うほぉぉん」

　仏ぶつ頂ちよう面づらをして顔を逸そらしていた崇鳳が、何とも形容しがたい悲鳴を上げる。その情けない声を聞いて、蔡蓮が陽ひに焼けた顔をほころばせ、白い歯をむき出して笑う。

「あーっはっはっは。見かけ通りの、たぷんたぷんの駄肉だねぇ。もうちょっと鍛えないと、女にモテないよ！」

「うひょう、うひょおおう」

　女だてらに二刀を使う剛力で腹を鷲わし摑づかみにされ、崇鳳がのたうつ。馬車の前後を行進する兵士が、いつも陰険な顔をしている仮面の軍師の情けない声と仕草に、げらげらと笑い声を上げた。

「うーっ！」

　唯ゆい一いつの例外が、馬車の上で猫ねこのようにうずくまって蔡さい蓮れんを威い嚇かくするムルトだった。そのムルトの様子を見て、蔡蓮が手を放し、屈託のない笑え顔がおで答えた。

「あっはっは。悪いねチビちゃん。あんたのご主人様の腹があまりにもたぷたぷでさ。つい揉もみたくなっちまったんだよ」

　その笑顔に、ムルトは警戒心を解いた。

「それは……まあ……その気持ちはわからないでもないです」

　ムルトも、隙すきを見つけてはたぷたぷしているのであろう。

「それじゃあね、あたしゃ先に行くよ。ほら道を開けな！　見せ物じゃないよ！」

　何もなかったかのように馬を走らせて蔡蓮が進む。その後ろ姿をムルトがじっと見ていると、御ぎよ者しや台からぼそぼそと崇すう鳳ほうの声が聞こえてきた。

「おい……あのバカ女は行ったか……？」

「蔡蓮将軍は行きましたけど。そんなこと言ってると、また腹を揉みくちゃにされるですよ？」

「勘弁してくれ。くそ、軍議で言い負かされたからといつまでも恨うらみがましい女め……兵の笑いものにされたではないか」

「それは恨みがましくもなるですよ。ご主人様が前線に送り込んだ新兵は、蔡蓮将軍が鍛きたえた子飼いの部下です。昨夜もすごい剣幕だったですよ」

　ムルトは昨夜の天幕内での蔡蓮将軍とムルトの会話を思い出していた。




「一台でいいんだよ、一台で。弩きゆう車しやの支援があれば、あたしの新兵だってそれなりに戦えるんだ」

　深夜。軍議の後、天幕にまでついてきて崇鳳に嚙かみつかんばかりに詰め寄っているのは、金の略りやく綬じゆをつけた女将校だ。承しよう安あん軍三十万を号すれど、将軍の位を持つ女はただひとり。練兵将軍の蔡蓮である。これまでは承安で新兵の調練をしていたが、その新兵二万が前線に送られることになったので一いつ緒しよについてきたのだ。

「すでにそのことは軍議で説明したはずです。弩車が遅れているからこそ、帝国軍は今も南岸に残っている。戦力は集中するもの、という意識が染みついている帝国軍、わけても榎えのき耶や老将には、弩車があるのに使わないという発想はありえません。そこに、付け入る隙すきがあるのです」

「支援なしで敵の陣地を攻めるあたしの兵はどうなる！　せめて、あたしに指揮させてくれよ！」

「だめです。軍議で、指揮官は衛えい賢けん将軍と決まっております。衛賢将軍は、長ちよう陽ようの渡しの地理にも詳くわしく、この戦いでは適任です」

「戦うのは、あたしの部下だよ！」

「なればこそ。無む駄だに兵を死なせぬために、おわきまえください」

　崇すう鳳ほうがそう言った瞬しゆん間かん、天幕の中の空気がぴりり、と緊張した。

　──あ、ご主人様が今、踏ふんではいけないものを踏んだですよ。

　崇鳳の後ろで繕つくろいものをしていたムルトはうつむいた顔をそのままにそっと視線を上げて様子をうかがう。蔡さい蓮れんは、いっそ優しい、とさえ言える声で、崇鳳に問いかけた。

「なら、無駄ではない戦いであたしの兵は明日、何人くらい死ぬんだい？」

「およそ半分。二万のうち、一万を失うことになるでしょう」

　崇鳳の声に、躊躇ためらいはなかった。崇鳳は本気で一万の新兵を死なせるつもりなのだ。ムルトははらはらしながら耳をそばだてた。

「それは必要な犠牲なのかい？」

「必要な犠牲です。その一万の死が、帝国軍を長ちよう陽ようの渡しの南側に足止めし、そして帝国軍の注意も引き付けます。帝国軍が他の場所に目を向ける余裕をなくすことが、光こう来らい川の渡河には必要なのです」

　崇鳳の言葉によどみはなく、彼が本気で言っていることは、細かいことはさっぱりわからないムルトにも伝わった。

　そして、それはムルトの見たところ蔡蓮にも伝わったようだった。

「そうかい。さすがだねあんたは。よく考えてるよ。さしずめ、兵隊は手で、あんたが頭ってことかい？」

　そう言って蔡蓮は、何かを思い出すように髪留めに触れた。花弁をかたどった髪留めは、若い未婚の娘がよくつけている型だ。

　それまでじっと様子をうかがっていたムルトは思わず顔を上げた。蔡蓮の声音に不穏すぎるものを感じたからだ。

　ゆらゆらと揺ゆれる灯ともし火びに照らされた蔡蓮の表情は変わらない。けれど、ムルトが見たのは顔ではない。蔡蓮の座る場所と姿勢だ。蔡蓮が両の腰につけた二刀は、馬上で使う長いもので、天幕の中で使うには向いていない。

　──!!　これはやばいですよ、ご主人様。

　蔡蓮は臨戦態勢だった。立ち上がりながら腰をひねり、刀を引き抜いて崇鳳をぶすりと刺し、そして天幕の支柱を蹴け倒たおして逃げる。狭せまい天幕でその一連の動きが遅滞なくできるよう、蔡蓮は身体からだの位置をずらしていた。

　もちろん、蔡蓮がそこまでやる気かどうかムルトにはわからない。それどころか、蔡蓮がどこまで自分の行為を自覚しているか、怪しいものだった。

　だからこそ危あやうかった。崇鳳が逆げき鱗りんに触れる物言いをすれば、ブチ切れた蔡蓮はこの場で仮面の軍師を刺し殺すだろう。

　──ご主人様！　ここは土下座ですよ！　土下座するです！　惨みじめにはいつくばって、その高慢ちきな頭を床にこすりつけるです！　スカしたことを言えば、今日が命日になるですよ！

　こちらに背を向けたままの崇すう鳳ほうに、ムルトは必死に念を送る。

「ならば、おわかりいただけるはずです。ここは腕を失っても、勝つために頭の決めたことをなさねばなりません」

　──駄だ目めだーっ！　このドン豚ご主人様ーっ！　鈍にぶいにもほどがあるですっ！

　ムルトは手にした繕つくろいものを引きちぎらんばかりに強く引っ張った。

　温うん蕉しようにあった補給所で近この衛え騎兵に襲撃を受けたときもそうだった。ムルトの見たところ、崇鳳には、殺意とか危険とかを感知する、生物であれば必ず持っているはずの本能が働いていないところがあった。

　自分の頭の中にある知恵を重んじるあまり、現実を見ていない。知恵だけで戦うときには無類の強さを発揮するが、知恵と現実に齟そ齬ごがあれば、たちまち破は綻たんする。

　そして何より、他人の気持ちが理解できず、その気がないのに相手を怒らせてしまう。ちょうど今のように。

「へえ？　腕を失う覚悟はあるって言うのかい？」

　蔡さい蓮れんは虎とらのようにしなやかな動作で立ち上がり、腰の剣を引き抜いた。その視線が座ったままの崇鳳を素通りし、後ろへ向けられる。

　──ひっ。

　蔡蓮の目はムルトを見ていた。それだけでムルトは腰が抜けて動けなくなる。

　わかったからだ。

　蔡蓮は崇鳳の『腕』としてムルトを斬きろうとしている。

　考えてみれば、どれだけ軍議でやり込められて頭に血が上っていようが、ここで承しよう安あん軍の知恵袋たる仮面の軍師を殺すなどという選択肢が、蔡蓮にあろうはずがなかった。

　ムルトを殺し、そのことで蔡蓮が育てた新兵を見殺しにする策を立てた崇鳳に落とし前をつけさせるつもりなのだ。

「どうぞ。覚悟はできております」

　なのに、崇鳳は落ち着き払ってそう言ってのけた。

　──ご主人様のドン豚っ！　ぜーったい、ぜーったいに化けて出てやるですよ！　ムルトを見捨てようなんて……あれ？

　そっと目を開けたムルトは、きょとんと目を見開いた。

　目の前で崇鳳が左腕を上げて蔡蓮の前に差し出していた。

「ですが、筆を持つ右腕は勘弁していただきたい」

　これには蔡蓮も驚いたようだった。差し出された左腕、崇鳳の顔、そしてムルトの顔を順に見る。

「本気かい？　本気であんた、自分の腕を差し出そうってのかい？」

　奴ぬ婢ひの小娘の代わりに、という言葉を蔡さい蓮れんは口にしなかった。

「本気ですとも」

　崇すう鳳ほうの言葉に得意げな響きを感じ、ムルトは抜けた腰がもう一段抜けた気分になった。

　崇鳳の鼻の穴がぷくぷくしていることは間違いない。母親の形見である赤珊さん瑚ごの欠片かけらを賭かけてもいいほどだ。

　──この鈍どん感かん豚なご主人様、気付いてないです。蔡蓮将軍がムルトを殺そうと考えたことに、気付いてないですよ。

　……ていうか、ムルトがここにいることすら、忘れてるです。蔡蓮将軍の言葉を、ただの脅おどしだと思ってるです。

　結果的に自分をかばってくれたことを嬉うれしく思えばいいのか、それとも、自分がここにいることさえ失念している呆あきれるほどの鈍にぶさに腹を立てればいいのか。

　ムルトの平たい胸の中で相反する気持ちが押しくらまんじゅうをする。

「そうかい、腕を差し出すかい。その覚悟があるんなら、ええよ。ここはあんたの指揮に従おう」

　幸いなことに、付き合いの浅い蔡蓮は、崇鳳が自分の意図に気付いていないこと、そのものに気付かなかった。

　蔡蓮は、崇鳳が自分の奴婢であるムルトをかばうために腕一本を差し出そうとした、と受け取ったのだ。

　──この男に、それほどの俠おとこ気ぎがあるとは……。

　蔡蓮はそう思った。そして、それに女として感じ入るものもあったのだ。

　完全な誤解なのだが、それを知っているのはムルトただひとりである。

　そして今。馬車の屋根から崇鳳のつむじをながめつつ、ムルトはもやもやと胸の奥でうごめく気持ちをもてあましていた。

　──この鈍感ご主人様、ぜ～んぜんわかってないですよ。昨夜の蔡蓮将軍の気持ちもそうですけど、万の兵士を死なせるってこと、頭の中でしか理解してないです。

　何があって南のほうまで流れてきたかは知らないですが、きっと今まで、いろいろなところで同じような失敗をして、何度も痛い目を見せられているはずです。

　ムルトには確証があった。

　なぜなら崇鳳が寝ながら何度もつぶやいている名前を聞いているからだ。

　起きているときには、ただの一度も口にしない名前。

　それは──神しん流りゆう千せん斗と、という名前だった。

　ムルトは顔を上げて、大軍が巻き起こす砂すな埃ぼこりの靄もやの向こう、北の空を見る。

　そこでは、今、万の数の兵士が死んでいるはずであった。




「敵！　下がります！」

　偵察兵の報告を聞いた帝国軍の戦線に、ほっとした空気が流れる。

　押し寄せる赤い津波を、南岸の防衛線は今も支え続けていた。

　最初は千の波。これは簡単に防いだ。

　次は三千の波。これもすぐに引いた。

　その次がいきなり万の波。だが、これはかえって帝国軍の思う壺つぼであった。浮き橋に近づくにつれ、地形の幅は狭せまくなる。大軍であればあるほど、身動きが取れなくなる。数の優位を活かせず、部隊を展開することも交代させることもできずに終わる。

　だから万の波が引いたとき、これで勝ったと帝国軍本陣にいる誰もが思った。しかし、それは後方から到着した増援を得た承しよう安あん軍が二度目の万の波で押し寄せてくるまでである。

　そしてまた、万の波。

　もう一度、万の波。

　さらに、万の波。

　ようやく、帝国軍本陣は気がついた。承安軍が最初から歩兵だけ、それもろくに訓練を受けていない新兵の群れであると。

　南岸の防衛線を築くにあたり、帝国軍がもっとも苦心したのは、先の戦いで登場した弩きゆう車しやをいかに防ぐか、だった。

　馬車に据すえ付けた大型の弩いしゆみは、歩兵の持つ盾たてでは防げない。弩車に狙ねらわれる不安が兵の士気を下げ、防衛線を脆もろくする。

　だから、弩の射線が通らぬよう、畝うねを掘り、掘った土で壁を作った。そうやって道を曲げに曲げた。しかし、壁と畝で見通しを悪くしたため、承安軍の動きや編成がわかりにくくなったのだ。

「榎えのき耶や将軍、敵が引きます」

　数の力で押してくる兵は、勢いがあっても統制が取れていない。

　攻撃はすぐに行き詰まる。一回、一回の敵兵の波状攻撃による帝国軍の被害は、相手が万の軍勢だと思えば少なすぎるほどだ。

「防衛線は下げられそうか？」

「だめです。近すぎます」

　統制の取れぬまま後方に引いた承安軍は、大きくは下がらず、壁や畝に潜ひそんでいる。そして、しばらく仲間内で騒さわいでいたかと思うと元気を取り戻して前進を始めるのだ。その前進も、部隊ごとに隊列を組んでいるのではない。三々五々と集まって、やがてその圧力で前へ進んでくるのだ。簡単に打ち砕くだける代わりに、大きくは崩れない。

　帝国軍にとっては厄やつ介かいな展開だった。昼過ぎからの戦いは、結果だけ見れば帝国軍の連戦連勝。損耗比率キル・レシオは百対一を超える。推定では、半日で五千から八千の承安兵を死傷させている。

　しかし、そんな数字に意味は欠片かけらもなかった。愚ぐ直ちよくなまでに防衛線にぶつかっては飛ひ沫まつとなって散る承しよう安あん兵は、どう見ても使い捨ての新兵の寄せ集めである。彼らの役目は勝つことではなく、足止めだ。

　川を渡った北岸の防衛陣地群に移った榎えのき耶や将軍の本陣では、参さん謀ぼうたちが議論を続けていた。

「もうすぐ日が沈みます。南岸の部隊を撤退させて橋を焼くのは、その後でもよろしいのでは？」

「それは下策だ。夜になれば、承安軍の本軍が到着するぞ。そして、そのまま夜襲だ。混戦に持ち込まれれば、数が物を言う。浮き橋を押し通られて北岸に橋きよう頭とう堡ほを作られるぞ」

「私もそう思う。一度敵を押し返さねば、ずるずるといくぞ。ここは北岸の防衛陣地から増援を出そう。三千、いや五千の兵で押せば、撤退の時間を稼げる」

「危険すぎる！　敵は新兵の寄せ集めが一万から二万。五千を出せば、それは押し返せるだろう。しかしそうなれば、今度はその五千の兵も撤退せねばならんのだぞ？」

「いっそ先に橋を焼いて、南岸の部隊は船で撤退しては？　下流の承安側は、監かん視し哨しようのやぐらを立て、鎖くさりと杭くいを沈めてあります。船による輸送でも、危険はありますまい」

「駄だ目めだ駄目だ！　橋を焼けば南岸の兵は動どう揺ようして、その瞬しゆん間かんにも崩れるぞ」

　参謀たちの意見がひと通り出で尽つくしたと見た榎耶将軍は、地図の上に置かれた部隊を示す駒こまのひとつを手に取った。木製のそれは、馬の頭部を模した作りになっている。

　榎耶将軍は、その駒を光こう来らい川の南側に置いた。

「泉せん野や下か将しように命令。近この衛え騎兵はただちに南岸に進出し、承安軍を押し返せ」




　沈む夕ゆう陽ひが、銀色の甲かつ冑ちゆうを輝かせる。

　浮き橋の上を二列縦隊になって駆かけるのは近衛騎兵連隊だ。先頭に立つのは、連隊長の泉野聡そう凛りん下将。そのすぐ後ろを、くたびれた中年の副官が馬を走らせる。

　浮き橋は川船を繫つなげて上に板を渡しただけの簡素な橋だ。川底に橋脚を埋めて基礎を作ってあるわけではないから、上を誰かが移動すれば浮き橋は上下動する。人も馬も鎧よろいに包まれた重騎兵であればなおのこと、足元は不安定になる。

「よっ、ほっ、はっ、とっ、うぉーっとっと」

　聡凛の後ろで副官は怪しげなかけ声を上げながら浮き橋を疾しつ駆くする。言葉ほどには手た綱づなを握る手はぶれない。

「副官、状況」

「はっ。南岸の敵兵は現在一万から一万五千。なおも増加中。歩兵のみ。弓きゆう兵へい、騎兵の姿はなし。弩きゆう車しやの姿も見えません。装備は劣弱で鎧なし。練度も悪く、隊列すらまともに組めません。明らかに使い捨ての足止め兵です」

「そうか。駆け抜けるぞ。楔くさびだ」

「はっ！」

　浮き橋を駆かけ抜けた騎兵連隊は、そのまま止まることなく二列縦隊から細長い楔くさび型がた陣形へと隊列を組み直す。

　銀色に輝く甲かつ冑ちゆうを見て、南岸防衛線を守っていた帝国軍の将兵が歓声を上げる。

　道を塞ふさいでいた大おお盾だてが慌あわてて取り除かれ、その隙すき間まを縫うようにして、近この衛え騎兵は最前線へと躍おどり出る。

　無敵不敗の近衛騎兵連隊の名は、そのまま承しよう安あん軍にとっては疫やく病びよう神である。

「しっ、しっ、銀しろがねだぁっ！」

　今度こそ南岸防衛線を吞のみ込まんと押し寄せていた赤い津波を、銀色の奔ほん流りゆうが貫く。

　騎兵は衝撃力と速度が命だ。背を向けて逃げる者を追って隊列を崩すことはなく、武器を手になけなしの勇気をふるって立ち向かう者への容よう赦しやもない。槍やりで殴なぐり倒し、馬ば蹄ていで踏ふみ砕くだく。

「副官っ、左斜め上！」

　聡そう凛りんが血に染まった槍の穂ほ先さきで指す一点を、副官は見た。大きな四角い岩がごろん、と転がったような丘の上に、旗が上がっていた。副官は丘と周囲の地形を思い出す。騎兵が登る道は、裏手になる。それも途中までで途切れる。

「馬を下りる必要があります！　時間を稼いでください！」

「許す！　行け！」

　聡凛はそのまま右へ駆け抜ける。副官は馬首を左にめぐらせ、後続の兵に叫さけぶ。

「弩いしゆみを持つ十騎、俺についてこい！　残りは連隊長！」

　丘を登ってゆき、道が途切れたところで半数を残した。馬を下りて、弩を装そう塡てんする。

「残った者は下から近づく者を排除。上から逃げてくる敵がいれば殺せ。支えきれぬようであれば、逃げろ。可能なら馬も連れていけ」

「はっ」

「よし、行くぞ」

　副官は弩を背負って丘をよじ登る。丘の上には『賢けん』の字を描えがいた旗が翻ひるがえっていた。承安軍の上級指揮官の名簿を副官は暗記している。『賢』の旗は衛えい賢けん。元は塩役人。汚職で罰せられて逃亡し、承安軍に参加した男だ。

　丘の上には、十数人の男たちがいた。いずれもこちらに背を向けて丘の下を覗のぞき込んでいる。命令伝達用の旗が何本も転がっており、そのひとつが振られていた。

　──元役人だけあって頭がいい男だ。ここならば、南岸防衛線の様子が見て取れる。命令は旗で出せばいい。もし、帝国軍の逆襲を受けて前線が崩壊しても、ここならば巻き込まれることはない。

「衛賢！　衛賢はいるか！」

　全員が振り返った。

　目が驚きよう愕がくのために極限まで見開かれ、口が弛し緩かんしたようにぽかんと開いた。

　──まるで白昼に龍りゆうが蛇だ行こうして天に昇っていく姿を見たかのようだな。

　副官はそんなことを考えながら弩いしゆみを構えた。

　矢が自分に向いているのに気がつくと同時に、そこにいた連中が一斉に叫さけび声を上げて逃げようとした。

「う、うわ、うわ、うわわわわっ！」

「し、し、しろがねっ！」

　副官は一番身なりのよさそうな男の背に狙ねらいをつけて弩を放った。背を貫かれた男は、びくん！　と身体からだをそらせると、そのままばたりと倒れる。

「衛えい賢けん様っ？」

「あかん！　逃げろッ！」

　副官は弩を放り投げ、腰の剣を引き抜いた。そして蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出した男たちに向かって切りかかった。

　逃げ切れないとわかったのだろう。何人かがやけくそ混じりの勢いで剣を抜くと立ち向かってきた。

　槍やりと剣が激しくぶつかり合うが、こうなるとやはり日頃の訓練がものを言う。

　ものの五分もしないうちに、その場にいた承しよう安あん軍の兵士たちはひとり残らず切り伏せられてしまった。

　副官が連れて上がった兵のひとりが、腕を槍で刺されて傷を負ったが、他に負傷者は出なかった。

　負傷した兵に応急処置を施ほどこして馬に乗せ、高台から駆かけ下りた副官は、近この衛え騎兵の持つ連隊旗を探した。

　騎兵は常に移動するため、司令部もまた部隊と共に移動することになる。騎兵隊の司令部は馬の上である。

　指揮官は報告を受けるために、所在を明らかにしなければならない。連隊旗はそのための目印なのだ。

　参さん謀ぼうたちと地図を広げていた聡そう凛りんは、戻ってきた副官を見ると、地図をたたんで従兵に渡し、副官に正対した。

　副官は聡凛に敬礼すると、胸を張った。

「報告します。丘の上の承安軍前線司令部は掃そう討とう。衛賢を討ち取りました。こちらは一名負傷、負傷程度は中、傷の縫合のために、包帯所に送ってあります！」

　聡凛は白い歯を見せてにっこり笑うと、力強くうなずいた。

「よくやった。指揮官を失った敵は大きく崩れた。見ろ」

　聡凛の指差す先には、南へと引いていく赤い波が見えた。

　兵士の波は押すよりも引くほうが速い。押してくる兵は隊列を維持するため速度が抑おさえられるが、逃げる兵は武器も何もかも放り出して走って逃げるからだ。

　今までは衛えい賢けんが丘の上から旗で命令して、崩れかけた兵を立て直していたが、衛賢が討うち取られた今、崩れた兵を押しとどめるものは何もない。

　隊長たちも、指揮する者がいなくなったために、衛賢の代わりの上官から命令を受けなくてはならない。そのためには後方に下がるしかない。

「やれやれ。これで南岸から撤退できそうですね。相変わらず承しよう安あん軍の仮面の軍師は、嫌いやな手を打ってくる」

「……うむ」

　敵を撃退したというのに、聡そう凛りんの表情は優れなかった。

「何か他に気になることでも？」

「この戦いで、承安軍が南岸防衛線を突破し、浮き橋を手に入れられる可能性はどのくらいだったと思う？」

　副官は考え込んだ。

　二呼吸ほどの間の後で、顔を上げて答える。

「そうですね……最悪の想定ですと、敵に南岸側を制圧された時点で、浮き橋を焼き、残された味方の兵を船で救出する、という展開でしょうか。浮き橋そのものが無事、という可能性はあまりなかったろうと思います」

「そうだな。敵の思わぬ追撃で不覚を取りはしたが、こちらがよほどの失策を連発しない限り、承安軍が浮き橋を確保できる可能性はほとんどなかった。仮面の軍師ほどの敵が、それに気付いていないとは思えん」

「では……やつらは最初から橋が取れなくてもいい、と考えていた、ということですか？」

「そうだ。どんな手を使ってくるかわからんが、もうひと波乱あると思え。今夜中にもう一度出撃する可能性がある。準備を整えておいてくれ」

「はっ」

　副官は腰にさげた帳面を広げた。

　夜間に出撃するとなれば、大量に松たい明まつが必要になるし、夜になる前に馬と人の食事もすませねばならない。やることは山のようにある。

　帝都で苑その山やま燕えん鵬ほうが横おう死ししてからというもの、松明や糧りよう秣まつという最低限の補給すら届かなくなったのは、連隊のやりくりを任された副官としては頭の痛いところであった。







　　　第五章「長嶺帝」







「なんということでしょう！　これが皇こう帝てい陛へい下かの扱いですか！　いきなりこのような別宅に通すとは！　犂すき山やま一族ともあろうお方が、このような粗そ末まつな部屋しか用意していないとは、まったく言語道断です！」

　犂山の別宅の中に、紫し芹きんの声が響き渡る。

　別宅の中を案内していた晴せい凛りんは、申し訳なさそうに頭を下げた。

「まことに申し訳ありません。この延えん声せいには、定じよう族ぞくの方がおいでになったことはありますが、皇帝陛下がおいでになったことは一度もなかったそうで……皇帝陛下にご満足いただけるような部屋や調度ではないかもしれませんが、犂山殿にお願いして、粗相のないように心配りいたしております。

　今はとりあえず、こちらで旅疲れをお癒いやしください。湯を沸わかしてありますので、まずご入浴していただいて、すべてはそれからです」

　入浴、という言葉を聞いた紫芹の表情が緩ゆるんだ。

「そうですわね……出迎えもせずに、いきなり別宅に通すとは帝国皇帝に対し何という扱いを、と思いましたが。確かに埃ほこりまみれのひどい有様です……」

　紫芹の表情が緩んだのを見て、晴凛はほっとしたように答えた。

「北域辺境では、遠路はるばる来られた客人をもてなす際は、まず風ふ呂ろを勧めるのですよ。堅苦しい挨あい拶さつや儀礼は後回しなのです。お着替えは侍じ従じゆうの方々に用意していただいておりますので御安心ください」

「わかりました。郷に入れば郷に従え、ということですね」

「では、後で犂山殿があらためてご挨拶にお伺うかがいしますので、これで失礼します」

　つん、と顔を逸そらした紫芹に、晴凛はぺこぺこと何度も頭を下げながら去っていった。

　それから一いつ刻こくほど過ぎた頃。皇帝と紫芹のいる別宅に、犂山の御ご隠いん居きよがやってきた。

　奥おく座ざ敷しきの控ひかえの間で出迎えた紫芹が、先ほどとは打って変わり神しん妙みような表情で深々と頭を下げるのを見て、御隠居は笑いながら手を振った。

「いやいや、堅苦しい作法は抜きじゃ。ここは宮中ではない」

「いえ、そういうわけには参りませぬ。長ちよう嶺れい帝と私の命を救っていただいた恩は、とても頭を下げただけで終わるものではございません」

「いやいや、あなたと長嶺帝を救ったのは、わしではない、北域王じゃ。頭を下げる相手が違う。顔を上げて、ざっくばらんに話をしようではないか」

「はい、ではお言葉に甘えまして……」

　紫し芹きんが顔を上げると、御ご隠いん居きよは目を見開いた。

「おお、お美しくなられたな……わしがあなたとお会いしときは、まだ七つの祝いを過ぎた頃だった……考えてみればあれから十年以上の歳月が流れているのだから、美しい女おな子ごになるのも当たり前じゃがな」

「恐れ入ります……」

「いやいや、お世辞でも何でもない。美しいだけでなく、強くもなられたようだ……まあ、今の時勢、宮中にいるとなれば強くなくては勤まらんかもしれんがな……」

　御隠居はそこで言葉を切ると、控ひかえの間の調度を見回した。

「この別宅は避暑や狩りに来る定じよう族ぞくの方々のために作られたものでな。皇こう帝てい陛へい下かをお迎えするために作ったものではない。定族扱いをされて腹が立つのはわかるが、今はそのようなことに目くじら立てている場合ではあるまい。命からがら死地を潜くぐり抜けた陛下が、心安らかに過ごされることのほうが大事だとは思わんかね？」

　犂すき山やまの御隠居の言葉は柔らかかったが、それを話す表情には有無を言わせない強さがあった。

「そ……それは、その通りでございますが……」

「長ちよう嶺れい帝は幼くして母を亡くし、菰こも野の家から迎えた後のち添ぞいの母は、華か美びに走ることだけに興きようを注ぎ、長嶺帝に愛を注ぐことはなかった。そして先の皇帝が崩ほう御ぎよされ、祖父である菰野盛せい元げんが摂せつ政しようとなり、苑その山やま燕えん鵬ほうと共に帝国の実権を握った。

　苑山燕鵬は長嶺帝を尊とうとび正しき処遇を行ったが、それはあくまでも官僚としての配慮であり肉親の愛ではない。

　あなたは母の代わりをやろうとしている。だが、あなたは母ではない。母ではないがゆえに、母をやろうとしすぎる。

　見慣れぬ北域の地で、心細いのはわかる。この先どうなるかを案じれば、言葉が尖とがるのも無理はないが、慈じ愛あいを示すのも母の役目であろう」

「はい……おっしゃる通りでございます」

　紫芹はうなだれた。

　諭さとすような犂山の御隠居の言葉は、紫芹の胸の中に染み込んでくるような気がした。

　──この方は長嶺帝のことを誰よりも理解している。

　このような理解者が帝都から追い出されてしまったことが、不幸の始まりだったのだ。

　犂山の御隠居は優しく微ほほ笑えんだ後で別宅の庭園に視線を移し、安心させるようにゆっくりと言った。

「この北域辺境は、帝都や宮中と違い不便だ。山海の珍味もなければ、今風の楽曲も煌きらびやかな錦にしきの布もない。だが、時間だけはたっぷりとある。帝都とは違う時間が流れている場所だ。

　わしはこの歳としになって、しみじみ思うことがあるのだ。男の人生には少年時代の記憶が必要だ、とね。

　ここでなら、宮中のしきたりや身分から解き放たれて、長ちよう嶺れい帝が長嶺という名前のひとりの少年に戻れる。

　自由にさせて、見守るのも母だ……違うかね？」

「耳が痛うございます……」

　犂すき山やまの御ご隠いん居きよはいつものように「はっはっはっはっ」と笑った後で、口調を変えた。

「しかし、何はともあれ無事で何よりだ。このたびの北域行幸は、菰こも野の将しよう阮げんが長嶺帝暗殺のためにでっち上げた虚偽のもので、北域王との会談などの話は、まったくこちらのあずかり知らぬところでな。申し入れも打診も一切受けていないのだ……」

　紫し芹きんはうなずいた。

「はい、その件につきましては、この延えん声せいに参る道すがら、孟もう旗き将軍の部下である帝国軍の士官より聞き及んでおります。

　ほかならぬ菰野の縁者が、皇こう帝てい暗殺を企たくらむとは思ってもおりませんでした……」

「なまじ菰野の家の者であるがゆえに、家名で人を動かせる、国を動かせると信じてしまったのだろう。俺のほうがもっと上う手まくやれる、俺にやらせろ、と何も知らぬ愚おろか者が玄人くろうとの仕事に手を出して、めちゃくちゃにしてしまうのと同じだ……愚かというよりは幼稚の極みだな……北域王とは雲うん泥でいの差だ。北域王は若いが、性根の真っすぐな器の大きな青年だ」

「はい、そのように聞き及んでおります。早くお会いしたいものです」

　御隠居は怪け訝げんな顔で紫芹を見た。

「北域王の晴凛とは、もう会っているはずだぞ？」

「え？」

　戸惑う紫芹を見て、御隠居は首をひねった。

「おかしいな、あなた方がこの延声に来られてすぐに、この別宅に案内したはずだが……」

　紫芹は目を見開いた。

「あ、あの若い男の人が北域王殿だったのですか！　どうしましょう。私、てっきり犂山様のところの使用人だとばかり……」

　驚き慌あわてる紫芹を見て、御隠居は再び声を上げて笑った。

「はっはっはっはっ、わしの使用人と思ったとな？　さもあらん。晴凛はそういう男だ。腰が低く、傲ごう慢まんさの欠片かけらもない。北域王と知らぬ者は、誰もが自分をさらけ出してしまう。

　あの男の怖いところは、それを計算ずくではなくやってしまうところだ」

「ああ、どうしましょう……そうと知らずに私、北域王殿を怒鳴りつけてしまいました……どのようなお咎とがめを受けるかと思うと……」

　真っ青になった紫芹を見て、御隠居は首を振った。

「いやいや、大丈夫。晴凛はそんなことであなたを咎め立てなどせんよ。そんな器の小さな人間ではない。侍女に膝ひざ蹴げりを喰くらって、目の周りに青あお墨ずみを作っても、張り手を喰らって顔の形が変わっても、笑って許す、そういう男だ」

「信じられません……それが王なのですか？」

　紫し芹きんはそう言った後で、はっと何かに気がついたように、声をひそめて聞いた。

「あの……もしかして、そういうのを好む性せい癖へきがあるとか……」

　御ご隠いん居きよは慌あわてて顔の前で両手を振った。

「いやいや、そんな性癖はない……そう思われても仕方がないところがあるが。本人は至って真ま面じ目めで普通の若者じゃよ。晴せい凛りんはこの別宅の隣の棟むねで妻と嫁の二人と暮らしておる。落ち着いたら遊びに行ってはいかがかな？」

「妻と嫁？　ああ、正せい妻さいと側そく室しつでございますね。王ともなればそれは当然のことでございますわ」

　晴凛が二人の妻を持っていることを、紫芹はさらりと受け入れた。

　権力世襲が当たり前のように行われている帝国では、権力者が跡継ぎを残すことは義務ですらあった。

「ただし、北域王の妻と嫁は帝国人ではない。シムールの娘だ。帝国人から見れば、シムールは文明の欠片かけらも持たぬ野や蛮ばん人じんという感触しかないだろうが、それは大きな間違いだ。彼らはこの北域に、帝国よりも長い歴史と誇ほこりを持つ民たみだ。彼らには彼らの文化があり、文明がある。

　だからといってシムールに謙けん遜そんしろとは言わん。ただ、北域王の妻は帝国で言えば定じよう族ぞくに当たる血筋の者だ。帝国の定族に対するのと同等の敬意を払ってもらいたい」

「かしこまりました。北域王殿は長ちよう嶺れい帝様の命の恩人。その奥方です。決しておろそかにはいたしません」

「うむ、紫芹殿なら粗相はないと信じておるが。いかんせん、北域王の奥方のほうが野生の……いや、天真爛らん漫まんな娘でな」

　紫芹は御隠居が言い直した言葉をしっかり聞いていた。

　──今、犂すき山やまのお爺じい様さまは、確か、野生、と言った。野生という言葉は、普通、人間を表現するときには使わないはず……。

　紫芹の疑問は数秒後に解けた。

「よぉーっす！　初めましてじゃのう、お前がていこくこーてーか？　歳としはいくつじゃ？」

　犂山の御隠居と紫芹が話をしている控ひかえの間の扉の向こうで、ミーネの声が聞こえた。

「十一歳に、なったばかり……です」
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「そーか、そーか、わしは十三になった、わしのほうがおねーさんじゃな！」

　少女の声と、長嶺帝が戸惑うように答える声を聞いて、紫芹が顔色を変えた。

「だ、誰ですか！　あれは！」

　犂山の御隠居が、あちゃあ、という顔になった。

「ミーネめ、玄関を通らずに、庭を回ってきおったか……」

「失礼します！」

　紫し芹きんはひとこと御ご隠いん居きよに告げて立ち上がると、慌あわてて皇こう帝ていのいる玉ぎよく間まに繫つながる引き戸を開けた。

「なんだ、付き人はそこにおったのか、ひとりにして無用心じゃなと思っておったのじゃ……おう、犂すき山やまの爺じいちゃんも一いつ緒しよか」

　庭園に面した縁側に、下した穿ばきのような短いズボンから太ももをむき出しにしてあぐらをかいた女の子が、ちょこんと座っていた。

　その子が抱かかえてきたのだろう。濡ぬれた籠かごに入った緑色のハミウリが縁側に置かれている。

「そろそろ風呂から出る頃じゃと思ったから、井戸水で冷やしておいたハミウリを持ってきてやったのじゃ。風呂上がりに縁側に出て、風に当たりながらハミウリを食べるのは格別じゃぞ？」

　女の子は白い歯を見せてにかっと笑いながら、籠に入ったハミウリを、ぽんぽん、と叩たたいた。

　紫芹は犂山の御隠居に振り返った。

「なんですか！　この小汚い物売りの娘は！　こんな娘が勝手に入ってこられるような、いいかげんな警備では、とても皇帝陛へい下かを置いておくわけには参りません！」

　犂山の御隠居は慌てた。

「紫し芹きん殿！　言葉が過ぎます！　こちらのお方はシャン・クム・ミーネ姫。シムール十二支族シャン族の族長の末娘にして、北域王、泉せん野や晴せい凛りんの奥方ですぞ！」

「へ？」

　紫芹の形のよい顎あごが、かくん、と開いた。

「北域王の……奥方？　この、ちびっこいのが？」

「にゃうっ！」

　ミーネが吠ほえた。本当は「違うっ！」と言ったのだが、どう聞いても「にゃうっ！」としか聞こえなかった。

「誰が、ちびっこいの、じゃ！　わしは晴凛の嫁じゃぞ！　今でこそ、北域王などという肩書きでえらそーにしておるが、役人をクビになり侘タ瑠ル徒トの街を追い出されて食い詰めていたのを拾ってやったのは、このわしなのじゃぞ？　わしは晴凛のご主人様なのじゃ！」

「え？　だって……まさか……」

　紫芹はすがりつくような目で犂すき山やまの御ご隠いん居きよを見た。

　御隠居は『本当のことです』という目で紫芹を見返して小さく頭を下げた。

　紫芹はその場にへたん、と座り込んだ。

「私は何てことを……北域王殿を使用人扱いし、あまつさえその奥方をよりによって物売りの娘に間違えるなんて……ああ、もうおしまいです……」

「あ、いや、安心めされい。ミーネ姫はそのようなことでへそを曲げたり、咎とがめ立てをするような娘ではない」

「し、しかし……」

　御隠居と紫芹の会話を聞いていたミーネは、声を上げて笑った。

「はっはっはっはっ！　なあんだ、物売りと間違えたのを気にしておるのか。そんなことでいちいち腹を立てておったら、ミリンと暮らせんぞ！　ミリンときたら、矢に倒れたわしの枕元で、わしのことを、やれ死に損そこないだとか、手負いの山やま猫ねこだとか言いたい放題じゃ！」

　床の敷物に額ひたいをこすりつけている紫芹を見て、ミーネは言葉を続けた。

「頭を上げてくれんか？　あんたはわしのことを知らん。知らん人間を見間違えるのは仕方がない。知っていてあてつけるのとは、雲うん泥でいの差じゃ……それに、あんたがそうやって頭を下げているのを、こっちのこーてーへーかが、すごく心配そうな顔をして見ておるのじゃ。

　これでは、なんだかわしが極悪人のようではないか」

　ミーネの言葉を聞いた紫芹の身体からだが、ぴくん、と震えた。

　──長ちよう嶺れい帝が私のことを心配してくださっている？　いえ、それは私が心配をかけたということよ！　罪の意識を感じるべきなのに、喜んでどうするのよ！　私の馬ば鹿か！

　紫芹は顔を上げた。

「申し訳ございません……」

「ああ、いいからいいから、ハミウリを食おうではないか、温まってしまう。せっかく井戸水で冷やしておいたのに」

「はい、かしこまりました。今、手を拭ふく布をお持ちします」

　紫し芹きんはそう言うと立ち上がって、使用人を呼ぶために奥の廊下に入っていった。

　廊下を歩きながら、紫芹は思った。

　──あのような幼い娘を嫁にするとは……やはり、そういう趣味の持ち主、ということなのかしら？

　犂すき山やまの御ご隠いん居きよは、北域王のことを性根の真っすぐな好青年と評していたが……。

　考えてみれば、そんな絵に描いたようないいところだけを集めたような人間がいるはずがない。人間はどこかに必ず人に言えない暗くら闇やみの部分を抱かかえているもの……。

　あの若さで頭角を現し一国を興おこすほどの功績があれば、そのような趣味など些さ細さいなことなのかもしれないけれど……気持ち悪い……長ちよう嶺れい帝に変な影響を及ぼさないように、気をつけないと……。

　紫芹がひとりで納得して、うんうん、とうなずいていた、その頃。

　ミーネは部屋の真ん中に置かれた玉ぎよく座ざに座っている長嶺帝に近づいて、話しかけていた。

「こうていへいか、とやら、お前は夏風か邪ぜでもひいているのか？」

「いや、そのようなことはないぞ」

「では、なぜ、こんな厚着をして、座ったままなのじゃ？　夏は薄着で風を身体からだで感じるのが一番楽しいのじゃぞ」

「帝国皇帝は常に行儀よく典てん礼れいに従わなくてはならんのだ」

　ミーネは顔の前で手を振った。

「いや違う。行儀よくすることは大事かもしれんが、朝から晩までずっとそんなことをしていたら、病気になってしまうぞ。さあ、そんな服は脱いで、一いつ緒しよに縁側に座るのじゃ！」

　ミーネはそう言うと、長嶺帝の手を引っ張って立たせると、いきなり帯を解いて、玉ぎよく服ふくと呼ばれる皇帝の服を脱がせ始めた。

「ええい、なんじゃこの帝国の服は。ごてごてと刺し繡しゆうばかりつけおって。厚くなるは重くなるわで、実に着心地が悪かろうに……」

　いきなり皇帝の服を脱がせ始めたミーネを見て、犂山の御隠居は思わず腰を浮かして声をかけようとした。だが、何かに気がついたのだろう。そのまま口を閉じて座り直し、興味深げな、慈いつくしむような視線でミーネと長嶺帝をながめ始めた。

　ミーネは下着だけにした長嶺帝の腕を摑つかんで、縁側に引っ張り出した。

「さあ、ここに座るのじゃ！　そんなに心細げにわしの顔を見るな。この延えん声せいにおれば安心じゃ。晴せい凛りんは強いぞ。弓の腕は天下一品じゃ。お前に仇あだ為なす者は、全部晴凛がやっつけてしまうであろう。安心するがよい！」

　ミーネの隣に座った長ちよう嶺れい帝は、ミーネをまぶしそうな目で見た後で、ちょっと驚いたようにつぶやいた。

「そなたの目は青いのだな」

「にゃっ？」

　ミーネはその青い目を見開いた後で、うなずいた。

「うむ、シムールは青い目の者が多い。テンジンの子である証拠じゃ。さあ、ハミウリを食おうぞ！」

　ミーネはそう言うと腰に挿さしてあった小刀を抜き、それをハミウリに当てて、さくり、と切った。

　その断面を見て、長嶺帝は目を丸くした。

「ウリとは、そのような形をしているのか」

「なんじゃ、ハミウリを食ったことがないのか？　何という田舎者じゃ」

「いや、ある。だが、余の知っているウリは、白い四角い形をしておるのだ」

「なんじゃ。そうか、皮をむいて、この白いところだけを切り取ったのであろう。まるで赤子の食べ方じゃな」

　赤子、と言われて、傷ついたのだろう。長嶺帝はむっとしたように言い返した。

「余は赤子ではない！　ちゃんとした男だ！」

「そうか、ならば男の食べ方をするがよかろう」

　ミーネは半分に割ったハミウリをさらに二つに切った。そしてその四分の一になったハミウリの真ん中の種の部分を指でこそげ落として、長嶺帝に差し出した。

「ほれ、食ってみよ」

「こ、これを？」

「食いかたがわからんか。これは、こうやって、口を開けて、あむっと食いつけばよいのじゃ」

　そう言うなり、ミーネはハミウリにかぶりついた。

「ほう……やって……もしゃもしゃと食って……口に残った種は……こうやって……」

　ミーネは縁側から庭に向かってぷっと白い種を噴き出した。

　目を丸くしている長嶺帝を見て、ミーネはにかっと笑った。

「ほれ、見ておらんでやってみるがよい」

「う、うむ、こうか？」

　長嶺帝は口をあんぐりと開けて、ハミウリにかぶりついた。

　甘い、すがすがしい果汁があふれ出し、口の中一杯に広がるのを、嚙かみ砕くだいた果肉と共に飲み下す。

　井戸水で冷やしたハミウリの果汁たっぷりの果肉は喉のどを潤うるおし、胃の中のほてりをあっという間に取り去ってくれる。

「美う味まい！」

　目を丸くする長ちよう嶺れい帝を見て、ミーネはにっこり笑った。

「そうじゃろう？　風呂上がりにはこれが最高なのじゃ！」

　三口ほど食べたとき、長嶺帝が微び妙みような顔つきになった。

「どうした？　種が口に残ったのか？」

　こくこく、うなずく長嶺帝を見て、ミーネは笑った。

「出せ出せ、庭に吐はき出せ。ほれ、ニワトリにもおすそ分けじゃ！」

　見ると、縁側の先には、放し飼いになっているニワトリたちが、さっきミーネが吐き出したハミウリの種をついばみに集まっていた。

　長嶺帝が種を吐き出すと、そこにニワトリが集まってくる。

　その様子が面白かったのだろう。長嶺帝は声を上げて笑った。

「ははは、余の吐いた種を取り合っておる」

「ケンカせんように、もっと種を撒まいてやろうではないか。もうひとつ食うか？」

「うむ、所望する！」

「よし！」

　そう言って、ミーネがハミウリを切って長嶺帝に渡したとき。

「陛へい下か！　何という格かつ好こうをされていらっしゃるのですか！」

　紫し芹きんの悲鳴にも似た声が飛んだ。

「ああ、お前か。こいつにあんな重くて厚い服を着せていたのは。夏の日中にあんな服を着ていては病気になってしまうから、わしが脱がせたのだ」

「な、何という！　皇こう帝ていの御身に手をかけ、玉ぎよく服ふくを脱がせるとは……」

　ミーネのあまりの常識知らずの振る舞いに卒倒しそうな紫芹を見て、今まで黙だまってミーネと長嶺帝を見守っていた犂すき山やまの御ご隠いん居きよが声をかけた。

「紫芹殿よ。そう怒るな。ミーネ姫の行いにも理がある」

「理？　こ、これのどこに理があると！」

　怒いかりのあまり般はん若にやのような面相になっている紫芹に向かって、御隠居は微笑を返しながら答えた。

「ここは宮中ではない。宮中は、厚い土の壁と何層にもなった高い瓦かわら屋根で、夏の暑さを防ぐが、この別宅は、裏にある大きな岩山の裂け目から吹く涼すず風かゼを通すことで、夏の暑さをしのぐのじゃ。身体からだに風を当てねば、身体が参ってしまう。

　確かに長嶺帝は帝国の要かなめであり皇帝陛へい下かであらせられる。宮中にいれば、毎日祖そ霊れいを祀まつる祭さい祀しと、国家を運営するための謁えつ見けんや典てん礼れいで玉服を脱ぐ暇もなかろう。だが、ここは宮中ではない。祭祀は行うとしても一切の典礼とは無縁じゃ。

　重くて厚い玉服を脱げるのは、今、この北域にいるときだけじゃ。

　わしは、先ほど、そなたに言ったはずじゃ。男の人生には、少年時代の記憶が必要だ、とな……」

　紫し芹きんは目を閉じた。

　──御ご隠いん居きよの言葉の意味はわかる。それが正しいであろうことも理解できる。

　納得したわけではない。でも、ここで争うほど私は愚おろかではない……すべては長ちよう嶺れい帝様のため、というその考えが狭せまかったのだ。

　紫芹は目を開くと、その場に正座して、御隠居に頭を下げた。

「お言葉、痛み入ります……郷に入れば郷に従え。そう考えていながら、私はそれがどういうことなのか、今ひとつわかっておりませんでした」

「わかってもらえればそれでいいのじゃよ。皇こう帝ていの威厳とは体面のみにて保たれるものではなかろう？　徳を積み人として正しき道を歩み、それを臣しん民みんに示すのも皇帝の役目じゃ。

　長嶺帝は実に素直に聡そう明めいに育っておられる。すべてはあなたの手柄じゃよ」

「ありがとうございます……」

　紫芹が思わず涙ぐみそうになっていると、庭のほうから若い女の声がした。

「ミーネ姫、こんなところにいらしたのですか？　ミリンさんが探していましたよ？」

　シムール語の声と共に姿を見せたのは、紫芹と同じくらいか少し年下のシムールの娘だった。

　長い黒髪と品のよい顔立ちのその娘は、紫芹と縁側でミーネの隣に座っている下着姿の長嶺帝を見て、何かに気がついたように目を見開くと、その場に片かた膝ひざをついて、カタコトの帝国語で言った。

「皇こう帝てい陛へい下かとは気づかずにシツレイ、シマシタ。申し訳ありマセン！」

　ミーネが手を振って、シムール語で答えた。

「ああ、シャール。構わん構わん、堅苦しいのは抜きじゃ」

「いえ、そうは参りません。こちらの方は帝国を統すべる皇帝陛へい下かなのです。それ相応の礼を尽つくすは当然のことです」

　犂山の御隠居が紫芹に言った。

「こちらの方は、北域王、泉せん野や晴せい凛りん殿の妻で、シムール十二支族のひとつ、タッケイ族の族長スンタタ殿の妹君、タッケイ・ラム・シャール姫だ」

「ヨロシク」

　シャールがそう言って深々と一礼すると、豊かな胸がたゆん、と揺ゆれた。

　紫芹はシャールに向き直って礼を返すと、ゆっくりと言った。

「帝国皇帝長嶺帝の側そば侍じ従じゆうの、紫芹、と申します。よろしく」

　シャールの物腰を見た紫芹は感心した。

　──シムールは蛮ばん族ぞくだとばかり思っていたけれど、このような優ゆう雅がな姫君がいるとは驚きだわ。

　そういえば、以前、月つき原はら弦げん斉ざい殿が、シムールとの友ゆう誼ぎを深めるために皇こう帝てい陛へい下かの後こう宮きゆうにシムールの娘を送るという話をしていたのは、おそらくこの娘のことなのでしょう。

　その娘が今は北域王の妻、ということは……。

　紫し芹きんの頭の中で、妄もう想そうがぐるんぐるんと回り始めた。

　──きっと北域王は、この娘に惚ほれたのだろう。美しく、優ゆう雅がで、そして豊かな胸……どこを見ても惚れない理由はない。

　しかし、この娘は帝国皇帝の後宮に輿こし入いれすることが決まっていた……それに我が慢まんできなかった北域王は、この娘を我が物にするために帝国に反旗を翻ひるがえし、北域国を興おこしたのだろう。

　紫芹は少し恐ろしいものを見るような目でシャールを見た。

　男を奮ふるい立たせるというのは、男を狂わせるのと同じこと……この娘を長ちよう嶺れい帝に近づけるのは危険だ。

　──決して、私より胸が大きいからとか、そういう理由ではありません、決して！




　紫芹が妄もう想そうを頭の中でぐるぐると回していた、その頃。

　北域国庁舎の会議室では、晴せい凛りんと伏ふせ龍たつ、そして光こう凛りんや孟もう旗き将軍たち北域国の主要人物が集まって会議を開いていた。

　最初に口を開いたのは、伏龍だった。

「長嶺帝の暗殺を食い止め、北域国の保護下に置く、という作戦の第一段階は、何とか達成することができました。これも皆様の尽じん力りよくに拠よるところ大です。本当にありがとうございました」

　頭を下げた伏龍を見て、孟旗将軍が顔の前で両手のひらを広げて首を振った。

「ああ、いや、とんでもない。長嶺帝の暗殺阻止も奪だつ還かんも、すべてこれ、伏龍殿の神しん算さん鬼き謀ぼうあってのことじゃ。まるで相手の手の内を見ていたかのような今回の手配り、ほとほと感心いたしました」

　伏龍は後頭部を搔かきながら笑った。

「いや、実際のところ、相手の手の内はわかっていた、と言いますか。この延えん声せいに帰ってくる前に、運うん例れいの街で、アイリーンの隠れ家などを用意していたところに、帝都にいる練れん涯がい塾の連中から早馬で手紙が届いたのです。その手紙には、今回の北域行幸の責任者が菰こも野の将しよう阮げんで、北方二課の連中がその下についている、という内容でした。

　誰が皇帝暗殺を企たくらんだのか、誰が実行責任者なのか、その二つがわかれば、どんな方法を取るのか、その手段は見当がつきます。

　人間は自分の価値観に沿って考えます。視野が狭せまく独善的な人間なら、方法も荒っぽい、運に頼るようなものになりますし、視野が広く用心深い人間なら、緻ち密みつで二重三重の手を配したものになります。

　今回の長嶺帝暗殺計画は、発案者は視野が狭く独善的な菰野将阮で、実行者は視野が広く用心深い軍務局の北方二課の迂う詰つみ壮そう仁じんということがわかりましたので、それに沿って対抗する手を打ったのです。敵を知り己を知れば百戦危あやうからず、というやつです」

　その言葉を聞いていた燎りよう原げん上じよう佐さが、小さく首を振った。

「いやいや、古い付き合いで気心が知れている相手なら、どんなことを考えているのか、次にどんなことをするのか想像もつきますが、名前しか知らない相手のやろうとしていることを予測できるのは、やはり普通ではありませんよ」

　伏ふせ龍たつはにやっと笑って、手に持った帳面のようなものを見せた。

「名前しか知らない相手ならば、確かに行動予測はできません。ですが、今回はこれが練れん涯がい塾から届きましたので……これは菰こも野の将しよう阮げんと迂詰壮仁の生い立ちや、趣味、嗜し好こう、過去に出した命令、仕事上の功績や失敗事例、風評、言動などをまとめたものです。これを読めば、この二人がどんなことを思いつき、どんな方法で目的を達成しようとするのか、おおよそ見当がつきます。

　戦争をするなら、兵を増やし、武器を購あがない、鍛たん錬れんするだけでなく、戦う相手のことをとことん調べるべきです。敵だから、と頭ごなしに否定して反発することしか考えないのは、凡ぼん夫ぷの口論と変わりません。まず相手に興味を持つ。これこそが百戦勝利の道です」

「あいつが気に入らない、顔も見たくないし声も聞きたくない、と情報を遮断してしまうようでは、すでに負けているということか……」

「個人対個人ならば別にそれでも構わないのですが、国を背負って戦うとなれば、感情とは違うモノサシが必要になる、というだけのことです」

　伏龍はさらっと答えると、話題を変えた。

「さて、長ちよう嶺れい帝救出、という第一目標は達成しました。次はいよいよ帝都防衛です。北域軍を帝都に差し向けるにあたって最大の障害は、運うん例れいをどうするか、です……」

　光こう凛りんが手元にあった地図を広げた。

「運例の守備隊はおよそ六千。しかし、現在は近この衛え兵二千五百を含む皇こう帝てい行幸の警備部隊が合流し、約一万に増えているものと思われます」

　対する我が北域軍の総兵力は、元緑軍の将兵、各都市の守備兵、新規に徴兵した兵士、シャン族、タッケイ族から派遣されているシムール騎兵を合わせておよそ六万。しかし、この中から各都市と、街道の治安維持に必要な守備兵力およそ一万を残さねばなりませんので、運例攻略に動員が可能な兵力は五万。

　そして運例を落とした後さらに帝国領内を進むためには、街道沿線の補給路の安全確保が必要になります。これに約一万を割さく必要があります」

　孟もう旗き将軍がつぶやいた。

「帝都南側の長ちよう陽ようの渡しで奮戦しておる榎えのき耶やのところに差し向けることができるのは、四万か……これが帝国軍の現状か、情けない……」

　光こう凛りんが首を振った。

「いいえ、それは軍だけの責任ではありません。帝国軍は地方で乱が起きた場合、乱が起きていない地方から兵を集め、編成して送り出すという方法を取ってきました。しかし、今は兵を送り出すはずの地方領主の多くが兵を抱かかえ込んで差し出そうとせず、送られてきたとしても、部隊編成のための装備予算が違うところに流れてしまっているため、編成できないのです。責めるべきは、軍の無能ではなく、国を動かす摂せつ政しようどもの無能でありましょう」

「そういう馬ば鹿かどもの言いなりになっている軍人も、責めは免まぬがれんよ。

　七十年の平和で、軍人もまた平和に慣れ、聞き分けのよい、命令に逆らわぬ者だけが出世した。かくあるべしと、理想を掲げる者は疎うとまれ、危険人物として排はい斥せきされた。

　後に残った者は、この未み曾ぞ有うの国難を目前にしても、自分が為なすべきは上司の命令を守ることだと思い込んでいる小役人根性の染み付いた小物だけじゃ」

　孟もう旗き将軍はそう言うと、小さくため息をついた。

　伏ふせ龍たつは会議の出席者を見回して言った。

「孟旗将軍のおっしゃる通り、帝国軍に差し向けることのできる兵力は四万。これと、現在長ちよう陽ようの渡しで戦っている帝国軍の残存兵力を合わせても、おそらくは承しよう安あん軍より少ないでしょう。兵士の質を利としても戦って勝利できるかどうかわかりません。

　兵力だけを考えるならば、シムールに応援を求めるべきかもしれません。晴せい凛りんはシムール全支族の族長と同盟の誓約を結んでおり、族王エオルと同じ権限を持っています。

　晴凛が頼む、とひとこと言えば、シムール二十万騎が晴凛の許もとに集まるでしょう。承安軍を蹴け散ちらすには充分な兵力です」

　光凛が難しい顔で答えた。

「いや、それはどうかな……確かに、シムールの力を借りれば確実だ。だが、そうやって勝った後、帝国の国民は晴凛をどう見るか。シムールの影響力をどうするか、それを考えれば軽々しく助力を頼むわけにはいかないでしょう」

　犂すき山やまと孟旗将軍もうなずいた。

「私もそう思う」

「私もじゃ。確かに承安軍を蹴散らすことはできよう。長ちよう嶺れい帝を無事に帝都に送り返し、帝国を再興させることもできるかもしれん。帝国の危機を救ったそのときはシムールに感謝するじゃろう。だが、その後シムールの影響力が残らなかったとしても、異民族であるシムールの力を借りて復興させた帝国に異議を唱となえる者が続出するだろう。

　晴凛は裏切り者として糾きゆう弾だんされ、帝国の正統性に疑義を申し立て、遠い血族である定じよう族ぞくの中から正統皇こう帝ていを立てる者も出るかもしれん。

　北域と違って、帝国の中央の多くの国民にとって、シムールはいまだ未知なる恐ろしい敵、凶悪な蛮ばん族ぞくでしかない。その意識は一朝一夕には変わらんだろう。

　北域国という緩かん衝しよう国家があって、初めてシムールと帝国は共存できる。今の段階でシムールの力を借りるのは、新たな火種を呼び込むことに他ならぬ」

　伏ふせ龍たつはうなずいた。

「私もそう思います。この承しよう安あん軍との戦いは、シムールに応援を求めず、私たち北域国の兵力だけで勝利せねばならないのです。つまり、我々はこれから行う運うん例れい攻略で、一兵たりとも損失を出すわけにはいかない、ということです」

　話を聞いていた犂すき山やまがうなずいた。

「武力で攻め落とすのではなく、和議を申し入れる……ということか」

　伏龍は首を振った。

「いいえ、和議ではありません」

「和議ではないだと？　伏龍殿は運例攻略に兵の損失は出せないと、今、言ったばかりではないか」

「ええ、今回は武力制圧でも和議でもありません。運例の領主はご存知の通りシムールに対する警戒心が強く、今まで再三にわたって我々が申し入れた北域国への帰順を、頑かたくなに断ってきました。しかし、今回は断れないと思います……帝国の領主なら、誰も断れないでしょうね」

　にやりと笑った伏龍を見て、犂山ははっと目を見開いた。

「まさか……長ちよう嶺れい帝の勅ちよく命めいで……」

「そうです。長嶺帝の命めいにより、城門を開いていただくわけです。勅命をいただくのは畏おそれ多いので、口述を筆記した綸りん旨じという形を取らせていただくつもりです。

　長嶺帝を利用したと、後世の人々から後ろ指をさされようとも、君くん側そくの奸かんと言われようとも、これは是ぜが非でもやっていただかなくてはなりません。

　今は帝国存亡のとき、帝国なくして皇こう帝ていもない。それをご理解いただくしかありません」

　そのとき、今まで黙だまっていた晴せい凛りんが、初めて口を開いた。

「長嶺帝には、僕が話をします。だから、もし、後世の人から後ろ指をさされるとしたら、それは僕だ」

　伏龍は慌あわてて首を振った。

「あ、いや、お前にはそういった悪評を背負って欲しくない。王というのは徳が高くなくちゃいけないんだ。そういう部分は俺が背負う。俺はそのためにここにいるんだからな」

　晴凛は微ほほ笑えんだ。

「伏龍さんならそう言うだろうと思っていました。でも、これは長嶺帝を利用するとか、そういう次元の話じゃないと思うんです。

　僕たちは帝国を立て直そうと思っています。僕たちは……やっぱり帝国が好きなんですよ。汚職にまみれた官かん吏りがのさばり、金に目がくらんで道を踏ふみ外した連中が、自分の懐ふところだけを考え、真ま面じ目めに働いている人たちが苦しみ、明日への希望を失いつつある、こんな国、滅びてしまえ、と思っていても、やっぱり見捨てることはできないんです。

　僕たちはこの国からいろんなものをもらってきました。僕たちがこの歳としまで生きて暮らしてこれたのは、帝国という国があって、法があって、それを守る人がいて、それに従う人がいたからなんです。

　僕たちは、そういう人たちとそういう社会に守られて、この歳まで生きてきたんです。

　だから、今度は僕たちがこの国を動かして、僕たちの子どもたちがちゃんと守られる国にしていかないといけないんです。

　帝国を背負うのは、どこかの誰かや、悪い大人たちじゃない。僕たちなんだってことを、だから一いつ緒しよに立て直そうという話をしなくちゃいけないと思うんです。

　長ちよう嶺れい帝は子供だって言う人はたくさんいます。僕もそう思います。でも、子供だから話がわからない、なんてことはないんですよ。子供だって人間です。ちゃんと考える力はあります、矜きよう持じだってあります。人間としてちゃんと話をすれば、ちゃんと伝わります」

　伏ふせ龍たつはしばらく黙だまったまま晴せい凛りんの顔を見ていたが、やがて下を向いて後頭部を搔かきながら小さく笑った。

「いや、お前の言う通りだ……俺は今、自分が十一の頃、どんなことを考えていたのか思い出したよ。

　あの頃の俺はガキだった。どうしようもねえ馬ば鹿かガキだった。でもよ、人間だったよ。一人前に考え、悩み、正しいこと悪いことを自分なりに考えて、矜持を持って生きていた。

　なんだな……人間って、歳を取ると子供の頃のことって忘れちまうもんだな……。

　わかった、もう何も言わねえ。お前の好きにしろ……というか、お前なら長嶺帝にどんな話をしても、長嶺帝は素直に聞くと思うぜ」

「わかりました。では、長嶺帝への話は、僕がやらせていただきます……そうですね。今日は延えん声せいに着いたばかりでいろいろお疲れでしょうから、明日の晩にでも晩ばん餐さん会かいを開いてそのときにでも……」

　晴凛はそう言ってうなずいた。




「ただいま戻りました」

　この日の夕方。別宅に戻った晴凛を、いつものようにミーネとシャールが出迎えた。

「おお、ご苦労！」

「おかえりなさいませ」

　ミリンが一礼した後で、すすっと寄ってきて小声で聞いた。

「夕食とお風ふ呂ろ、どちらになさいますか？」

　別宅の玄関先に並んで出迎えているミーネとシャールは、期待に満ちた目で晴凛の顔を見つめている。

　双そう方ほう共に『負けるものか』という意思は感じられるが、以前のように大声を上げて相手を罵ののしったりはしない。

　相互信頼の果てなのか、はたまた相互不信の果てなのか、とにかく晴せい凛りんを巡るミーネとシャールの争いは、小しよう康こう状態にあるらしい。

　ミリンの言葉を聞いた晴凛の脳内に、最初に浮かんだのは風ふ呂ろだった。

　晴凛は反射的に答えた。

「え？　あ、風呂がいいかな……」

　その言葉を聞いたシャールは満面の笑えみを浮かべた。

「はいっ！　お風呂ですね！　本日は、メンミ手製の滋じ養よう強きよう壮そうによい、香草を煎せんじて入れた薫かおり高い香草風呂でございます。さあ、汗と一いつ緒しよにお仕事の疲れを流して、さっぱりとしてくださいませ！」

　ミーネは収まらない。

「にゃ！　にゃんだと！　晴凛！　腹が減っておるじゃろう？　風呂などは、飯を食った後、寝る前にゆっくり入ればいいではないか！　な、な、そうじゃろう？」

「え？　これって……」

　戸惑う晴凛にミリンが説明した。

「うちの山やま猫ねことシャール様が家事を分担したのです。互いに張り合っていがみ合うのはやめて、晩ご飯をうちの山猫が、お風呂の用意をシャール様がそれぞれ担当して、どちらを先にするかは晴凛殿に任せよう、ということになったのです」

「ああ、それで……」

　晴凛は納得したようにうなずいた後で、自分をにらんでいるミーネに向かって、拝むように手を合わせて頭を下げた。

「ごめん、ミーネ姫。お腹がすいているのは確かなんだけど、今日はお風呂に先に入りたい気分だったんです」

「そうか、そうであろう。今日も一日忙しく働いて、さぞかし腹が減っているであろう。と、いうことで風呂は後でいい、ということじゃな！」

「そうは参りません！　お風呂とご飯、どっちにするか、最初に選ぶ権利をくじ引きして当てて、ご飯がいい、と選んだのはミーネ様です。どっちが先に選ばれても恨うらみっこなし。そう決めたではないですか！　選んだのは晴凛様です。今になってからそういうことを言い出すのは、卑ひ怯きようですわ！」

「うー」

　悔くやしそうに、うなり声を上げるミーネの後頭部を、ミリンが、ぺちん、と叩たたいた。

「料理を作りながらつまみ食いができるから、という理由で晩ご飯を選んだのは、自分ではないですか。恨むなら自分の食い意地を恨みなさい、この山猫め」

「うにゃあ……」

　一方、シャールとメンミは勝ち誇ほこったような微笑を浮かべて晴せい凛りんの手を取ると、いそいそ別宅の奥へと連れていく。

「さあ、晴凛様。こちらへお着物を脱いで、汗を流してさっぱりと致しましょう。お姉さまがお背中をお流し致します」

　手を引っ張られて奥の廊下へと連れていかれる晴凛を恨うらみがましい目で見送っていたミーネだが、そのメンミの言葉を聞いて飛び上がった。

「にゃ！　にゃんだとぉ！　シャール！　まさかお前も晴凛と一いつ緒しよに風ふ呂ろに入るのではないだろうな！」

「あら、晴凛様のお背中をお流しするのですから、そりゃあもうお姉さまも一緒にお風呂に入らなくてはなりませんわ。浴室の外からでは、お背中をお流しすることはできませんもの……ねえ、シャールお姉さま」

「え？」

　メンミに言われて、シャールは顔を真っ赤にしながらうなずいた。

「え？　ええ、背中を流してくれと言われれば、そうするのが、妻の務めですけど……」

「何を言いますか！　男ならそう言うに決まっています！　そうですわよね？　そうですわよね？　お姉さまに背中を流してもらいたいに決まっていますよね、晴凛様！」

「え？　あ、いや、別に……」

「え？　聞こえませんでした。ああ、別に嫌いやとは言っていない。そうですわね、え？　違う？　ああ、別に断る理由はないってことですね。わかりました！」

「え？　あ、いや、そう言われても……」

「メンミ、それはちょっと強引すぎないかと……」

「えーい、ごちゃごちゃうるさい！　とっとと風呂に入るのです！」

　メンミは戸惑っている晴凛とシャールをまとめて浴室の手前にある脱衣室に押し込んだ。

「さあさあ、お姉さまは私がお脱がせいたします。晴凛様はそっちで自分でお脱ぎになってください。ええ、そうです、全部です。あ、お姉さまはこの薄い湯ゆ浴あみ着にお着替えになっていただいて、そう、それです。え？　薄すぎないかって？　そんなことはございません。

　え？　お湯に濡ぬれたら透けてしまう、ですって？　それが狙ねら……いえ何でもありません、濡れても大丈夫、このメンミが保証します。ささ、はやく浴室に、ええ、そうそう、お二人でしっぽりと……」

　やがて、浴室の戸が開いて、ざあざあとお湯をかける音が聞こえてきた。

「大きなお背中ですわね。何だかんだ言っても晴凛様は男の人だって実感しますわ。そうでしょう？　お姉さま」

「……」

「え？　何ですって？　湯ゆ浴あみ着が濡ぬれてしまって、丸見えだから恥はずかしい？　何を言っているんですか、旦だん那な様の前で恥ずかしいも何もないでしょう。さあ、早く晴せい凛りん様のところに来て、そうそう、お背中を擦こすってあげないと……」

「……」

「なんですか、その及び腰は！　もっと近寄って、そう！　え？　これだと胸が晴凛様の背中に当たる？　構いませんご褒ほう美びです！　当たるのではなく当てるのです！　あのチビスケ山やま猫ねこには、不可能なその感触を、晴凛様の本能に叩たたき込むのです！」

　玄関先に、メンミの声が聞こえてくる。

　ミーネはぷるぷる震えながら黙だまってそれを聞いていたが、とうとう我が慢まんできなくなったのだろう。ばっ！　と上着をその場に脱ぎ捨てた。

「あ、こら、何をしやがりますか！　この山猫は！」

　腰布と下着も脱ぎながらミーネは叫さけんだ。

「ガマンできん！　わしも風ふ呂ろに入る！」

「いてもたってもいられない気持ちはわかりますが、なにも、こんなところで脱がなくても！　あ、こら！　全部脱ぐやつがいますか！」

「ごちゃごちゃうるさいのじゃ！　風呂に入るのに服を着て入る馬ば鹿かはおらん！」

　ミーネはそう言うと、すっぽんぽんのまま廊下をとてててて、と走って、脱衣室に飛び込んだ。

　引き戸をがらっと開けると、そこには中央に置かれた風呂椅い子すに座った晴凛と、その背後から背中に密着するようにして晴凛の頭を洗っているシャールの姿があった。

　シャールとメンミは白い薄手の湯浴み着を着ているが、シャールの着ている湯浴み着はメンミのものより薄手で、お湯に濡れて身体からだの線が丸見えになっている。

「なんじゃお前らのその格かつ好こうは！」

「全裸で乱入してくるようなあんたに言われる筋合いはありません！」

　目のやり場に困った晴凛は慌あわてて前を向いた。

　後ろにシャール、左にメンミ、右にミーネ。もはや晴凛に見ることが許される方向はそこだけだった。

「なんじゃ、晴凛！　わしに目も合わさんとそっぽを向きおって！」

「そんな貧相な裸は見たくないに決まっているじゃありませんか！」

「にゃ、にゃんだと！　貧相貧相と！　お前だってわしとたいして変わらんくせに！」

「あら、そんなことはありませんわ。そりゃあお姉さまにはかないっこないですけど、こう見えても、あなたよりは出るところが出ていますわ」

　メンミはそう言うと、一歩前に出て、湯浴み着の上から自分の胸を両手で寄せた。

「これを……こうすれば、谷間だって作れます！」

　薄い白い湯ゆ浴あみ着の上から、ピンク色の突起が透けて見える。

　──うわ。

　晴せい凛りんは慌あわてて目を背そむけると、そこでは全裸のミーネが一生懸けん命めいぺったんこの自分の胸を両手で押して寄せようとしていた。

　こちらはピンクの乳首も何もかも丸見えである。

　──うわわ。

「あ、こら、メンミ、はしたない真ま似ねはやめんか！　ミーネ様も、おやめください！」

　そう言ってシャールが前に出てきた。

　晴凛の目の前に、見るからに柔らかそうな二つの白いものが、ぷるん、と揺ゆれて盛り上がっている。

「あ、身体からだはもう結構です！　湯船に浸つかります！」

　晴凛はそう言うなり、いきなり立ち上がって、目の前の湯船に飛び込んだ。

　ざああっ、と湯船からあふれた薄緑色のお湯が浴室に流れ落ちる。

　メンミが言っていた通り、香草を煎せんじた汁が入っているのだろう。浴室いっぱいに、すがすがしい芳ほう香こうが立ち昇る。

「おう、いい匂においじゃ！　これか、メンミが入れた香草というのは！」

「そうです。夏ばてに効くように、疲労回復の薬草を混ぜて作りましたの」

「これならば、晴凛も元気になれる。さすがはメンミじゃ」

　素直に感心するミーネを見て、メンミは一いつ瞬しゆん驚いたような顔になった後で、やれやれ、と言う風に肩をすくめた。

「これだから、ミーネ姫を憎めないのですわね……いろいろ考えてる自分が嫌いやになりそうですわ」

　ミーネはきょとんとした顔で、メンミを見た。

「ん？　わしがどうかしたか？　お前の薬草の知識はすごい、と思ったから素直に感心しただけじゃぞ？」

「そういうところです……」

　メンミはため息をついた。

「晴凛！　どうじゃ、効き目は？」

「効き目と言われても、そう簡単に出るものではないと思いますけど。この香りは気分がいいですね。何だかすうっとします」

「そうか……」

　薄緑色のお湯に浸かっている晴凛を見ていたミーネは我が慢まんできなくなったのだろう。湯船に駆かけ寄った。

「どれ、わしも入ろう」

「ちょっと！　駄だ目めですよ！　何をするんですか！」

「いいではないか！　こんなに広い湯船なのじゃ。わしひとり入ったところで、晴せい凛りんは窮きゆう屈くつでも何でもない！」

　ミーネはそう言うなり浴よく槽そうをまたいで、お湯の中に入ってきた。

「おっと！」

　晴凛は慌あわてて顔を手で覆ったが遅かった。

　ミーネがそのまま湯船に身を沈めると、お湯がざあっとこぼれ落ちた。

「おおう、いい湯じゃ！　これはよい！　すがすがしい！」

「な、何てことを！　お姉さま！　負けてはいられません！　私たちも入りましょう！」

「え？　あ、いや、四人で入るには、少し狭せまいのでは……」

「構いません！　このままミーネ姫だけにいい思いを許すのは不公平です！　さあ！　さあ！」

「そ、そうですか。では失礼して……」

　シャールはそう言うと、晴凛に背中を向けて湯船に入ってきた。白い艶つややかな背中と、丸いお尻しりが湯ゆ浴あみ着の上から丸見えだ。

「うわ！」

　晴凛は膝ひざを抱かかえるように身を丸くした。

　ざあっと、今度は大量にお湯がこぼれ出る。

「あ、こら、お湯がもったいないではないか！」

「最初に勝手に入った山やま猫ねこが、何を言うやら……では、私もお姉さまの隣に」

　メンミも入ってきた。

　お湯はどんどんあふれていく。

　二畳ほどの大きさがある湯船の四辺に陣取る形で晴凛の向かいにミーネ、右にメンミ左にシャールという形で四人は無言だった。

「えーと……いい湯だね」

「はい……」

「誰かが出ると、お湯がなくなっちゃいそうだ……」

「そうですわね……さすがに四人入ると……」

「メンミぐらいなら出てもそんなにお湯は減らんと思うぞ。メンミ、お前が出ろ」

「何を言いますやら。身体からだの大きさで言えば、一番影響力の少ないのはミーネ姫でしょう」

「そうじゃ、わしは小さいから出ても出なくても変わらんのじゃ。だから湯船に入っていてもいいのじゃ」

「なんですかその理屈」

「あ、でも、お湯の量とかに関係なく、お湯の中に長くいると、のぼせるかもしれないから、早く出たほうがいいかもしれない」

　晴せい凛りんの言葉を聞いたミーネは嚙かみ付いた。

「なんじゃそれは、わしに言っておるのか？　わしは出んぞ。なんじゃこんなお湯くらいで、のぼせてたまるか。それよりも、シャールこそ顔が真っ赤じゃ、早く出たほうがいい」

「いえ、そうは参りません」

　そのシャールの言葉を最後に、四人は無言になった。

「……」

「……」

「……」

「……」

　湯船のお湯は、浴場の外にあるかまどに備え付けられた大きな釜かまで湯を沸わかしたものだ。それを使用人が桶おけで汲くんで樋といに流し、石造りの湯船に流れ込むようになっている。

　湯船の湯が冷えないように、流し込まれるお湯の温度は結構高い。

　しばらくすると、シャールもミーネもメンミも上気して、頰ほほが真っ赤になり始めた。

　──駄だ目めだ。これ以上無理だ。意地を張って倒れたらえらいことだ。

　晴凛は決意した。

「よし、じゃあ、僕が出るよ」
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　晴せい凛りんの言葉を聞いて、三人はほっとしたように答えた。

「おお、出るか、わかった、ではわしも……」

「確かに、頃合ですわね」

「はい、私も出ます」

　浴室を出たところに、ミーネの着替えと身体からだを拭ぬぐう布を持ったミリンが立っていた。

　ミリンは冷たい目で晴凛を見て、ぼそりと言った。

「調子に乗っていると、いつかひどい目に遭いますよ」

「え？　いや、そんなつもりは……」

「そうじゃ！　わしが一いつ緒しよに入ると言ったのがいかんのじゃ！　晴凛は悪くないぞ！」

　ミリンはくるり、とミーネに振り向くと、身体を拭ふく布を頭からばさっとかぶせて、わしゃわしゃと身体中を揉もみながら言った。

「悪いと思ったら、やめればいいだけのことです！　まったくもう、この山やま猫ねこは！」

「わははは、くすぐったい、やめろミリン！」

「いいえ、やめません。そんな濡ぬれた身体で歩き回られたのでは、こっちが迷惑です！」

　きゃいきゃいと笑うミーネと、身体をくすぐるように拭くミリンを見て、晴凛は思わず笑ってしまった。

　──何だかんだ言っても、本当に仲がいいよなあ、この二人。




　夕食の後、ハミウリを食べているミーネに、晴凛は聞いた。

「昼間、隣の別宅にハミウリを持っていって、長ちよう嶺れい帝と会ったんだって？　ミリンさんから聞きました」

「うむ、旅の疲れを癒いやしてやろうと思ってな。井戸水で冷やしておいたハミウリから、甘そうなやつを見み繕つくろって持っていった」

「陛へい下かとお会いして……どうでした？」

　シャクシャク、と小気味いい音を立ててハミウリを食べていたミーネは嚙かむのをやめて、ちょっと考え込むような顔で答えた。

「どう？　何やら、尻尾しつぽが九つに分かれた雌めすギツネみたいな女が、ずーっとにらんでおった」

「雌ギツネ？　ああ、紫し芹きんさんのことか……確かにあの人はそんな雰ふん囲い気きだな。紫芹さんのことはいいんです、皇こう帝てい陛下の印象を聞かせてくれませんか？」

「うーむ……そうじゃなあ。わしは晴凛に会えて、よかったと思うぞ」

　晴凛は目を見開いた。ミーネの答えは、晴凛が予想したものの中になかったからだ。

「え？　いや……それは、何か、こう、皇帝陛下の感想として、おかしくない？」

「ん？　わしはそう思ったのじゃ。正直な感想じゃぞ？」

「どういう意味だろう？」

　ミーネは手に持った食べかけのハミウリを皿の上に戻し、横に置かれていた濡れた拭ぬぐい布で口と手の周りを拭いながら答えた。

「つまりじゃ。もし晴せい凛りんに会わずに、あのチビ助に会っておれば、おそらくあのチビ助の挨あい拶さつすらわからなかったじゃろうからな。だが、晴凛に会ってからあのチビ助に会ったので、わしはチビ助の言葉がわかるし、チビ助にわかる言葉で話すことができる。

　そう考えたら、晴凛に会えて、本当によかった、と、そう思ったのじゃ」

　ミーネは白い歯を見せて、にかっと笑った。

「ほれ、晴凛に教わった帝国文字の勉強も、まだ続けておるぞ。あのチビ助と手紙でもやり取りできると思うぞ」

　ミーネは、皿の上に置いた半分食べかけのハミウリを、もの惜おしそうに見ながら、言葉を続けた。

「わしは、あの日、侘タ瑠ル徒トで晴凛に会うまでは、そんなことを考えたこともなかった……この世に帝国という国があることは知っておったが、それがどんな国で、どんな言葉を話していてどんな人が住んでおるのかなど、まったく興味がなかった……やっぱり食ってしまおう」

　ミーネはそう言うと、食べ残したハミウリを手に取って、あむっと食いつき、もしゃもしゃと頰ほお張ばりながら嬉うれしそうに付け足した。

「だから……晴凛に……会えて……よかったと思うのじゃ！」

　晴凛は幸せそうに微ほほ笑えむミーネの顔を見ながら、うなずいた。

　──僕もですよ……ミーネ。

　晴凛が嬉しそうにミーネの顔を見て、自分も幸せに浸ひたっていた、その頃。

　隣の別宅では、食事を下げて薬やく湯とうを運んできた紫し芹きんが、ぷりぷりと怒っていた。

「なんなんですか、あの山やま猫ねこは!?　陛へい下かの前であんなに肌を露あらわにして！　しかもあぐらとか！　慎つつしみとか恥はじらいとか、そういうものが野や蛮ばん人じんには欠片かけらもないのですわ！」

　紫芹から薬湯の入った器を受け取りながら、長ちよう嶺れい帝が面白そうに聞いた。

「けれども、あの子は帝国の言葉で普通に話していたよ」

「言葉ぐらい、オウムでも仕込めば話せますわ！」

　長嶺帝は薬湯をひと口飲んで、ふう、と小さく息を吐はいてから、ゆっくりと言った。

「けれども。我らはシムールの言葉は何ひとつ知らないよね……」

「それはそうですわ！　あんな野蛮人の言葉など！」

　鼻で笑おうとした紫芹を見み据すえて、長嶺帝は微笑んだ。

「じゃあ……我ら都の人間は、オウム以下、なのかもしれないね」

　紫芹は、はっと息を吞のんでその場に固まった。







　　　第六章「訪問者」







　次の日。

　晴せい凛りんは執務室で、皇こう帝てい救出作戦のために延えん声せいを離れていた間に溜たまっていた仕事……主に最終決定の印を押す仕事だったが、それを片付けていた。

　晴凛がいない間は、光こう凛りんが北域王の代理として事務処理を行っていたが、光凛は北域軍の補給や輸送といった兵へい站たん業務の総責任者であり、帝国の内戦に介入することとなった北域軍の動員態勢や、輸送部隊の編成、装備の更新改編といった本業が山積みになっていたため、どうしても手が回らなかったのだ。

　晴凛の前に溜まっていた書類の山が、やっとなくなりかけた頃。執務室に伏ふせ龍たつがやってきた。

「おい、晴凛！　例の皇帝の綸りん旨じの件、あれ、もらわなくても大丈夫かもしれないぞ。運うん例れいの領主が特使を送ってきた」

「特使ですって？」

「ああ、そうだ。長ちよう嶺れい帝が襲われて、無事に逃げたと思ったら行ゆく方え不明になっちまったんだ。運例の領主も頭を抱かかえたんだろうよ。ましてや運例の街には、長嶺帝は暗殺されそうになったところを北域王が助け出して、ちゃんと保護しているって噂うわさが流れまくってるしな」

「流れまくったんじゃなくて、流しまくっているんでしょう？　アイリーンさんが」

　伏龍は頭を搔かいた。

「え？　いや、まあその通りだが……とにかく、運例の領主もどうしていいかわからないのと、こっちに長嶺帝が保護されているどうかを探さぐりたいわけだ。そこで特使を派遣してきたってことだろう。それにしても、面白い人物が来たものだ……」

　ニヤニヤ笑う伏龍を見て、晴凛は思わず聞いた。

「……誰なんです？」

「迂う詰つみだよ、迂詰壮そう仁じん。元軍務局北方二課の課長で、今回の長嶺帝暗殺計画の実行役さ」

「なんですって！　破壊工作の専門家じゃないですか！　大丈夫なんですか？」

　驚く晴凛を見て、伏龍は首を振った。

「警戒するのはわかるが、今の迂詰には部下がほとんどいない。手足をもがれたようなものだ。それほど警戒しなくても大丈夫だろう……当然監視はつけてあるがな。

　それよりも、なぜ迂詰が特使になったかってことだ。運例の領主は、長嶺帝暗殺計画も、迂詰が実行役だったってことも、おそらくは知らない。単に皇帝行幸の責任者だった菰こも野の将しよう阮げんの部下で、一番地位が高い帝国中央の官僚ということで、選ばれたに違いない。

　と、なれば、立場はこっちが上だ。俺たちのほうには迂う詰つみの部下たちがいる。そいつらの証言があれば、迂詰は文句なしの反逆者だ。

　斬ざん首しゆされて城門に生首さらすか、俺たちの言うことを聞いて運うん例れいの領主を説得するか、そのどっちかしか道はない。迂詰を上う手まく使えば運例は落ちる。

　これも、お前とシャール、そしてシャン族の連中が、皇こう帝てい襲撃部隊の連中をなるべく殺さないように努力してくれたおかげだ。礼を言う」

「あ、いえ、お礼なんかいいですよ。僕たちの迎げい撃げきが上手くいって、ミーネが無事だったのも伏ふせ龍たつさんの緻ち密みつな計画あってこそ、ですから」

「計画なんざ、机の上でしか役に立たねえよ。そいつを実行する人間が一番偉いに決まってるんだ。現場で実際に動く連中を軽く見るような馬ば鹿かは、沢さわ樹ぎひとりでたくさんだ」

　伏龍はそう言って笑うと、執務室の右にある戸を指差した。

「もうすぐ迂詰をそこの謁えつ見けん室に通す。やつを追い詰めるのは俺がやるから、お前は見ていてくれればいい」

「わかりました」

　晴せい凛りんはうなずいた。

　一方、謁見室に通された迂詰は、落ち着きのない様子で部屋の中を見回していた。

　──参ったな。俺は本来こんな表舞台に出て公式の特使とかやる人間じゃないんだが……。

　迂詰が運例の領主の特使となった理由は、伏龍が予想した通りだった。

　長ちよう嶺れい帝の馬車御おん列れつが襲われ、北域行幸の責任者だった菰こも野の将しよう阮げんが戦死し、長嶺帝が行ゆく方え不明となったことがわかると、運例は大混乱になった。

　徒歩で壊れた橋を渡ってきた近この衛え連隊は、運例の全兵力をもって北域に攻め込み、長嶺帝を奪だつ還かんすべきだと主張し、菰野将阮の息のかかった帝国騎兵隊は、一刻も早く帝都に戻り状況を説明して、菰野派の幹部の指示を仰あおぐべきだと主張した。そんな、双そう方ほう共に平行線で意見がまとまらないところに、長嶺帝暗殺計画の概要と、長嶺帝を北域王が無事に保護した、という噂うわさが流れ、近衛連隊と帝国騎兵との間が険悪になったのである。

　頭を抱かかえた運例の領主は、帝国中央の官僚で、菰野将阮の一の部下であった迂詰壮そう仁じんを呼び出し、特使として延えん声せいに送り込んだわけである。

　──それにしても、延声の街もずいぶんと賑にぎやかになったものだ。今の帝国で、こんなに活気のある街はほかにないんじゃないかな……。

　俺が下っ端だった頃は、もっと田舎臭くさいひなびた街だったのにな……。

　迂詰が、延声の門を潜くぐってからこの庁舎までの間に見た街の賑わいを思い返していたとき、扉が開いて伏龍と晴凛が入ってきた。

　迂詰が椅い子すから立ち上がって口上を述べようとするより早く、伏龍が言った。

「どうですか？　八年ぶりの延声は。あなたが八年前に、シムールと取引のある絹商人の手て代だいになりすましてこの延えん声せいに来た頃とは、ずいぶん違うでしょう？

　そういえば、あの絹商人はシムールのユルム族の族長ハグロラのところに出入りしていて、彼とは懇こん意いにしているそうじゃないですか。

　ハグロラはずる賢いようで短絡的ですから、北域王を殺せばこの北域が手に入ると吹き込むのも、さぞかし簡単だったでしょうね。いやあ、しかし惜おしかったですねえ。晴せい凛りんではなくミーネ姫に矢が当たってしまって、あなたの立てた計画は全部水の泡。

　今回もついていませんねえ。運うん例れいの渡しの木橋が傷いたんでいるから修理するという理由で橋に細工して、皇こう帝ていの馬車御おん列れつを川に落として、近この衛え連隊と皇帝を切り離す。そして、シムールに化けた部下で皇帝を殺して、すべての罪を北域王にかぶせて、帝国の実権をすべて菰こも野の一族に握らせようとしたのに、大失敗ですからねえ。

　あげくの果てに、特使なんぞを押し付けられて、自分が殺そうとした北域王の面前に立たなくちゃいけないとは……つくづくついていませんねえ」

　額ひたいから冷や汗をだらだら流して、伏ふせ龍たつの言葉を聞いていた迂う詰つみの顔色は、最初は青く、次に赤く、最後には紫色に変わった。

「ど……どうしてそれを……」

「なに、簡単なことです。あなたの部下から聞いたのですよ。シムールに化けて皇帝を殺すはずだった部下たちにね」

　迂詰は顔を上げた。

「……生き残っている部下がいるのか！　何人だ！」

「全部で三十一名……残念なことにそれ以外の部下は助かりませんでした。この三十一人は、傷の悪化などがなければ命は取り留める、とのことです」

　迂詰は目を見開いた。

「なんと……そんなに……そうか、生きていてくれたか……てっきり皆殺しにあったものだとばかり思っていた。

　みんな、私の子飼いの部下たちだ……こんな馬ば鹿かげた作戦で死なせてしまったと、運例では毎晩酒を飲んで、眠れぬ夜を過ごしていた……」

　喉のどの奥から絞しぼり出すような声でそう答えた迂詰は、大きく、はああ、と息を吐はいた後で顔を上げた。

　顔つきが変わっていた。さっきまでの何かを背負っているかのような陰いん鬱うつな表情が消え、どこか吹っ切れたような表情になっていた。

「部下を殺さずにいてくれたことを、心から感謝します。私はお天てん道と様の当たらない裏街道をいろいろ歩いてきた男ですが、部下を平気で見捨てるような人間ではありません。

　こう言っても信じてもらえないでしょうが、敵も味方も信じられないような仕事を続けていると、信じられるのは身内だけ、みたいなことになるのです……。

　あいつらも喜んでいるんじゃないですか？　仕事とはいえ、帝国皇こう帝ていを狙ねらって殺せって命令は承服しかねるところがありましたからね。

　まあ、これで思い残すことはありません。私は北域王の命を狙い、ミーネ姫に瀕ひん死しの重傷を負わせた張本人です。この首、差し上げますんで、代わりと言っちゃなんですが部下たちを使ってやってくれませんか？　潜入破壊工作はお手の物の連中です。いろいろ役に立ちますよ」

　そのさばさばとした物言いは非常に潔いさぎよいもので、迂う詰つみの顔には気負ったものが一切なかった。黙だまって迂詰のその言葉を聞いていた晴せい凛りんは、にっこり笑った。

「部下の皆さんが役に立つなら、あなたも役に立つってことですよね」

「え？」

　怪け訝げんな表情で顔を上げた迂詰を正面から見み据すえて、晴凛は言葉を続けた。

「あなたは確かに私の命を狙い、結果的にミーネ姫に瀕死の重傷を負わせました。しかし、それは、あなたの仕事だったからで、私個人に恨うらみを抱いだいていたわけではないと思います。

　あなたは仕事を忠実に果たす実に有能な人間だと私は思います。だとしたら、あなたをここで殺して身の安全を確保するよりも、私があなたに、私やミーネ姫やシャール姫、そしてこの北域国の人たちを守る仕事を頼んだほうがより安全だ、ということになります。違いますか？」

「あ、いや、それはちょっと……」

　戸惑う迂詰を見据えたまま、晴凛は言葉を続けた。

「私を襲撃したユルム族の実行犯はシャールが射殺しました。しかし、私はユルム族と族長のハグロラを許しました。

　実行犯を許しておいて、計画犯を許さないというのも理屈に合いません。というわけで、迂詰壮そう仁じん、あなたには、今後、部下ともどもこの北域国のために働いていただきます。それが私があなたに与える罰です……」

　そこまで言ってから、晴凛は何かに気がついて、慌あわてて付け足した。

「あ、言っておきますが、タダ働きをさせたりはしませんからご安心を。帝国と同等、とまではいきませんがちゃんと給金はお支払いいたしますので」

　晴凛の言葉を聞いていた迂詰は、堪こらえ切れなかったように笑い出した。

「ははははは、いや、失敬。

　いやね、北域王の風評を聞いて、これなら下へ手たな言い訳しないで潔く罪を認めて、俺の首を預けちまったほうが、殺されないで済むんじゃないかと思って、一か八かで賭かけに出たんですがね……まさか、罪一等を減じるどころか、給金の話まで持ち出されるとは思いませんでした。こりゃあかないっこねえ。器が違いすぎます……」

　迂詰はすっきり、とした表情で話を続けた。

「実のところ、ここに来て打つ手がなくて、どうしようかと思っていたところだったんです。上役の菰こも野の将しよう阮げんは死んでしまう。大事な子飼いの部下は帰ってこない。菰野一派は先の見えていない馬ば鹿かばかり。んでもって肝心要かなめの長ちよう嶺れい帝は奪うばわれる……八方塞ふさりってのは、こういうことを言うんでしょうな。

　私は裏でいろいろやってきましたが、それはすべて帝国のため、帝国によかれと信じてやってきたことです。そこに私利私欲を挟はさんだことはありません。それだけは胸を張れます。

　裏工作係の矜きよう持じなんぞに何の価値がある、と言われればそれまでですが、この仕事、損得勘定だけでやれるもんじゃありません。

　ここに来る間ずっと馬車の中で考えていたのですよ。俺は帝国のために働いてきた。でも、その帝国ってどこにあるんだろう、とね……今の帝都には、俺たちが命がけで守ってきた帝国というものは、もうどこにもないんじゃないのか。もし、あるとしたら、それは長嶺帝のいる、この北域なんじゃないか、と」

　迂う詰つみはそこで言葉を切ると、晴せい凛りんと伏ふせ龍たつを正面から見返した。

「わかりました。不ふ肖しよう、迂詰壮そう仁じん、本日より北域国のために働かせていただきます」

　伏龍は迂詰の顔を見て、半分呆あきれるのと同時に感心していた。

　──いやはや、見切りの速さというか、身変わりの速さは天下一品だな。というか、こういう人間でなければ、権けん謀ぼう術じゆつ数すうが渦うず巻まく帝国の中ちゆう枢すう部で生き残ることはできないのかもしれない。

　俺は練れん涯がい塾を通じて帝国中枢部の表の顔は知っているが、裏の顔までは知らない。

　これからのことを考えるなら、この男を取り込んでおくのも必要だろう。

　伏龍は晴凛と顔を見合わせると、視線で問いかけた。

　──この男は俺に任せてくれ。

　晴凛も視線で返事をかえした。

　──お願いします。

　伏龍は小さくうなずくと、迂詰に向き直った。

「わかりました。では、早速ですが、あなたに仕事があります」

　迂詰はにやっと笑った。

「手始めに、運うん例れいの領主の説得と、運例の渡しの木橋の修復を急がせればよろしいのですね？」

「さすが、話が早いですね」

　伏龍もそう言ってにやっと笑った。

　互いに、にやにや笑いを浮かべる迂詰と伏龍を見て晴凛は、もし伏龍が練涯塾を飛び出さずにそのまま役人になっていたら、迂詰みたいな人間になったかもしれないな……などと考えていた。




　その日の夕方。

　そろそろ仕事を終えようとしていた晴凛のところに、顔色を変えた伏龍が飛び込んできた。「おい、晴凛、えらいことになった！　あいつが来た！」

「あいつ？　あいつって誰です？」

「エオル王だ」

　晴せい凛りんは絶句した。

「まさか……」

「まさか、じゃねえよ。まただ。ついさっき、いつものように側近の護衛五名を連れて、北門を潜くぐったそうだ。とりあえず、お前の別宅のほうに案内してある」

「もしかして……長ちよう嶺れい帝に会いにきたんでしょうか？」

　伏ふせ龍たつは眉まゆをひそめてうなずいた。

「おそらくは……な。運うん例れいで噂うわさをバラ撒まいたから、遅かれ早かれエオル王の耳には入ると思っていたが、こんなに早く動くとは思ってもいなかった。あの人の腰の軽さをナメていた……」

「どうします？」

「どうするもこうするもねえよ、エオル王が長嶺帝に会いたいと言うのなら会わせるしかない。こいつは公式の会談でもなんでもない。帝国の皇こう帝ていとシムールの族王が、それぞれ自分の国家を背負って会うわけじゃない。長嶺という帝国人の子供とエオルというシムールのおっさんが、北域の片かた隅すみで出会って話をした。ってところに落ち着かせるしかない。

　エオル王も、それがわかっているから、こうやってお忍しのびでやってきたんだろうしな」

「目的は何だと思います？」

　伏龍は考え込んだ。

「目的か……いろいろありすぎて見当がつかない。帝国皇帝が北域の、それも辺境域まで来るなんて帝国始まって以来だし、こんな機会でもなければ非公式に会うなんてこともできないだろうし。帝国の今後とか、北域国内におけるシムールの半農半牧による定着の可能性とか、北域国の地位とか、話したいことは山のようにあるだろうしな……もしかしたら、単なる好奇心だったりして……」

　そう言って小さくため息をついて肩をすくめた伏龍を見て、晴凛はもしかして最後の理由が正解かもしれないな、と思った。

「とにかく、残った仕事は後回しにして、エオル王に会いに行こう」

「わかりました」

　晴凛はそう言うと、事務官を呼ぶ鈴すずを鳴らした。




　一方、突然のエオル王の訪問を受けた、犂すき山やまの御ご隠いん居きよたちとミーネとシャールは大おお慌あわてだった。

　今夜、晴凛たちが暮らしている別宅では、長嶺帝を招いて内々の宴えん会かいを開く予定で、それなりの料理や調度品を用意してあったのだが、まさかそこにシムールの族王が参加するとは思ってもいなかったのだ。

「席順はいかがいたしましょう？」

「主しゆ賓ひんは長ちよう嶺れい帝だ、それは変えられぬ。主人である晴せい凛りん殿を挟はさんで反対側にエオル王の席を用意してくれ」

「お料理はいかが致しましょう？　シムール風のものを別に作らせますか？」

「あ、いや、今日の料理そのものが辺境風ということで、シムールの料理を取り入れておる。庭でミーネ姫が肉を焼くと張り切っておられるし、これはこれで構わんだろう」

　宴えん会かいが開かれる大広間で御ご隠いん居きよが指図する一方、庭先では石を積んで造られたかまどで、使用人たちが火を熾おこしていた。

「ミーネ様、火はこれくらいでよろしいですか？」

「うむ、もうちょっと薪まきをくべてくれ。焼肉は炎ではなく、炭火で焼くのが美う味まいのじゃ」

「かしこまりました」

　使用人はそう言うと、燃えている炎の中に薪を突っ込んだ。

　赤紫色に染まる夕空に、ぱあっと火の粉が立ち昇り、辺りが一いつ瞬しゆん明るくなった。

　嬉うれしそうに火を見上げていたミーネのところにミリンがやってきて、耳を引っ張った。

「あまり火の近くに行くと、煙のニオイが服に染み付きマス。炭火にするのは御隠居のところの人たちがやってクレますから、首を突っ込まナイ！」

「痛い！　耳を引っ張るな！　肉を焼いて客をもてなすのはわしの役目じゃ。自分の役目に首を突っ込むのは当たり前じゃろう！」

「それはそうデスが……」

「肉の仕込みは終わった。焼肉で最も重要なのは火加減じゃ。そのためにはよい炭火を作らねばならん。これも大事な役目じゃ」

「わかりまシタ。でも、せっかくのよそ行きの服なんデスから、汚すんじゃありマセン」

「あー、わかったわかった。お前は戻って、光こう凛りんにそのよそ行きの服でも見せておればいいのじゃ！」

「ナニを言いやがりまスか、この馬ば鹿か猫ねこハ。光凛殿がなんの関係があるトいうのデスか！」

「おうおう、耳の先まで赤くしおって、光凛を絡からめると、毒どく舌ぜつミリンの毒も甘くなるのう」

「大人をからかうモノではありマセン！　誰が、あんナ、日陰の蒲公英たんぽぽミタイな人間に、甘い顔ナド……」

　ミリンがそこまで言ったとき、すぐ後ろに来ていた光凛が声をかけてきた。

「ああ、ここにいたんですか、捜さがしましたよミリンさん」

「ひェ！」

　ミリンは飛び上がった。

「いきなり声をかけるノデはアリマセン！　人を驚かせて喜んデいるのですね」

「あ、いや、別にそういうわけじゃなくて……ほら、いきなりエオル王が来たでしょう？　申し訳ないがミリンさんに通訳を頼もうと思って……」

「通訳？」

　怪け訝げんな顔をするミリンに、光こう凛りんはうなずいてみせた。

「エオル王と長ちよう嶺れい帝の間に入って、話を伝えて欲しいんです。本当なら皇こう帝てい御付の公式の通訳を使うんだが、エオル王がここに来ているということを記録に残すわけにはいかない。いきなりでこんなことを頼むのは心苦しいけど、お願いします」

　光凛の言葉を聞いていたミーネが首を振った。

「ああ、いかん！　いかんぞ、光凛！　こんな女に通訳させてみろ！　言葉の端々に含めた毒が原因でえらいことになる。帝国とシムールの間に全面戦争を引き起こしかねんぞ！」

「失礼なッ！」

　光凛は笑いながら首を振った。

「大丈夫ですよ、ミーネ姫。僕はミリンさんを信じていますから。ね？」

　光凛は実にいい笑え顔がおでミリンに笑いかけると、ミリンは真っ赤になって胸を張った。

「ト、当然デス！　私に任せておきやがれ、デス！」
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「ああよかった。じゃあ、よろしくお願いします」

　光凛はそう言うと、頭を下げて戻っていった。

「照れるミリンというのは、これはこれでキモチワルイものだな」

「うるさい、黙だまれデス！」

　庭先のかまどを前にして、ミーネとミリンがやり合っていた頃。別宅の奥の客間では、シャールが、くつろいでいるエオル王に、茶を淹いれていた。

「どうぞ、帝国風のお茶がお口に合いますかどうかわかりませんが、これは帝国で夏に飲まれている香草を入れた香茶と呼ばれるものでございます」

　シャールが差し出した湯飲みから立ち昇る、ミントの匂においの混じった湯気を吸って、エオル王は微ほほ笑えんだ。

「ああ、これか、知っているよ、飲んだことがある。シムール風のバター茶は、冬や高地の放牧地では身体からだが温まって有難いが、夏に平地で飲むにはちょっとな……その点、この帝国風の香茶はすがすがしくてよいものだ」

「恐れ入ります」

　そう言って頭を下げたシャールに、エオル王は聞いた。

「どうだ？　ミーネとは上う手まくやっているか？」

　シャールは笑ってうなずいた。

「ええ、毎日喧けん嘩かしたり笑ったり、大忙しですけど、仲良くやっております」

「そうか、その言葉だけで、毎日が想像できそうだ……さぞかし賑にぎやかなのだろうな」

「ええ、毎日が楽しくて仕方ありません。こう言うと兄は気を悪くするかもしれませんが、タッケイの家にいた頃よりずっと楽しいですわ」

「そうか、それはよかった。しかし、意外だな……ミーネ姫はいわば君の商売敵がたきみたいなものだ。そういう存在との共同生活は、普通気が休まらないのではないかな？」

　探さぐるような目で聞いたエオルを見て、シャールは小さく首を振った。

「いいえ、晴せい凛りん様は優しいし、公平だし誠実……そう、誠実な方でございます。この家にいる人は、みんな誠実なんです。

　ミーネ姫なんて本当に裏表のないあのまんまの人ですから、話すたびに言葉の真意や裏の意味を考えなければいけない……そんな気疲れとは無用の日々なんです。

　好きなことは好き、嫌いなことは嫌い、やめてほしいことはやめてくれ、と言える。そんな生活がどれほど気軽で楽しいか、ご想像がつきますか？」

　エオル王はしばらく無言で考え込んでいたが、やがて、ほう、とため息をついた。

「なんとなく、今の言葉でわかった様な気がする……確かに、それは素晴らしい。王にとって、それは心休まる家だな……」

「確かに、世の中は奇き麗れい事では済みません。裏の裏を考え、洞察し手を打ち、そうやって動かしていくものなのでしょう。でも、そういった世界とは無縁な、人が人として素直に信頼できる関係で成り立っている場所があってもいいと思うのです。

　晴凛様とミーネ姫は、本当にお似合いの二人です。あの二人の間に私が入っていくのは、冒ぼう瀆とくのような気がするときもあります……でも負けられません。私だって晴せい凛りん様の妻なのですから」

　シャールはそう言って微ほほ笑えんだ。

　──いい笑え顔がおだ。

　エオル王はそう思った。

　人として認められ、人として必要にされている……そうでなければ作れない笑顔だ。

　こういう笑顔を作れる人間に、俺はなりたかった……。

　いや、なにを枯れたようなことを言っている。まだまだこれからじゃないか。

　俺は、シムールに、すべてのシムールの民たみに、こんな笑顔で話せる国を作るのだ。

　やるべきことは山のようにある。へこたれている場合じゃない。

　エオル王は自分に言い聞かせるように小さくうなずくと、頃合に冷めた香茶をぐい、と飲み干した。




　長ちよう嶺れい帝とエオル王の臨席する晩ばん餐さんは、和なごやかな雰ふん囲い気きの中で始まった。

　当たり障さわりのない挨あい拶さつから始まって、前菜料理が運ばれ、やがて、ミーネの焼肉の番がきた。

　犂すき山やまの侍女から、頃合になったことを聞かされたミーネは、すっく、と立ち上がって言った。

「よし、これより、このミーネが焼肉を振る舞おうぞ！」

　長嶺帝の隣に座っていた紫し芹きんは、目を丸くした。

「え？　北域王の奥方が、自分の手で料理を？」

「ええ、シムールでは、族長の奥方がみずから料理を作り、客人をもてなす、という風習があります。たとえ、何十人という使用人を使っていても、大切な客人に出す料理は使用人任せにしません。シムールの奥方は、誰もが料理自慢の方ばかりです」

　晴凛が説明している間に、ミーネは侍女の持っていた手て桶おけで手を洗うと、すでに塩と香草で下味をつけ、鉄てつ串ぐしに重ねて巻き付けてあった肉の塊を料理人たちに手伝ってもらって、かまどの上に載せた。

　かまどの中には、真っ赤に熾おきた炭がびっしりと並んでいる。

　ミーネは期待に満ちた目で肉を見つめると、肉を巻き付けてある鉄の棒に回し棒を取り付けて、ぐるぐると回し始めた。

　三分もしないうちに、肉の表面が白く焼け始めた。

　滴したたり落ちた脂あぶらが炭火の上でじゅうじゅうと音を立てて燃え、香ばしい香りの煙が湧わき立つ。その煙が宴えん席せきにたなびいてくると、思わずエオル王がつぶやいた。

「いや、この匂においがたまらん。空腹は最大の調味料という言葉があるが、匂いも負けていないな」

　晴凛はうなずいた。

「まったくです」

　ミーネは肉を回しながら細い串くしを刺し、中から染み出てくる肉汁の色を確かめた。

　赤いうちは生焼けだが、その色が薄くなり、透明になりかけた頃合が一番美う味まい。ミーネはそのタイミングを見計らっているのだ。

　やがて、焼けていく肉を真剣な目で見ていたミーネが、待機していた料理人に合図した。

「よし、今じゃ！　肉を下ろせ！」

　かまどから下ろされた鉄の棒に巻き付けられた肉はこんがりと焼け、茶色く焼けた部分から、じゅわじゅわと小さな脂あぶらの泡が浮かび上がってくる。

　ミーネはその一番よく焼けた部分をこそげ取る様に切り取ると、皿に盛って長ちよう嶺れい帝の前まで持ってきた。

「どうだ、わしが焼いた焼肉は美味いぞ。さあ食え！　熱いうちに食うのが、この北域の慣ならわしじゃ！　郷に入れば郷に従えという。帝国の作法など忘れて、かぶりつくのじゃ、こう、ハミウリのようにな！」

　ミーネがそう言ってにやっと笑うと、長嶺帝は目を輝かせて、こくん、とうなずき、そのまま肉にかじりついた。

　熱い肉汁と脂、そして岩塩と香草の入り混じった味が、口の中に広がる。

　長嶺帝はそのまま歯を立てて肉をかじり取った。

　肉の繊維を嚙かみ切るときの感触と、口の中一杯に広がる肉の味、脂、そして香草の風味が、身体からだが震えそうな快感となって鼻の奥から抜けていく。

　口の中一杯になった肉の塊を嚙み砕くだき、飲み込む。

　そのずっしりとした質量が胃の中に納まるのと同時に、長嶺帝は思わず叫さけんでいた。

「美味いぞ！」

「そうであろう、これが北域の味じゃ！　覚えておくがよい！」

　ミーネは満足そうにうなずいた。

　同じようにミーネの焼いた焼肉を食べたエオル王は、感心したようにつぶやいた。

「うむ、美味い。あの料理勝負の頃よりも腕を上げたな……晴凛もいい嫁をもらったものだ」

「ええ、ミーネがいると、誰もが明るくなります。それは素晴らしいことだと思いますね」

「確かにそれは素晴らしい素質だな」

　エオル王はそう答えた後で思った。

　──どんなに明るい素質を持っていても、その素質だけで明るく振る舞い続けられるものではない。人が明るいときは、そのそばに、その人の明るさを支え続けている者がいるものだ。

　晴凛は自分がそういう人間だと気付いてはいない。だが、他人はそれに気付いている。だからこそ、この男の許もとに人が集まってくる。

　──得がたい才、とは、こういうものを言うのだろうな。

　エオル王はそんなことを考えていた。




　晩ばん餐さんは和なごやかな雰ふん囲い気きで進んでいた。

　空気が変わったのは、主しゆ餐さんのミーネの焼肉が終わって、果物が運ばれてきた頃だった。

　エオル王が何の気なしに、晴せい凛りんに聞いた。

「ときに、南域の反乱軍は長ちよう陽ようの渡しを渡ろうとしているそうだが。榎えのき耶や将軍の軍はこれを防げるか？　南域軍は総数八万を超えるという。対する榎耶将軍率いる帝国軍は二万。川を防壁として、河岸に陣を張るとしても、とても支えることができるとは思えん」

　晴凛はエオル王が把握している戦力情報の正確さに内心で舌を巻きながら答えた。

「おそらく無理でしょう。ですから我々北域軍が応援に向かうのです。

　我々北域軍は実勢五万。各都市に治安部隊を置かねばなりませんので、運うん例れいなどに残っている残存守備兵を統合して、動員可能な総兵力四万を率いて向かうつもりです」

「四万か……長陽の渡しに残っている残存兵力と合わせて六万……兵の錬れん度どで二万の差を埋めることができるかどうか、だな」

　エオル王はそう言って考え込んだ後で、顔を上げて晴凛に聞いた。

「どうする？　こちらから兵を貸すこともできるぞ？

　シャールとミーネの護衛という名目で、タッケイ族とシャン族からそれぞれ二千五百の兵が出ているが、それだけでは焼け石に水だろう。

　もっともこちらも動員令をかけておらんので、今すぐ出せるのは臨戦態勢を維持しているタッケイの三万と、私の手元にある各支族の連合直ちよつ轄かつ軍四万の、計七万しかないが。この七万の強みは、すべてが騎兵だということだ。機動力を使って敵の陣を破るには持ってこいだ」

　晴凛は微ほほ笑えんだ。

「ええ、シムールの戦士たちをお借りできれば、勝利は確実でしょう。しかし、そうやって帝都を守り抜いて、長ちよう嶺れい帝を帝都にお戻しした後のことを考えると、シムールの力を借りるというのは、新たな火種を抱かかえ込むような気がしてなりません。

　この先の北域国、いや、シムールを含めた北域全体の安定を考えれば、今、ここで苦しくとも、北域国の力だけでこの乱を鎮しずめなくてはならないと思うのです」

　晴凛から、エオル王の言葉の大意を聞いた伏ふせ龍たつが答えた。

「確かに、苦しい戦いになるでしょう。しかし、兵の錬度と士気は、我々のほうが高いと思っております。敵には軍師がついており、勝ちに乗った反徒を兵として巧たくみに使ってきましたが、訓練されたことのない兵は、勢いに乗っているときは強いが、一度勢いが止まれば、あとは弱い。持久戦に耐えられないのです。我々は勝ちにいく必要はありません、持ちこたえればいいのです」

　伏龍の言葉の意味を晴凛から聞いたエオル王は眉まゆをひそめた。

「君の言っていることには一理ある。だが、戦いというのは理で進むものではない。敵が勢いだけを頼りに攻めかかってくるなら、君の思った通りに戦いは進むだろう。だが、敵が勢いに頼らなくなったらどうなる？　承しよう安あん軍は南の軍だ、馬に乗るよりも船に乗るほうが上う手まい。

　長ちよう陽ようの渡しがやつらの手に落ちて、光こう来らい川を自由に行き来できるようになれば、彼らは南域行路と船という二つの補給路を持つことになる。

　八万という数の厚みを利用して攻めかかってくれば、君の言うところの兵の錬れん度どの利も士気の利も意味はないぞ？」

　伏ふせ龍たつは考え込んだ。

「確かに、おっしゃる通りです。敵は必ず策を立ててくるでしょう。その策は、持久戦に持ち込む、という私の考えを考こう慮りよしてもいるはずです。

　力押しで押して、乱戦に持ち込み、双そう方ほうの兵を磨すりつぶし合い、最終的に数の利で勝ちにくることも考えられますね……」

「戦いくさは、兵の多た寡か、兵の優劣のみで決まる。それは間違いない。だが、兵の優劣を決めるのは技能や耐久力だけではない。君たちには相手が持っていない利点がいくつかある。それを使えば、なんとかなるかもしれん……だが、勝利が確実になるわけではない。ここで負けたのでは、その後の北域の安定など絵に描いた餅もちだ。悪いことは言わん。我々を使え……」

　エオル王が、そこまで言ったとき。

　晴せい凛りんの隣にいて、ミリンの通訳を受けていた長ちよう嶺れい帝が叫さけぶように言った。

「シムールの手助けは必要ない。帝国の乱は帝国の手で鎮しずめる！」

　晴凛と伏龍が困ったような苦にが笑わらいを浮かべたのを見たエオル王は、笑いながら頭を下げた。

「いや、これは申し訳ない。北域王は我がシムールとは姻戚にして我が同胞。帝国の安定は我がシムールの安定に繫つながります。このたびの反乱は、確実にして迅じん速そくに鎮ちん圧あつするに限ると思いまして、差し出がましいことを申しました。お許しください」

　ミリンからエオル王の言葉の大意を通訳された長嶺帝は、首を振った。

「いや、こちらこそお心遣い痛み入る。されど、帝国軍は忠ちゆう勇ゆう無む双そうにして精せい鋭えい揃ぞろい。この戦いは帝国の存亡のかかった戦いと聞く。我が兵は必ずや賊ぞく徒とを蹴け散ちらし、帝都を守るであろうと余は信ずる」

　長嶺帝の言葉を聞いたエオルの表情が少し険しくなった。

「皇こう帝てい陛へい下かは、今、この戦いを帝国の存亡がかかった戦いと申されましたが……その戦いに陛下は御臨場なされるのですかな？」

　ミリンからエオル王の言葉の意味を聞いた長嶺帝は首を振った。

「いや、余は戦いには赴おもむかぬ。この延えん声せいで吉報を待つつもりじゃ」

　エオル王は長嶺帝を見み据すえて笑った。それは怒気を内に秘めた微笑だった。

　エオル王の表情を見ていたミーネが、思わず小声でつぶやいた。

「いかん、エオル王を怒らせてしもうた……だから、ミリンを通訳に使うなと申したのじゃ。あの行かず後ご家けめ、毒どく舌ぜつを慎つつしめとあれほど……」

「言っていマセン！」

　ミリンはミーネをにらんだ。

　エオル王は長ちよう嶺れい帝を見み据すえたまま、ゆっくりと言った。

「帝てい国こく皇こう帝ていよ、お前は子供か？　それとも男か？」

　それは帝国語だった。

　発音は微び妙みように違うが、誰が聞いても正しよう真しん正しよう銘めいの帝国語だった。

　シムールの王が帝国語を話す……その驚きのために、その場にいた全員が絶句した。

　エオル王は続けて聞いた。

「聞いているのだ！　長嶺帝よ、お前は子供か、それとも男か、どっちだ！」

　長嶺帝はエオル王を正面から見返して答えた。

「余は……子供ではない！」
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「そうか、子供ではないか、男だと言い張るのだな。ならば聞く。お前は何ゆえに戦いの場に出ないのだ！　私は、たった今お前の口から、北域王たちが赴おもむく帝都を守る戦いを、帝国の存亡がかかった戦いと呼ぶのを聞いた。

　なるほど、確かにその通りだ。この戦いに北域軍が敗北すれば、南域の反乱軍は帝都になだれ込む。略りやく奪だつと放火により、帝都は灰かい燼じんに帰し、国家の中ちゆう枢すうを失った帝国は、国家としての機能を失するだろう。

　だが、その帝国の命運を左右する戦いに、お前は臨場しないと言う。

　帝国はお前の国ではないのか？　お前の先祖が興おこした国ではないのか！」

「そうだ！　余は皇こう帝ていだ！　この帝国は余の国だ！」

「ならば、お前の力で守ってみせよ！　皇帝として何かを為なせ！　それが男だ！　一人前の男だ！　侍女の裾すそに摑つかまってその陰に隠れ、国を守る戦いを他ひ人と任せにして許されるのは子供だけだ！」

　長ちよう嶺れい帝は唇くちびるを嚙かみ締めて、エオル王をにらみつけた。

「悔くやしいか！　悔しいだろう！　ならば考えろ！　お前が皇帝であるは誰のおかげかを！　それは神か？　父か？　先祖か？　違う！

　お前を皇帝として認める者なくして、お前は皇帝でいられるか？　それなくして自分を皇帝だと思うのなら、寸鉄を帯びず荒こう野やに行け！　行って狼おおかみに会え！　狼に、余は皇帝である、平伏せよと言え！　言葉も権威も通じぬ狼は、お前をなんと見る？　お前などはただの獲物にすぎん！　違うか？」

　長嶺帝は振り絞しぼるように答えた。

「違わない……」

「そうだ！　兵あっての将！　民たみあっての王！　帝都の南、長ちよう陽ようの渡しでは、今、この瞬しゆん間かんにも帝国軍の将兵が血を流し、傷つき死んでいるのだ！　何のために？　帝国のために、お前のためにだ！　お前がするべきことはなんだ？　この安全な延えん声せいで子供のように指をくわえて、人が戦い死んでいくのを他ひ人と事ごとのように見ていることか？」

　エオル王はそこで言葉を切ると、胸を張ってみせた。

「強くなれ、長嶺帝よ。シムールの王は強いぞ、シムールの王は兵と共にある！　民と共にある！　兵と共に戦い、民と共に泣き、子と共に笑うのだ！

　お前にそれができるか？　できるならやってみせろ！　強い皇帝となって強い帝国を率い、我がシムールを滅ぼしに来い！」

　エオル王はその言葉を言い終わると、長嶺帝を歳としの離れた弟を見るような目で見てふっと笑った。

　長嶺帝は何も言わなかった。言葉の代わりに、黙だまって小さくうなずいてみせた。

　エオル王は晴せい凛りんに振り向いた。

「晴凛よ……騒さわがして悪かった。ミーネ、シャール、馳ち走そうになった！　私はこれで失礼する！」

「エオル王！」

「大人げないことをしたと思うが……北域軍の戦いぶり、楽しみにしている。さらばだ！」

　エオル王はそう言い残すと、別宅の広間から出ていった。

「あ、おい、晴せい凛りん！　お見送りに行くぞ！」

「わかりました！」

　晴凛は長ちよう嶺れい帝に向かって頭を下げた。

「申し訳ありません。エオル王のお見送りに行って参りますので」

「ああ、構わぬ。余からもよろしくお伝え願いたい」

「かしこまりました」

　晴凛はそう言うと、エオル王を追って広間から出ていった。

　主しゆ賓ひんのいなくなった広間に、ミーネの声が響く。

「なんじゃあれは……まったく、つむじ風のようなやつじゃな」

　その言葉に、シャールがうなずいた。

「いつもいつも、驚かされますね……それよりも、あんなにお上手に帝国語が話せるなんて、びっくりしました……」

「前々から帝国語がわかるような素振りを見せておったが……まさかあれほどまで巧たくみに操あやつるとは思わなんだ。人を食ったやつじゃ、まったく……」




　宴えん会かいが終わり、部屋に戻ってきた長嶺帝に、紫し芹きんが深々と頭を下げた。

「申し訳ございません陛へい下か……まったく野や卑ひで言葉遣いも何もあったものではございません。蛮ばん族ぞくの王は、しょせん蛮族の王。なんという野や蛮ばんで大人げない男でございましょう！」

　長嶺帝は首を振った。

「違うよ紫芹。あの人は……エオル王は余を対等に扱ってくれたんだ。子供ではなく、一人前の人間としてね」

　紫芹は驚いたように目を見開いた後で、顔を覆おおった。

「なんという優しきお言葉、あれほどまでに罵ば倒とうされても、相手を思いやるとは……」

「紫芹、違うよ。エオル王は罵倒なんかしていない。あれは、余に示してくれたのだ。余が何をすべきかそれを……」

「そんなことはございません！　シムールは敵でございます！　敵の言葉に乗せられてはなりません！」

「確かに、シムールは敵だ。でも信じられる敵なのかもしれないね……その証拠に、エオル王は余の前で帝国語を話してみせた……これがどういう意味かわかるかい？」

「いいえ？　どのような意味でしょう……」

「本当に余を敵と思っていれば、エオル王は何も言わず、帝国語がわからない振りをして余の言葉を聞いてほくそ笑えんでいただろうね。言葉がわからない相手なら、何を聞かれても大丈夫と思い込んで、大事なことでも話してしまうかもしれない。

　でも、エオル王はそれをしなかった……逆に、帝国語で話し、帝国のことを隅すみ々ずみまで知り尽つくしている、という自分の手の内を見せたんだ。

　エオル王は恐ろしい相手だ。恐ろしく、そして尊敬すべき相手だと思うんだ……」

　長ちよう嶺れい帝はそこで言葉を切ると、ゆっくりと決意を込めて言った。

「紫し芹きん、余は帝都に戻るぞ！　北域王と共に戦い、勝って帝都に戻るんだ！」







　　　第七章「長陽渡河戦」







　太陽が落ち、とっぷりと暗くなってから承しよう安あん軍の本隊は長ちよう陽ように到着した。

「やれ、屋根があるんはありがたいな」

　承安軍の実質的な総司令官、鳳ほう鶴かくは椅い子すに座ると嬉うれしそうに天井を見上げた。

　長陽の住人は全員が北岸に疎そ開かいし、残された建物は最初は帝国軍が、そして今は承安軍が接収している。

「この屋敷は帝国軍の本陣があったようでんな。その椅子には、榎えのき耶や将軍が座っとったんちゃいますか」

　垣かき不ふの言葉に、鳳鶴は獰どう猛もうな笑えみを浮かべた。

「そらエエ気分やな。わしらを討とう伐ばつに来た帝国軍を追い払ったんやから」

　だが、鳳鶴の『エエ気分』は伝令が入るや、すぐにしぼんだ。

「衛えい賢けんが死んだやと？　ほんまか？　あの逃げ足だけは南域一の風かざ見み鶏どりが、逃げられんかったんか」

「丘の上で背中に矢の刺さった死体を発見しました。報告によれば銀しろがねにやられたようです」

「またか！　ほんま銀しろがねは疫やく病びよう神がみやな。で、橋はどうした。浮き橋は？」

「残念ながら、制圧できなかったようです」

「ならやっぱ、運んできたんを使うしかないな。いつ頃到着や？」

「夜明け前、でんな。それと鳳ほう鶴かく様、蔡さい蓮れん様の件、どないします？」

「あー、あれなー……どないしたもんかなー。ほんま言うたら、生き残った新兵を指揮させるところなんやが」

「そらあきませんわ。今日の一日で、新兵は半分くらいが死んどります。生き残った兵も、一日中戦うたあげく銀しろがねに追い散らされて大負けしたんで、幽ゆう霊れいみたいになっとりますから使い物なりません。兵やのうて荷運びの人足にしようと思うとります」

「そやな。これからは川で承しよう安あんから荷を運ばなならん。下流のほうには帝国軍が杭くいとか鎖くさりとか打って船の運航を妨ぼう害がいしとるから、そいつも外さなあかん。人手は必要や」

　元塩商人の鳳鶴も、旗揚げ前からの腹心である垣かき不ふも、人の扱いには馴なれている。無理な戦いくさで心が挫くじけた若者を日を置かずに戦場に送り込んだところで、使い物にはならない。

「なら、練兵将軍には温うん蕉しように戻ってもらいますか？」

「それももったいないなぁ。長ちよう陽ようを抜けたら、あとは帝都まで一直線や。衛えい賢けんも死んでもうたし、前線指揮官できる将はひとりでも欲しいとこや」

「ええ。女ですが腕も立ちますし、度胸もある。兵と一いつ緒しよに突っ込ませるんにはぴったりです」

「よっしゃ。なら、明日は渡河戦に参加してもらおうか」

「寧ねい蒙もう将軍とこでっか？」

「いや、寧蒙んとこは自分とこの子飼いの連中が大勢おるから、変なの入れたら喧けん嘩かになるわ。臨りん在ざいんとこ入れたれ」

「わかりました。すぐ、伝令を走らせま」

　そこに承安軍の名目上の総司令官、面めん涼りようが部屋に入ってきた。赤い目をしょぼしょぼさせている。夜遅くまで事務作業を続けているせいだ。承安軍の兵へい站たん線の維持に関する事務作業は、面涼が支えていると言っていい。

　裏方作業を面涼が担当し、直接の指揮を鳳鶴が執るという役割分担は、これまでのところ上う手まく機能してきた。これもまた、崇すう鳳ほうの入れ知恵である。




「こういうのは、どちらかが暇だとよくありません」

「私は暇なほうがいいんだけどなぁ」

「自分が暇であれば、不安が生まれます。必要でない自分は、いずれ排除されるのではないかと。相手が暇そうであれば、疑ぎ心しん暗あん鬼きが生まれます。暇に飽あかせて裏でどのような陰いん謀ぼうを企たくらんでいるか、知れたものではないからです」

「なるほどねぇ。面倒なものだな」

「歴史を紐ひも解いてみても、勢力が瓦が解かいするのは、たいてい内部分裂からです」

　数日前、一いつ緒しよに書類仕事をしながらの雑談で崇すう鳳ほうが書物から挙げた例は、科か挙きよに通った面めん涼りようが当然のように暗記している内容だった。天下一の大泥棒が、滅びた王家の末まつ裔えいを神み輿こしに国を盗ろうとし、神輿になった王族に暗殺されて果てる話で、演劇の題材にもなっている。

「へぇ。その話は知ってるけど、そういう風に我が事に置き換えて考えたことはなかったな」

「まあ、普通の人間はそういうものですよ。神輿を担かつげばそれでおしまいと考えている」

　得意そうに鼻をぷくぷくさせる仕草にも、最近は愛あい嬌きようが感じられる。

「でも、それを言うと承安軍ウチには神輿がもうひとつあるよね」

「月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かですな」

　ふたりの声は自然と低くなった。

「帝都で苑その山やま燕えん鵬ほうが暗殺され、摂せつ政しようの菰こも野の盛せい元げんが実権を握ったという噂うわさも流れてきてるよね」

「我々にとっては万々歳です。敵のうち、賢いほうが死んだのですから」

「私が思うにね、月原閣下をいつまでも手元に置いておくのはよくない。さっきの言葉で言えば、月原閣下は暇なままだ。身体からだが弱っておられるのもあるけど、承安軍ウチの中で仕事を任せるのは危ない」

「同感です。何しろ失脚するまでは実質的に帝国を支配されていたほどの方ですから」

「でも、暇なままにしておけば、疑ぎ心しん暗あん鬼きが生まれるよね？　月原閣下が何もしなくてもさ、誰かが派は閥ばつに取り込もうとするかもしれない」

「かといって、今となっては殺すこともできません。さすがに露ろ骨こつすぎますし、月原閣下が殺されたなら、次は自分かと思う者が出てくるでしょう」

「だからさ、私は帝都を制圧した後は、月原閣下に帝国に戻ってもらおうと思うんだ。承しよう安あんを含めて南域は独立。承安商人に塩の流通と専売権を握らせてもらえれば、たとえ帝国が逆襲を考えても、黙だまらせることができる」

「ふむ、それはいいかもしれませんな。ただ……」

「ただ、何だい？」

「月原閣下の胸の内が、私にはわかりません。それがわからぬ内は、やはり手放すのは危険であろうと思います」




　面涼はあのときの崇鳳の陰気な表情を思い出していた。

「お、そういえば崇鳳はどこに行ったんだろう？」

「ああ、仮面はんなら、外でっせ。浮き橋の焼かれるところを見に行かれる言うてました」

　通りかかった垣かき不ふが窓の外を指さす。闇やみの中で、建物や木々が赤い輪りん郭かくを帯びていた。




　長ちよう陽ようの街からは、燃える浮き橋の様子がよく見えていた。黒い水面にゆらゆらと揺ゆれる炎が映り、幻想的な色調を帯びていた。

　月つき原はら弦げん斉ざいは燃えて崩れてゆく浮き橋を見ながら、じっと黙していた。夜風が涼すずしい。もう、そういう季節になりつつあった。

　──残された時間はもう、あまりないな。

　弦斉個人に残された時間ではない。それについては、もうあきらめていた。

　帝国軍が勝てば、裏切り者として処分される。承しよう安あん軍が勝利した場合でも、長くは保もたない。苑その山やま燕えん鵬ほうが菰こも野の盛せい元げんに暗殺されたという情報を聞いたとき、弦斉は帝国の『底が抜けた』と感じた。

　北域の反乱も、南域の反乱も、そのことに比べればたいしたことではなかった。

　──私が苑山君にやられた、罪を着せて投獄するという陰いん謀ぼうも褒ほめられたものではないが、そこにはかりそめであっても法に則のつとった処分をする、という役人の矜きよう持じがあった。

　兵を用いての暗殺という手段に対しては、そこまで手を出してはいけない、という暗あん黙もくの取り決めがどこかにあった。

　その取り決めが消えた以上、これからは誰もが邪じや魔まな相手を手間をかけずに直接殺すようになる。承安軍が勝利して私が帝都で傀かい儡らい政権を樹立したところで、さて、命があるのは一ヶ月か二ヶ月か。

　それ以上の期間、生き残ろうとするなら、弦斉自身が先手を打って対立する派は閥ばつの人間を投獄、処罰していくしかない。

「月原弦斉閣かつ下か」

　背後から声をかけられ、弦斉は振り向いた。仮面をつけた小太りの男が恭うやうやしく頭を下げていた。直接の面識はないが、この男が面めん涼りようの言っていた仮面の軍師、崇すう鳳ほうだとすぐにわかった。

　さらに、その奥には警護の兵士がついていた。鳳ほう鶴かくが闇やみ塩じおを扱っていた頃からの子飼いの部下で、本当の目的は弦斉の監視である。崇鳳が通されたのは、彼が面涼を通して鳳鶴の派閥のひとり、と見なされているからだろう。

「いかにも、月原弦斉だ。君が崇鳳君だな」

「はい。お初にお目にかかります」

「浮き橋が燃えたこと、残念だったね。あれが残っていれば、帝都への進軍も楽になっただろうに」

「ええ。それより、お身体からだのほうはだいぶよくなられたようですね」

「おかげさまで、陽ひが落ちてからなら、こうして散歩くらいならできるようになったよ。今も夜風が少し肌寒く感じられるようになったと思っていたところだ」

「はい。夏も帝国も、もうすぐ終わります」

　弦斉は崇鳳の仮面をじっと見た。仮面の軍師が何者であるのか、弦斉はある程度の目星をつけていた。そして、その人物が何をこの乱に求めているかについては、強い懸け念ねんを抱いだいてもいた。

　月つき原はら弦げん斉ざいは、ひた、と崇すう鳳ほうを見み据すえ、ゆっくりとした口調で聞いた。

「君はなぜ、帝都へ向かう？」

「は？」

「私が面めん涼りよう君や鳳ほう鶴かく殿をそれとなく誘導して、冬までに帝国と決着をつけさせようとしているのは、君ほどの男なら気付いているのだろう？」

　崇鳳は弦斉の目ではなく、胸元に視線を合わせて答えた。

「はい。そして、短期決戦に合理的な裏付けがあるのも事実です。承しよう安あん軍の強みは、南域の人口増加を背景にしたその圧倒的な兵力ですが、動員を長期間続ければ兵へい站たんが崩壊します。そうなる前に決着をつけるというのは、兵法としても正しいかと」

「だが、負けたときには全てを失う。これまでも、危ないことは何度もあったはずだ。短期決戦で勝って帝国に南域の独立を認めさせることは最善の戦略だが、作戦としては投機的にすぎる」

「次善の戦略は──温うん蕉しようを制圧した後、そこで止まる。そうですね？」

「そうだ。あとは待てばよい。たとえ温蕉を落とされても、承安さえ守りきれば、冬になる前に帝国軍は撤退せざるをえない。そして冬の間に、戦いくさで焼け出された流る民みんがイナゴのように帝国を食い荒らす。春までには、食べられなくなった多くの流民が盗賊となってあちこちで騒そう動どうを起こし、帝国軍はもはや承安へ遠征軍を送るだけの後方支援能力を失う」

「延えん喜ぎ帝国は滅び、地方領主が割かつ拠きよする乱世の時代がきます。歴史で何度も起きたことですね。承安から次の帝国が誕生するかもしれません」

「やはり、わかっていたのだな。私がせめてそうなることだけは避けようとしたと」

「私にわからないのは、なぜ閣かつ下かはそのようなことをなさるのか、です。苑その山やま燕えん鵬ほうへの復ふく讐しゆうであれば、もっと積極的に承安軍に参加されるはず。そして今も帝国に忠誠を誓っておられるならば──」

「なおのこと、承安軍の活動に関かかわり、獅し子し身中の虫として行動する、と言いたいのだな？」

「はい。なのに閣下は、どこか心の奥であきらめておられるご様子。私にはそれがなぜなのかがわかりません」

　弦斉は再び目を光こう来らい川へ向けた。すでに浮き橋はあらかた焼け落ち、黒い水面に点々と、火の輪が残るだけとなっていた。

「この乱は、私に責任があるからだ」

「政治家として、ご自身の責任を痛感されるのはわかりますが、それは少々、度が過ぎておられるのではないかと。北域の乱も、南域の乱も、閣下が失脚した後に起きたことです」

「それだよ。私が失脚してしまったから──より正しくは、私が失脚を受け入れてしまったから、起きたのだ。私はもっとあがくべきだった。あさましく権力にしがみつき、苑その山やま君や菰こも野の盛せい元げんと賄わい賂ろと密告が飛び交う醜みにくい派は閥ばつ抗争を繰り広げるべきだった。そうやって彼らの力を削そげば、北域の人々が追いつめられて乱を起こすことも、その影響で南域が反乱を起こすこともなかった」

「清せい廉れんな役人として知られる月つき原はら閣かつ下かとは思えぬお言葉ですな」

　弦げん斉ざいは苦笑した。

「それはちょっと違う。私が清廉な役人でありながら、権力の頂点にいられたのには理由がある。私が先帝陛へい下かのお気に入りだったからだ。先帝陛下は私の気性を好いてくださり、権力闘争に興味がないせいで失脚しそうになるたびに私をかばってくださった。私は単に甘えていただけなのだ。最高権力者の庇ひ護ごというものに」

「長ちよう嶺れい帝の御み代よで、同じやり方をするべきではなかったとおっしゃる？」

「そうだ。仕組みの上では今きん上じよう帝も先帝陛下と同じ最高権力を持っておられる。だが、もちろん実情は違う。今上帝が成長なさって最高権力を握るまでの間、権力は役人や貴族、軍人が分割して持つ。その中で特定の派閥が権力を肥ひ大だい化させれば、安定が失われ、乱が起きる。ちょうど、今のように」

「苑山と菰野の派閥が権力を肥大化させたことが、乱の原因となったわけですな」

「そして、彼らに分不相応の権力の集中を許したのは、私だ。私はそれを防ぐ力を持ちながら、ただ自分が清廉な人間でありたいがゆえに、権力を手放してしまった。そのような自じ儘ままが許されたのは、先帝陛下がおられたからこそだという事実に目をつぶって」

　崇すう鳳ほうはまだ仮面をつける前に、宮殿で何度か月原弦斉の顔を見たことがあった。権力の中ちゆう枢すうにあり、その権力を自由に振るう弦斉に感かん嘆たんの念を抱いだいたこともある。そのときと今とでさほど時間は過ぎていないはずなのに、目の前の弦斉はまるで別人のように老おいて見えた。

「ひとたび権力を手にした者は、その権力を無責任に手放してはならぬ、ということですね」

「私は君が承しよう安あん軍で手に入れたもので何を為なそうとしているかは問わない。だが、一度手に入れたものを手放すときにはよく考えたまえ。それは本当に手放してもよいものなのか、とね」

　──本当に手放してもよいものかどうか、それを自分に問うもの……。

　弦斉の言葉から、崇鳳が最初に連想したのは、自分でも意外なものだった。

　それは、仮面の軍師としての地位や実績でも、面めん涼りようや鳳ほう鶴かく、臨りん在ざいといった承安軍中枢の人脈でもなく、真っ赤な唐とう辛がら子しを手に、ニヒヒと笑う野の良ら猫ねこのような少女だったからだ。

　崇鳳は小さく首を振った。

　──馬ば鹿かな、私は何を考えている。あんな南方出身の奴ぬ婢ひの少女が、私が得たものだというのか。どうも疲れているようだ。あんなやせっぽちで平べったい、棒ッ切れのような手足しか持たぬ蛮ばん族ぞくの子供など、いてもいなくても、まるで関係ないではないか。

　首を振りながら、鼻の穴をぷくぷくさせる崇鳳を、弦斉は注意深く見ていた。

　光こう来らい川の水面では、浮き橋のあった辺りに闇やみが戻ろうとしていた。土台となった川船のいくつかはまだ燃えながら浮いており、固定していた縄なわが焼け切れた残ざん骸がいが、下流へと流れていく。この川のはるか上流には侘タ瑠ル徒トの街があり、下流には承しよう安あんの街がある。

　──人の一生も川の流れのようなものかもしれん。生れ落ちたときは一滴。若きときは激流となり、歳としを経て豊かになると流れは緩ゆるやかに豊ほう穣じようとなり、他の川と合流し大きくなっていく。

　そして一生を終え、海が迎えに来る。

　だが、私は途中で流れを間違えた……願わくば再び元の流れに戻したいものだが。私の川は海まであとどれくらいあるのだろうな。




　そして、夜が明けた。

　光来川の下流側から太陽が昇り始めた。

　地平線にたなびくように浮かぶ紫色の雲の向こうに輝く太陽を、榎えのき耶や将軍はまぶしそうに見た。

　帝国軍の防衛陣地は、光来川の北岸にある河岸段丘に長ちよう陽ようの渡しを取り巻くような形で造られている。

　その帝国軍の陣地に配置された兵士の間では、いよいよ決戦、という機運が高まっていた。

　光来川を抜かれれば、あとは帝都まで遮さえぎるものはない。逆に、北岸防衛陣地群を守り抜けば、承安軍は大軍ゆえに兵へい站たんが切れて瓦が解かいすることになる。

　帝都進発時には五万を数えていた帝国軍も、激戦に次ぐ激戦で、今は二万を割り込んでいる。

　各部隊とも兵力は半分以下、元の兵力を何とか維持しているのは、帝都に一度戻って補充を受けることができた近この衛え騎兵連隊だけ。それも、半数は補充兵である。

　一方、光来川の南岸にある長陽の街には、承安軍の旗が何本も翻ひるがえっていた。

　帝国軍の集めた情報では、北進を続けた承安軍本軍が五万で、温うん蕉しようを守っていた後詰めが三万である。この八万が承安軍の主力だ。

　昨日、激戦を繰り広げた二万の兵は、承安で集めたばかりの新兵であったとの報告があげられている。

「目の前の長陽にいるのは、およそ五万か」

　旗の数と種類を確認した榎耶の言葉に、傍かたわらに立つ参さん謀ぼうがうなずく。

「はい。温蕉の三万はまだ到着していないようです」

「その温蕉からの三万が、どう動くかだな」

「長陽にいる五万ではなく？」

「あの五万がどう動いても、この北岸防衛陣地群を抜くことはできん。この陣地はそういう風に造られておる」

　帝国軍が光来川北岸に作った陣地は、いくつもの陣地が重なり合っており、そのひとつひとつの陣地は独立して戦うことも、互いに支援することも可能なように造られている。

　陣地そのものは、これまでの撤退戦で造ったものと比べても簡素なものだ。十と重え二は十た重えに防壁を張り巡らしたり、矢倉を立ててあるわけではない。

　この陣地の堅固さは、河岸段丘という起伏のある地形にある。

　高い位置にいくつもの陣地を構築することで、敵を見通し、上から矢を浴びせかけることができる。また、上り口を少なくすることで、どこかひとつの陣地が奪うばわれたとしても即座にその後ろの陣地から奪だつ還かんする部隊を送り込めるようにして、防御力が弱くならないように考えてある。

　陽ひが昇るにつれて、南岸の承しよう安あん軍の動きが明らかになってきた。

　川岸に弩きゆう車しやが並び、その援護の下もとで筏いかだが組み上げられる。筏の材料となる木材は、長ちよう陽ようの建物を壊して調達しているようだった。

　その様子を見ていた榎えのき耶や将軍は、筏が承安軍の兵を乗せて岸を離れたところで、簡潔に命じた。

「岸に上がったら、押し戻せ」

　急造の筏に乗った承安軍の兵士は長い棒を器用に操り、すいすいと驚くほどの速度で川を渡ってきた。

　南なん船せん北ほく馬ばという言葉があるように、南域では船と水運が生活の一部となっている。承安軍の兵士にとって、筏で川を渡るなどというのは造作もないことなのだろう。

　筏は、あっという間に北岸にたどり着いた。

　乗っていた兵士が、筏から飛び降りる。

　その場所は悪くはなかった。河岸段丘の上に造られた陣地から直接射撃されないように、川岸に岩がある場所だった。

　しかし、岩の陰から出たところには、陣地から出撃した帝国軍が枯れ草を立てて、その影で待ちかまえていた。短い戦いの後、承安軍の尖せん兵ぺいは全滅し、筏の上に乗っていた後続の兵も矢を浴びて川に落ちた。

　だが、北岸で戦いが行われている間に、南岸では筏の数が増えていた。今度は同時に四箇所から川を渡ってくる。しかし、これも、すべて川の水辺で全滅させ、筏に乗っていた兵も川に落とした。

「瀬せ踏ぶみをかけられているようだな」

　榎耶将軍はそうつぶやいた。

　瀬踏みとは、渡河のために浅瀬を探さぐりながら進むことで、そこから転じて相手の様子を探さぐるという軍事用語としても使われている。

　北岸の防衛陣地にどこか弱いところがないかを、承安軍は探っているのだった。

　上陸させた兵に損害は出るが、承安軍にとっては筏一いつ艘そう分の損害は屁へでもない。昨日は一万以上の新兵を死傷させているのだ。

　昼過ぎになっても、筏いかだによる上陸と陣地からの逆襲は続いた。榎えのき耶や将軍と南域討とう伐ばつ軍が知恵の限りを尽つくして築き上げた北岸の防御陣地に穴はなかった。もし穴ができるとすれば、それはこれまでと同じく飽和攻撃によるものしかなく、そのためには筏などよりも多数の兵を一度に北岸に渡す手段が必要であった。

　榎耶将軍の本陣では、戦況を参さん謀ぼうたちが分析していた。

「この調子であれば、一ヶ月や二ヶ月はここで持ち堪こたえられます」

「承しよう安あん軍はどのくらいで崩れるだろうか？」

「温うん蕉しようのときとは兵へい站たんにかかる負担がまるで違います。こちらの兵站は短く、承安軍の兵站は伸びきっています。せいぜいが二週間。一ヶ月を食い繫つなぐには、長ちよう陽ように置く兵の数を二万以下に削減せねばならんでしょう」

「現時点で長陽に五万しか入っていないのも、兵站に不安があるゆえかもしれません」

「長陽の渡しを制圧されたからには、承安から川を遡さかのぼって補給が届くようになるぞ」

「それに船もだ。川船で大量の兵を一気に揚よう陸りくされれば、橋きよう頭とう堡ほを阻止できない」

「下流には監視の兵を出していますし、要所で杭くいや鎖くさりを使って封鎖しています。いかに承安の連中が船に馴なれているとはいえ、簡単にはここまで補給を延ばせないでしょう」

「希望的観測はやめろ。それに、兵站に不安を抱かかえているのはこちらも同じだ。帝都の混乱が地方にまで波及しつつある。ここ数日は、帝都から馬車の一台も、一粒の米も来ておらんのだぞ」

「苑その山やまが生きている間は、何度あの男を殺してやろうかと考えておりましたが、まさか苑山が死んだとたん、前より状況が悪くなるとは思いもしませんでした」

「私もだ。苑山は他人の足を引っ張るしか能のない男であったが、少なくとも引っ張る足を選んでいた。菰こも野のの一派は何でもいいから引っ張っているだけだ。これでは手の打ちようがない」

「そうですね。苑山は少なくとも自分の味方に対しては、それなりの手当てをしていました。我々も、苑山派は閥ばつの地方太たい守しゆを通して、糧りよう秣まつなどをこっそり得ることができましたから」

「その苑山が殺された今、地方太守は誰の命令も聞くことがなく、物流も完全に滞とどこおった。ちょうど収穫の季節なのがせめてもの救いだな。物流が止まったままでは、春を迎える頃には、帝国のあちこちで食えぬ連中が暴動を起こすぞ」

「帝都の混乱を鎮しずめるためにも、承安軍を一日でも早く撃退せねばなりません」

「時間がないのは、我々も一いつ緒しよか」

　参謀たちの意見を黙だまって聞いていた榎耶将軍は、同じく黙って地図を見ていた泉せん野や聡そう凛りんに声をかけた。

「泉野下か将しよう。君に何か意見はないか」

「はっ。いささか危険を伴ともなう作戦になりますが、自分はここは積極的に戦うべきではないかと考えます」

「積極的に……どういうことか？」

「上陸してきた敵を、その場で撃退する。このやり方は一見すると堅実でありますが、敵に主導権を握られたままです。

　これは承しよう安あん軍が補給切れで疲ひ弊へいするのを待つ作戦ですが、現状では我が軍も帝都の混乱という不安を抱かかえております」

「そうだな。北域か、あるいは別の場所でまた反乱が起き、帝都が狙ねらわれることがあるやもしれん」

　聡そう凛りんは地図の上に並べられた帝国軍の配置を指で示した。

「現在、我が軍は第一線の河岸段丘陣地に兵力の三分の二を配置しています。これだと広い範囲を守ることができますが、自由に使える遊撃戦力に乏とぼしく、作戦に柔軟性が欠けます。想定外の事態に対応できません」

　聡凛の言葉に、数人の参さん謀ぼうがむっとした表情になる。

「では、どうする？」

　榎えのき耶や将軍は反論しようとする参謀を抑おさえて、自分が聡凛に問いかけた。

「現在の陣地群を撤収します。第二線の予備陣地に下がるのです。防衛線は短くなり、兵力の半分が遊撃戦力として使えます」

　ざわっ、と。参謀たちがどよめいた。彼らが苦労して築き上げた完璧な北岸陣地群を、一部とはいえ、捨てようと言われたのだから当然である。

　榎耶将軍も驚いて聞き返す。

「承安軍を上陸させるというのか？」

「承安軍の全軍を上陸させるのではありません。長ちよう陽ようにいるのが五万であるならば、その半分を上陸させたところで逆襲して叩たたくのです」

　地図上の、河岸段丘で遮さえぎられた北岸の狭せまい平地を聡凛は指で示す。

「こういう、十分な地積と縦じゆう深しんを持たない場所での戦いであれば、数よりも質がものを言います。倍の敵が相手でも、我が帝国軍の勝利は間違いありません。そして、ひとたび打ち破られれば、背後の川が敵の退路を断ちます」

「承安軍を殲せん滅めつできる、ということか」

「私は敵がなぜ浮き橋の確保にこれほどまでにこだわったのかを考えてみました。そうして出た答えは、進軍ではなく退却のためではないかというものでした。たとえ上陸できても、浮き橋という退路がない状態での敗戦は、上陸軍の壊滅に繫つながります」

「ううむ」

　榎耶将軍は唸うなる。事前の作戦計画を状況の変化に応じてあっさり捨てるという決断は、軽々しくできるものではない。

　──古来からの兵法でも、川を渡る敵は半ばを上陸させ、これを討うつという。危険は多いが、やってみる価値はあるかもしれん。

　榎えのき耶や将軍が命令を下そうと立ち上がった、そのときである。

　本陣として造られた小屋の扉が乱暴に開けられた。額ひたいに血のにじむ包帯を巻いた兵が立っている。

「申し上げます！　承しよう安あん軍が上陸いたしました！　その数、およそ一万！」

「なんだとっ？　確かか、それは？」

　榎耶将軍は驚いて本陣の窓から眼下の岸辺を見た。これまでと同じく、散発的な上陸と戦闘が繰り返されているだけ。一万もの敵兵の姿はない。

「ここではありません！　敵が上陸したのはここより五長里キロメートル上流の岸辺であります！」

「榎耶将軍！　近この衛え騎兵連隊は、ただちに迎げい撃げきに向かいます！」

　聡そう凛りんが兜かぶとを手に駆かけ出した。そこには、彼が滅多に見せぬもの──焦あせりの表情が浮かんでいた。




　少し時間を遡さかのぼる。

　長ちよう陽ようの渡しから西に五長里キロメートル。屈曲した川のくぼみに砂がたまった浅瀬があった。そこへ、『蓮れん』の一文字を染めた旗を掲げた川船が突っ込む。

「のし上げるでぇ！」

　船頭が綱で結ゆわえられた碇いかりを船尾から落とした。行き足が残った川船はしばし前進した後、川底の砂にのし上がるようにして斜めに止まった。

「上陸だよ！　野郎ども！」

　騎馬が船ふな縁べりを乗り越えて船から降りた。水を蹴けって河岸へと上がる。騎馬武者の首に巻いた赤い絹けん布ぷが翻ひるがえる。承安軍の練兵将軍、蔡さい蓮れんである。

「あたしが一番乗りだあっ！」

「蔡蓮様に続けー！」

　歩か行ちの兵が膝ひざまでの浅瀬に飛び降りて蔡蓮に続く。その後方には、十数艘そうの川船。いずれも承安軍の兵士を満載している。だが、最初の数艘はともかく、その後は控えめに言っても大混乱であった。桟橋が整備された長陽の渡しと違い、この場所は天然の浅瀬だ。長年船渡りに使われる間に川底を浚しゆん渫せつし、船着き場を拡張してきたわけではない。揚よう陸りく可能な場所は限られている。

「おら、そこどけー！　わしの船が入れんやろうが！」

「わしが先や！　ぶつけたろか、アホンダラア！」

「そこの白い旗つけたドン臭くさいの！　何を砂さ洲すでちんたらしとんのや！」

「こっちは濡ぬれたらあかん荷を積んどんじゃ！　荷に揚あげ終わるまで動けんわ！」

　川船の船頭はいずれも承しよう安あん出身で、生まれたときから水の上で生活しているような連中だ。腕がよいだけに、揚よう陸りくが簡単な場所に集中する。挙げ句の果てに船同士が衝突して、兵が川に投げ出される始末だ。

「何やってんだい、まったく。だらしないねぇ」

　蔡さい蓮れんは舌打ちした。みずから望んで真っ先に上陸したはいいが、全軍が上陸するのは当分先のことになる。何しろ対岸には一万の兵がおり、さらに二万が街道を北上しつつある。

「上陸作戦全体の指揮は臨りん在ざいのやつだろ？　騎兵のくせに動きが遅いったらありゃしない。だいたい、補給物資なんて兵の後でいいだろうに」

「蔡蓮様！　敵です！」

　川土手に、百あまりの帝国兵の姿があった。榎えのき耶や将軍と配下の参さん謀ぼうは承安のある下流に警戒の目を向けてはいたが、上流側にも警戒部隊を置くことは怠おこたっていなかったのだ。そのうちの一騎が下流側へと駆かけ出し、姿を消した。

「あ、敵が逃げますぜ！」

「いや、あれは逃げてんじゃないよ。伝令を送ったんだ」

　残った帝国兵のうち、十人ばかりが弓を手に川土手の上に並んだ。斜め上に矢を向け、ぎりぎりと大きく弓を引き絞しぼる。

「矢や！」

「盾たてや！　盾上げぇっ！」

「蔡蓮様、前に出たら危ないでっせ！　馬から下りてください！」

　盾を持った兵が蔡蓮を囲もうとする。だが、蔡蓮はそれを止めて川土手をにらんだ。そして何かに気がついたかのように、はっと後方を振り返る。

　そこには、ミズスマシのようにくるくると動き回る川船の姿があった。

「あの連中を排除するよ！　あたしに続け！」

「そんな、無茶や！」

「いいから続け！　狙ねらわれてんのはあたしらじゃないんだよっ！」

　蔡蓮がそう言うのと、矢が放たれるのは同時だった。土手の上から仰ぎよう角かくをつけて放たれた矢は、空高く舞い上がると、放物線を描えがき──。

　蔡蓮たちを飛び越えると、兵を満載した川船の上に落下した。矢が突き立った船頭が悲鳴を上げて川に落ちる。船頭を失ったその船は、別の船と衝突して横転。兵士たちが川に投げ出される。

「やっぱり狙いは川船、それも船頭かい！　帝国兵ってのは、本当にこすっからいね！」

　蔡蓮は馬を駆けさせた。後ろから兵たちが慌あわててついてくる。踏ふみ分け道を走らせ川土手へと上がると、槍やりを手にした帝国兵が蔡蓮の前に立ち塞ふさがった。

「上陸の邪じや魔まはさせないよ！」

　蔡さい蓮れんは手た綱づなを放し、二刀を引き抜くとためらうことなく帝国兵の中に馬を走らせた。

「死になっ！」

　幅が狭せまい川土手の上では、数の優位を活かした槍やり衾ぶすまは展開できない。百人の兵がいても一度に戦えるのは三人か四人だ。蔡蓮が右に左に刀を振るい、腕や顔を切られた帝国兵が悲鳴を上げて川土手を転がり落ちていく。

「蔡蓮様、ご無事でっか！」

「帝国兵は皆殺しや！」

「囲め、囲め、土手の反対側に登れ！」

　蔡蓮の後を追って、承しよう安あん軍が十人、二十人と川土手に上がってくると、警戒部隊を率いる帝国軍の隊長は、思い切りよく撤退を指示した。徒歩の兵を先に逃がし、騎乗した兵で足止めをする。ある程度、徒歩の兵を逃がした後で、騎兵が下がる。

「逃がすんじゃないよ！　石投げなっ！」

「おうっ！」

　河原には手頃な石がいくらでも転がっている。承安兵は懐ふところに入れていた石を逃げる帝国兵に向けて投げた。河原の丸い石が鎧よろい兜かぶとに当たっても死にはしないが、姿勢を崩させたり、馬を驚かせて落馬させる効果はある。

　乱れた隊列を整えるため、帝国軍の隊長が前に出てきた。

「今だっ！　その首、もらったぁっ！」

　蔡蓮は大声で怒鳴ると、乗馬の腹を両脚で絞しめた。馬が弾はじかれたように飛び出す。

　帝国軍の隊長からすれば、いきなり目の前に蔡蓮が出現したようなものだろう。驚きで目と口が丸くなっている。

　蔡蓮は左手の刀を突き出した。両刀はどちらも同じように使いこなせるが、利き腕の左がつい先に出る。その刀が弾かれた。男の手には馬ば上じよう槍そうがある。顔は驚いたままだ。鍛たん錬れんで染みついた槍捌さばきが刀を防いだのだ。

「はっ！　やるね、あんたっ！」

　蔡蓮は笑った。昨日まで彼女が預かっていた二万の新兵に、ここまでの動きをする兵はいなかった。瘦やせても枯れても帝国軍だと思う。

「でも、まだまだっ！」

　右手の刀が死角から伸びる。強い手応え。男の持つ槍の穂ほ先さきが飛ぶ。

　少し遅れて、男の左の首筋から赤い血が宙へ噴き出した。その奔ほん流りゆうに押されるように、男の身体からだが右に倒れ、馬から落ちた。

「帝国軍の将！　この蔡蓮が討うち取ったあっ！」

　蔡蓮が血に濡ぬれた刀を掲げ、大音声で怒鳴る。場所は河岸の土手の上だ。声は聞こえずとも血刀を振るい勝ち誇ほこる女将軍の姿は敵味方、どちらの兵にもよく見える。討ち取ったのは下級将校だが、ここは大げさに言ったほうが受けがいい、と蔡さい蓮れんは判断した。南域の人間はノリを大事にする。

　まず、帝国軍の兵が崩れた。戻りかけた隊列が崩れ、我先に逃げ散る。だが、狭せまい土手の上のこと。かえって互いが邪じや魔まになり、速度が落ちる。

　続いて、承しよう安あん軍の兵が歓声を上げて帝国兵を追う。こちらも統制は取れていないが、蔡蓮は気にしなかった。大事なのは、兵の意気を上げることと、橋きよう頭とう堡ほを広げることだった。

　蔡蓮は河岸に降り、渡河点で右往左往している川船に大声を張り上げた。

「何やってんだい！　あんたらもどんどん岸に上がりな！　あたしにいい男ぶりを見せてくれたら、おいしいご褒ほう美びが待ってるよ！」

　蔡蓮が煽あおると、兵がどよめきたった。




　同時刻。対岸の長ちよう陽ようの街では、承安軍本陣の陣屋で同じ報告が歓声と共に伝えられていた。

「第一波、北岸への上陸に成功しました！」

「ほうか！　やったか！」

　鳳ほう鶴かくは踊り出さんばかりだ。

「指揮官は臨りん在ざいやったな。大手柄や」

「はい。それと、蔡蓮様です。蔡蓮様は一番手として上陸し、迎げい撃げきに出た敵将を討うち取られました」

「おお！　そらまた幸さい先さきがええな！　こら勝ったも同然や！」

「まだわかりません。橋頭堡が維持できるかどうかはこれからです」

　崇すう鳳ほうが冷静に言う。

「ん？　むむ……そらそうやな。北岸には〝銀しろがね〟がおったわ。臨在が最初に持っとった騎兵部隊は、温うん蕉しようで〝銀しろがね〟にボコボコにされたんやったな。蔡蓮がおるとはいえ、今回は大丈夫やろか？」

「己を知り、敵を知れば百戦危あやうからずと言います。かつて臨在将軍が敗北したのは、みずからの騎兵部隊の数を過信し、敵である近この衛え騎兵連隊を少数と侮あなどったがゆえ。こたびはそのような失策はなかろうと思います」

「お、何か策を授けたったんか？」

「策というほどのものではありません。ちょっとした罠わなを考えつきまして」

「罠やと？　あの悪魔みたいな〝銀しろがね〟相手に、下へ手たな罠やと踏ふみ破られるで。前にも、馬防ぎの柵やら穴やら、いろいろ仕掛け罠をやったんがおるが、全部、やられてしもうたわ」

「〝銀しろがね〟を相手に武勇を試す罠は効果がありません。〝銀しろがね〟を罠にかけるには、ここを攻めるべきです」

　崇鳳は自分の胸をとんとん、と叩たたいた。

「胸？」

「矜きよう持じです」

　崇すう鳳ほうは鼻をぷくぷくと膨ふくらませて言った。

「帝国軍は我々の兵が、訓練もろくに受けていない威勢がいいだけの若者の集合体であることを知っています。指揮官をつぶされれば、烏う合ごうの衆と化す……、それが我々の兵の最大の弱点です」

　鳳ほう鶴かくは苦笑いを浮かべてうなずいた。

「それはまあ、その通りや。わしらの兵隊は数こそ多いが、中身は食い詰めモンの寄せ集めやからな……」

「ですから〝銀しろがね〟は、間違いなく我がほうの指揮官を狙ねらいます。上陸部隊の本陣があれば、たとえこちらが一万でも二万でも、数に臆おくすることなく間違いなく、そこを狙います。たとえ、そこが川の近くの湿地で馬の足が鈍にぶる場所でも、馬から下りて歩行になってでも戦う。勝利に必要とあれば、そこまでやる。その矜持が〝銀しろがね〟の強さの根源です……」

　崇鳳の鼻のぷくぷくが大きくなった。

「つまり、将棋を立てて、指揮官がここにいるぞ、と教えてやれば、そこへ突っ込んでくるということです。〝銀しろがね〟は我がほうの戦線を突破し、本陣を目指すでしょう。そこに罠わなが待ち構えているとも知らずに……」

「上う手まくいきまっか？」

「私の言いつけ通りに、ちゃんと仕掛けがしてあれば、上手くいきます」

　──ムルトの背中の傷の仕返しだ。しっかり受け取ってもらわねばな。

　崇鳳は、付け足した言葉を口に出すことなく、自信ありげにうなずいてみせた。




　そして、承しよう安あん軍の本陣で予想していた通り、帝国軍は近この衛え騎兵連隊──承安軍にとっては〝銀しろがね〟──を使って、上陸した舞台を押し戻そうとした。

　泉せん野や聡そう凛りん率いる近衛騎兵連隊は、北岸に上陸した承安軍を錐きりのように三回貫いた。先頭を駆かけるのは常に連隊長の聡凛だ。副官はその斜め後ろを駆けた。

　三回の突撃で、騎兵連隊は数騎が馬をやられて脱落した。損害の少なさは承安軍が騎兵の突撃をまともに受けようとしないことの裏返しでもある。

　ぶつかれば、逃げ散る。けれど、崩れない。指揮を断ち切れないからだ。

　副官は最初、敵の指揮官を赤い布を首に巻いた女将軍だと見ていた。旗には『蓮れん』の文字。その旗の持ち主については、榎えのき耶や将軍の参さん謀ぼうたちが調べ上げていた。

　練兵将軍、蔡さい蓮れん。承安で新兵の訓練を担当している将軍だ。昨日は姿を見せなかったが、新兵たちと共に北上しているのはわかっていた。二刀の使い手で、腕が立つ。元帝国軍の将校で、乱の後は承安軍の将軍となった夫がいたが、こちらは温うん蕉しようの戦いで戦死している。

　上陸部隊の中で他に将旗を掲げた者はおらず、副官は蔡さい蓮れんが指揮官だと判断し、聡そう凛りんにそれを伝えた。

　一回目の突撃では、だから連隊は『蓮れん』の旗へと突き進んだ。蔡蓮本人は討うち取れなかったが、周囲の兵は蹂じゆう躙りんした。

　しかし、承しよう安あん軍はすぐに立て直した。それも、『蓮』の旗があるのとは別の場所で。

「だめです、連隊長！　敵は立て直しに入っています」

　三回目の突撃の後、近この衛え騎兵連隊は小高い丘の上へと抜けた。振り向けば、眼下には混乱状態にある一万の敵。だが、その混乱も、河岸に近い場所からじわじわと収まってくる。

　河岸に、馬車を連結して作った車列陣地がある。三回目の突撃は、それを狙ねらったものだった。かぎ爪つめのついた縄なわで引っ張って車列の一部を崩し、中にいた下士官や将校を蹂躙したのだ。

　もし、あの中に承安軍の指揮官がいれば、それで決着がついたはずだった。だが、騎兵が駆かけ抜けてしばらくすると、旗や太たい鼓こで混乱が収まり始めた。

　そのときになってようやく、敵の指揮官がどこにいるかがわかった。

「さすがに、あれでは手が出せません」

「確かに、な」

　川の北寄りを、一艘そうの川船が通る。旗や太鼓の指令は、そこから広がっていた。昨日戦った衛えい賢けんが馬が登れない丘の上で指揮を執っていたように、今日の敵は、川の上の船から指揮を執っていた。旗印は『臨りん』。南域の乱で近衛騎兵連隊が最初に戦った相手である。

「それにしても、一万もの兵をどうやって短時間で上陸させたのかと思えば、川船ですか。あの船、どっから出てきたんですか？」

　承安軍が使ったのは、底の浅い、小型の川船である。光こう来らい川の下流の広い湿原と三角州を自由自在に行き来する南域の川船が、ざっと見ただけで五十艘以上、南岸と北岸の間をすいすいと行き来している。

「承安からだな。この辺りとは船の形が違う」

「連中が長ちよう陽ようの街を占領したのは昨夜のことですよ？　下流には、川底に鎖くさりや杭くいも沈めてあるじゃないですか。どうやって？」

「さて、我々の知らぬ水路があるのか。陸の上を運んできたのか。いずれにせよ、今の我々が気にすることではあるまい」

「それは、そうです」

「承安軍が十分な数の船を持ち、長陽の渡しとは別の場所に上陸をかけてきた。今はそのことだけを考えればよい。ここに橋きよう頭とう堡ほを築かれれば、北岸防衛線は戦わずして無力化される。

　ここから北上を続け、北岸防衛線を迂う回かいしてそのまま帝都に向かうことも可能だ。北岸防衛線を守りながら、さらに北上する万を超える軍勢を迎げい撃げきする戦力の余裕は我々にはない」

「何とかして川に叩たたき落としたいところですが……」

　近この衛え騎兵連隊は三回突撃し、そのたびに承しよう安あん軍の将兵に少なからぬ損害を与えた。だが、背水の陣となった承安軍は、逃げる場所がないこともあって粘ねばりを見せ、潰かい走そうには至らない。もちろんそれは聡そう凛りんとて理解している。潰走させるには、指揮官とその参さん謀ぼうを討うち取るしかない。

「負傷五、脱落三！　脱落の三人は馬をやられました」

　三回目の突撃の被害報告が集計される。副官が聞く。

「四回目の突撃、行きますか？　右う翼よくのほうが手薄なようです」

「無む駄だだ。これ以上は突撃を繰り返しても、崩すことはできん」

「では、下がりますか？」

「駄だ目めだ。ここで橋きよう頭とう堡ほを築かれては、防衛線が崩壊する」

　聡凛は三回目の突撃で崩した車列を指さした。

「あれを狙ねらうぞ」

「車列を？　焼くんですか？　確かに補給物資を焼けば動きは鈍にぶくなりますが」

「いや、占領する。そして、馬を下り、車列を盾たてにしてあの中で戦う」

「はぁっ？」

　副官の口があんぐりと開く。

「連隊長殿、そいつはいくらなんでもやばすぎます。馬を下りて足を止めれば、我らはただの歩兵。歩兵一万に対して歩兵千では、勝ち目はありません」

　鏃やじりの隊形を組んで走る千の騎兵であれば、相手が一万でも十万でも、正面の敵は常に十人単位。足を止められなければ、戦いようはある。だが、歩兵の戦いは、面と面のぶつかり合いだ。一万対千では、車列の防御陣があっても、長くは保もたない。

「それでも、だ。さきほど突破した際に、あの車列の中には、弩きゆう車しやが三台あった。あれを使えば、水上にいる敵の指揮船を狙ねらえる」

「むむ……」

　副官は聡凛が勝ち目がない、という彼の言葉を否定しなかったことに気がついていた。泉せん野や聡凛の全能力をもってしても、この作戦に絶対の勝ちは保証できないのだ。

「負傷した者、馬を失った者は車列までたどり着けないな。榎えのき耶や将軍宛てに報告書を持たせて本陣に戻らせろ。我々があそこで粘ねばっている間に、本陣からの増援が到着すれば、やつらを川に追い返せる」

「わかりました」

　副官は腰の帳面を広げて、これまでの戦闘経過をまとめた報告書を作成する。

　書きながら果たしてこの報告がどのように受け止められるやら、と考えている。今の帝国軍にとって切り札である近この衛え騎兵連隊を、どう言い繕つくろっても死地に放り込もうというのだから。

　正気ではないと言われれば、その通り。

　本気かと問われれば、これまたその通り。

　なのに、兵は誰もが平然とこの命令を受け取り、迷う様子がない。副官自身も、半なかば呆あきれ、半ばあきらめ、そしてどこか浮き立つ気持ちで命令に従っていた。

　やがて、準備を整えた近この衛え騎兵連隊は四度目の突撃を始めた。




　丘の上から逆落としに駆かけてくる千騎の〝銀しろがね〟を、蔡さい蓮れんは半ば呆れ、半ば怒いかり、そしてどこか浮き立つ気持ちでながめた。

「やるねぇ、そうじゃなくっちゃ」

　蔡蓮はぺろり、と唇くちびるを舐なめる。塩と鉄の味がした。蔡蓮の額ひたいには血のにじんだ包帯が巻かれている。〝銀しろがね〟の最初の突撃を受けたとき、落馬して受けた傷だ。

　彼女が今いるのは車列で作った円陣の前だ。周囲では兵が馬防ぎの杭くいや、車列を繫つなぐ綱を抱かかえて走り回っている。

「蔡蓮様、お下がりください！」

「馬ば鹿かを言うんじゃないよ！　こんな猫ねこの額のような橋きよう頭とう堡ほで、どこに下がるってんだい。それより、今度こそ〝銀しろがね〟を止めるよ！」

　蔡蓮がそう言って両刀を掲げると、兵の間からヤケクソな歓声が上がった。承しよう安あん軍にとっては鬼より怖い〝銀しろがね〟の突撃を三度も受けて立ち直れたのは、指揮官の臨りん在ざいが安全な川の上にいて、そこから命令を下していたからだが、蔡蓮の存在が士気を鼓こ舞ぶしているためでもある。

「今度は、簡単に引き倒されないように、しっかり穴を掘って馬防ぎの杭を埋め込むんだよ。騎兵なんてのはね、足を止めたら怖ないんだから！」

「へいっ！」

　兵が地面に穴を掘り、杭を打ち込む。北岸に上陸した一万は、将校と斥せつ候こうをのぞけば歩兵ばかりだ。機動力のある〝銀しろがね〟が橋頭堡を落とすために来ることも、想定のうちである。

「いいかい、あんたたち！　〝銀しろがね〟はあたしの旦だん那なの仇かたきだ！　手ぇ出すんじゃないよ！」

「へ、へい！」

「ですが、蔡蓮様。臨在将軍は、〝銀しろがね〟が突っ込んできたら戦わずに逃げろつうて、さっきから旗振ってまっせ」

「他の場所なら、それもいいだろうさ。けど、ここに揚よう陸りくしてあるのは、弩きゆう車しやをはじめ、貴重な品ばかりだよ。これを守らなくて、何を守れってんだい」

「そりゃまあ、そうですが」

　部下がもごもごと口を濁にごす。

　蔡蓮はちらりと後方を見た。『臨りん』の旗を掲げた川船が旗を振り、太たい鼓こを打ち鳴らしている。指揮官としては正しいのかもしれないが、自分だけ安全な場所にいて、兵を戦わせる様子には軽けい蔑べつの念しか抱いだけなかった。

　──あんなのに比べりゃ、〝銀しろがね〟のほうがいい男だよ。死んだうちの旦那には劣るけどね。

　最初に突撃を受けたときには、将旗を置いて兵の見回りをしていたので、正面からぶつかることができなかった。駆かけ抜ける騎兵の隊列に、横合いからがむしゃらにぶつかっていって落馬した。二度目と三度目も、やはり駄だ目めだった。

　──ああ見えて、〝銀しろがね〟の連中は無理なことはしていない。抵抗の強い場所には突っ込まない。すり抜けるようにして、弱いところ、弱いところを崩していく。

　蔡さい蓮れんとて、伊だ達てに練兵将軍の名を頂ちよう戴だいしてはいない。三度の突撃で、近この衛え騎兵連隊がどう動くかは読み取れるようになった。

　──だから、〝銀しろがね〟を止めるには〝銀しろがね〟が狙ねらってくる場所に最初から陣取らなきゃね。間違いなく、今度はここに来る。

　なぜ、ここに来るのか。言葉にはできなかった。けれど、蔡蓮には確信があった。〝銀しろがね〟は来る。彼女のいる場所へ。

　〝銀しろがね〟の旗が蔡蓮から見て右へ、左へ、そして右へ動いた。そこまで来たところで、旗は見えなくなる。乱戦の中では、彼我の距離が近づくほど相手の動きが見えなくなりやすい。

　蔡蓮を囲む周囲の兵がざわつき始めた。

「来るよ」

　蔡蓮はそう言って、二刀を抜いた。

　陽光をきらめかせ、銀色の輝きが蔡蓮の正面に現れた。

　迷うことなく、蔡蓮はその先頭へ馬を走らせた。槍やりの穂ほ先さきが唸うなりを上げ、蔡蓮に向けて突き出される。蔡蓮は上体を反らしながら二刀を交差させた。槍の穂先を二刀で受ける。鉄輪で補強された槍の柄えが刃とこすれて火花を散らす。

　だが、完全には受け流せなかった。槍の穂先が蔡蓮の首に巻かれた赤い絹けん布ぷを切り裂く。上体を反らしていなければ、肩を抉えぐられていただろう。

　──なんて重い槍だい！

　蔡蓮は呆あきれた。槍を操あやつる腕は一本。刀を支える腕は二本。なのに、受け流した彼女の腕には重い痺しびれが残っている。

　──これが〝銀しろがね〟の将、泉せん野や聡そう凛りんの槍かい！

　強い。圧倒的に強い。

　自身も腕に覚えがある蔡蓮だからこそ、彼我の圧倒的な力量の差がわかった。足を止めての戦いであれば、数合と持たずに負ける。

「だけど！　今ならっ！」

　蔡蓮は身体からだを起こしながら馬の腹を蹴けった。馬が飛び込むように前へ駆ける。一歩。二歩。それだけで蔡蓮の身体は聡凛の懐ふところに入る。互いの馬が擦こすれ合うほどの距離。長い槍では突くことも、横よこ殴なぐりにすることもできない間合いだ。

　聡凛と蔡蓮の視線が交差した。

　聡そう凛りんの眉まゆがぴくん、と動く。それが驚きであるとわかり、蔡さい蓮れんはにぃ、と歯をむき出しにして笑えみを浮かべる。不意を打てた、と思う。

「あたしの！　勝ちだ！」

　蔡蓮の刀が聡凛の首筋へ滑すべり込む。反り身の刀が、聡凛の頸けい動どう脈みやくに迫せまる。

　届いた、と蔡蓮が確信した瞬しゆん間かん。彼女の視界を黒いものが覆おおった。

「ごべっ!?」

　蔡蓮の頭が後ろへのけ反る。空が見える。世界が斜めになる。ふわっ、とした一いつ瞬しゆんの浮遊感。肩と背中に強い衝撃。馬ば蹄ていに踏ふみにじられた草の臭におい。

　自分が落馬したのだ、とわかったのはその後だった。

「こにょにゃにゃにゃぁっ！」

　この野郎、と言おうとして舌がもつれた。

　蔡蓮は頭がよくない。だから、頭より先に身体からだが動く。起き上がろうとして、腕が棒のようなものに触れた。落馬の衝撃で二刀はどこかに飛んでいた。

　これを代わりの武器にする、という意識が浮かぶ前に蔡蓮はその棒を持ち上げようとした。重い。見かけよりもずっしりとした槍やり。

「これは……あいつの槍か」

　泉せん野や聡凛の槍が蔡蓮の足元に落ちていた。ここでようやく、蔡蓮は自分が具足をつけた拳こぶしで殴なぐられたのだ、と理解した。泉野聡凛は間合いを詰められた瞬しゆん間かんに躊躇ためらうことなく槍を捨て、その右腕で蔡蓮を殴り飛ばしたのだ。

　蔡蓮は戦場を見回した。戦いは続いているが、様子がおかしい。蔡蓮は耳をすました。剣けん戟げきの響き、怒号、悲鳴、男たちの叫さけび声。戦場では聞き慣れた音が聞こえる。だが、その音に動きがない。

「止まってる？」

　黒地に銀の刺し繡しゆうを施ほどこした近この衛え騎兵の連隊旗が、止まっていた。場所は車列で作った円陣の中心。

「どういうことだい？」

　騎兵の足を止めるというのは、蔡蓮の狙ねらい通りではあった。彼女は一騎打ちで聡凛を殺すか、負傷させてそれを実現するつもりだった。だが、実際には、すれ違いざまに打ち倒されたのは蔡蓮のほうで、聡凛は槍を手放しただけで駆かけ去っていった。

「蔡蓮様！　大丈夫ですか！」

　兵が駆け寄ってくる。蔡蓮は聡凛の槍を支えに、ふらつく足で立ち上がった。

「あたしは大丈夫だ、それより〝銀しろがね〟はどうなった？」

「連中は馬を下りて車列の中にいます」

「あいつ……何をするつもりだい」

　首の裏がピリピリする。




『臨りん』の旗を掲げた川船の上で、臨りん在ざいは蔡さい蓮れんと聡そう凛りんの一騎打ちを見ていた。

「あ！」

　勝負は彼が一声上げる間に終わっていた。蔡蓮と聡凛の馬がぶつかるように重なるや、蔡蓮は馬から落ち、聡凛はそのまま駆かけ去った。

「やられてもうたか！」

　残念ではあるが、意外ではない。

　元帝国騎兵で乱の最初に聡凛に一方的に蹂じゆう躙りんされた経験を持つ臨在からすれば、蔡蓮と聡凛の戦いがどうなるかは、火を見るよりも明らかだった。武勇で泉せん野や聡凛を上回る剛の者は承しよう安あん軍にいない。一騎打ちで勝てるようなら、苦労はないのだ。

　臨在は端から聡凛に勝つことをあきらめていた。彼が狙ねらっていたのは、時間切れである。

　長ちよう陽ようの渡しからここまで駆け、さらに繰り返される突撃。騎兵よりも先に馬がつぶれる。そのときまで兵の損害を抑えて、のらりくらりと時間を稼ぐのだ。

　──崇すう鳳ほうはんから一応は勝てる手を教えてもろうとるが……こればっかりは相手の動き次第やからな。

　言われた通りの仕掛けはしたが、できるのはそこまでだ。

　蔡蓮を打ち倒した聡凛は、そのまま渡河点に作り上げた車列の中に入った。途中で騎兵のひとりから槍やりを受け取っている。蔡蓮との戦いは一方的なもののように見えたが、聡凛から槍を奪うばうくらいのことはできたらしい、と臨在は考えた。自分ではそれすら望めないのも、わかっている。それを思うと、胸の中で黒いものがもやもやとする。

　聡凛に続いて、近この衛え騎兵連隊の残りが、車列の中に入った。

　そして出てこない。旗も止まっている。

「何や何や。どないした」

「〝銀しろがね〟のやつら、何やっとんのや？」

「おいおい、あいつら馬から下りおったで？」

「何考えとんのや？」

　川に浮かんだ指揮船の上で、承安軍の士官たちが首を傾かしげる。

　その中で、ただひとり。上陸部隊司令官の臨在だけがわなわな、と指を震わせ、しわくちゃになった書き付けの一枚を広げていた。

「あほな……んなことがありえるんか。ここに書いとる通りや」

　戦いが始まる前に崇鳳から授けられ、まさかそんなことはあるまい、と思いつつも準備をしてきた策がそこに書かれていた。

「どないしました、大将？」

「いや、ええ。〝銀しろがね〟のやつら、どないなっとる？」

「ええ。馬から下りて……あ、車列を組み直してます。あん中で何するつもりですかね？」

「弩きゆう車しやはどないしとる」

「え？　あ、ああっ！　〝銀しろがね〟のやつら、弩車をこっちに向けて動かしとります！　この船を狙ねらうつもりですぜ！」

　それを聞いて、臨りん在ざいをのぞく全員がぎょっとする。

「わしらを狙うやと？　そのためだけに、ド真ん中で止まったんかっ？」

「どんだけ殺意高いんや、あいつら！」

「漕こげ！　櫓を漕げ！　弩車にやられたら、船底まで一発で抜けるで！」

　逃げようとする部下を、臨在が一いつ喝かつする。

「逃げんでええ！　おい！　火矢の準備や！」

「はっ！　え、火矢？」

「そうや。これを見てみぃ。崇すう鳳はいはんは、こうなることを──〝銀しろがね〟の連中が、車列の中に入ることをお見通しやったんや」

「なんやて……」

「神しん算さん鬼き謀ぼうとはこのことやな」

　臨在が突き付けた崇鳳の書き付けを見て、承しよう安あん軍の士官は口々に褒ほめそやした。

「わかったら、火矢の準備や！」

　臨在は書き付けを懐ふところにしまって叫さけぶ。

「火矢の準備、できました！」

「よし、狙うんは、あの白い旗や！」

　わざわざ最初の川船で送り届けた、決して濡ぬらしてはならぬと厳命しておいた箱の上で、白い旗が風を受けて翻ひるがえっていた。




　それは虫の知らせ、というものだったのかもしれない。

『臨りん』の旗をつけた船が、岸に近づいてくるのを見て、副官は嫌いやな予感に襲われた。弩車を使って指揮船を狙うというこちらの意図に、あまりに都合がよすぎたからだ。

「どういうつもりだ？　わかってないのか？」

　まさか車列の外で待ちかまえていた女将軍のように一対一で決着をつけよう、というつもりでもあるまいと、副官は腰の帳面に記された臨在の経歴から推論した。元帝国軍の騎兵だった臨在は、軍務局に記録が残されていたので、他の指揮官より詳くわしいことがわかっている。といっても、勤務評定には見るべきほどのものはない。そこそこに馬の扱いは長たけており、仲間の人気もあったが、素行が悪く、結果として帝国軍を追い出されている。

　──馬術も武術も、連隊長殿はおろか俺にすら劣る。それに、そんな殊しゆ勝しような男でもあるまい。

　逃走するならともかく、近づいてくるのは理に合わなかった。

「弩きゆう車しや、急がせろ！」

　近づく指揮船の船縁には大おお盾だてが並んでいる。手持ちの弓では貫けないが、弩車であれば、薄紙一枚ほどの防御効果もない。

　指揮船が岸辺から三十短里メートルの距離で止まった。船の中で兵が弓を引き絞しぼっている。矢の先に布と炎。火矢だ。

「あん？　どこを狙ねらって」

　狙いが微び妙みようにズレていた。副官は弓が狙う先に目を向ける。

　白い旗が立っていた。下には布で覆おおいをかけられた壺つぼと箱。

　その壺に記憶が呼び覚まされる。

　温うん蕉しようの街での戦い──

　最後に補給物資を襲撃し──

　ぼんやりと天幕の前に立っていた仮面の文官──

　火を放つや、爆発した天幕。ああ、油壺だったんだなと──

　断片的な記憶がひとつに繫つながる。

　びんびんびん、と弦げんが鳴る音。火の粉こを散らしながら空へ延びる矢。

　落下先にあるのは、白い旗。そして。

「全員、その場に伏せろっ！」

　副官は大声で怒鳴った。




　次の瞬しゆん間かん。

　天地を揺ゆるがすような轟ごう音おんが鳴り響き、爆風が指揮船を大きく揺さぶった。

　黒い煙が、空へ昇っていく。

　臨りん在ざいは揺れる船ふな縁べりにしがみつき、狂ったように哄こう笑しようしていた。

「見たかっ！　見たかっ！　見たかっ！」

　誰に言ってるのか、自分でもよくわからない。吼ほえ、笑い、気がつけば涙さえ流していた。

「何が近この衛えやっ！　何が〝銀しろがね〟やっ！　お前らかて人やっ！　人は死ぬんやっ！　殺せるんやっ！」

　弩車が一台、横転していた。銀色の鎧よろいを着た騎兵が下敷きになっている。臨在の目には、近衛騎兵はこの一発の爆発で全滅したかのように映っていた。

　実際には炎と爆音こそ派手であったが、それほどの爆発力があったわけではない。弩車が横転したのは、向きを変えるための牽けん引いんの途中、爆発に驚いた馬が暴れて引っ張ったせいである。

「おい、早く船を岸につけぇ！　〝銀しろがね〟の指揮官を！　泉せん野や聡そう凛りんの首を取るで！」

「おう！」

　泉野聡凛の首ともなれば、この戦いくさの一番手柄である。榎えのき耶や将軍よりも承しよう安あん軍にとっては価値があるとも言える。欲にかられた兵たちが櫓ろを漕こいで船を岸に上げようとした、そのとき。

　ざぁっ、と一陣の風が北から吹き下ろしてきた。爆発の煙が川面に流れてきて、視界を遮さえぎる。

「ぶわっ」

「何も見えん」

　そして風と共に煙が吹き払われた岸辺に、銀色の鎧よろいを着た偉丈夫が槍やりを右手に立っていた。兜かぶとには指揮官を示す角飾り。胸に輝くは下か将しようの略りやく綬じゆ。

「な──」

　泉せん野やん聡そう凛りんは無言のまま槍を持つ右腕を引いて後ろへのけ反ると。

　全身を発バ条ネとしてしならせ、渾こん身しんの力を込めて伸び上がり、槍を投とう擲てきした。
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　爆発と炎の混乱の中、ふらふらと立ち上がる姿があった。聡凛の副官である。

「あたたた。耳がガンガン鳴ってやがる──お」

　そこで副官は事態に気がつく。

「連隊長！　連隊長はどこかっ！」

「ここだ！」

　河岸に頼もしい長身の姿があった。

「おお、連隊長殿！　ご無事──」

　副官は息を吞のんだ。聡そう凛りんの右目に大きな破片が刺さっていたからだ。

「おう、お前も無事だったか」

「連隊長殿、その目は……」

「不覚を取ったな。やはり片目がないと距離が上う手まく摑つかめん。負傷はさせたと思うが、逃げられた」

　川面では『臨りん』の旗の下に槍やりが刺さった指揮船が大おお慌あわてで南岸に逃げていくところだった。

「負傷って……臨りん在ざいにですか？」

「そうだ。ここにいてももはや意味はない。行くぞ」

「行くって……」

　陸の側に目をやると、一万の敵の姿が目に映った。爆発と煙は、いささかならず承しよう安あん軍にも混乱を生じさせていた。また、臨在の指揮船が逃げていったことで、混乱が収まる気配もない。

「どっちへ行くんです？」

「何を言う、副官。決まっているではないか」

　聡凛は前を指さした。

「近この衛え騎兵連隊、前へっ！　敵陣を突破し、味方本陣へと帰還する！」




　長ちよう陽ようの渡しにある承安軍本部へは、上流から次々と報告が届けられた。

「〝銀しろがね〟が橋きよう頭とう堡ほに現れました！」

「蔡さい蓮れん将軍が、〝銀しろがね〟の大将と一騎打ち！　残念ながら、討うち取られました！」

「橋頭堡で爆発！　煙がここからも見えます！　被害は不明！」

「蔡蓮将軍はご無事です！　生きてます！」

「臨在将軍、負傷！　南岸に撤退！」

「臨在将軍に代わり、蔡蓮将軍が上陸部隊の指揮を執るとのこと！」

「北岸の橋頭堡に帝国軍の反撃がありましたが、押し返しました！」

　一喜一憂する承安軍の本陣の中で、面めん涼りようは崇すう鳳ほうに話しかけた。

「戦場ってのは相変わらず混乱するね。いったい、どうなってるんだろう？」

「間もなくわかります。対岸の帝国軍陣地に動きがあるはずですから」

　崇鳳の言葉通り、決定的な報告が届いたのは、日が西の空に傾かたむき始めた頃だった。

　報告は上流の上陸地点ではなく、目の前の長ちよう陽ようの渡しから届いた。

「帝国軍が撤退していきます！」

　本陣の中に、おお、と、低くどよめきが起きる。

　報告を受けた崇鳳が前に出た。

「川船をこちらに戻してください。本軍を北岸に渡します」

　上流で渡河を成功させた川船は、聡凛が見抜いた通り、承安から運ばれたものだった。

　温うん蕉しようの近くで光こう来らい川の支流に入った川船は、灌かん漑がい用の水路を利用しながら北上。最後は人海戦術で地面の上を運ばれて光来川の上流に出て、奇襲を成功させたのだった。

「いよいよ……帝都だね。まさかこんな形で戻ることになるとはなぁ」

　本陣に広げた地図や報告の写しを片付けながら、面めん涼りようがしみじみ、とした口調でつぶやく。

「ここまで来れば、騎き虎この勢いです。苑その山やまの死など、流れは明らかに承しよう安あん軍に向いています。上流の渡河点に振り向けた三万の上陸部隊を帝国軍が撃破できなかったことから、地方軍の増援が来ていないこともはっきりしました。

　帝国軍は最大で三万。おそらくは二万以下。長ちよう陽ようにいる本軍五万を上陸させれば、弱体化した帝国軍に支えきる力はないでしょう」

　崇すう鳳ほうの声は弾はずんでいた。

「なら、このまま帝都かな？」

「はい。帝都へ逃げ帰り、城壁に頼って篭ろう城じようするか、もしくはここで最後の一戦を挑いどむつもりかもしれません」

　崇鳳は地図の一点を指さした。帝都を望む場所にある緩ゆるやかな丘陵地帯だ。

「ここは古来より、国の興亡を決める戦いくさが何度も行われてきた場所です。ここで勝利したことで滅びる直前の国が長らえ、逆にここで敗北したことで興こう隆りゆうしていた国が消えたことがあります」

「ほう。そらすごい場所やな」

　ふたりの会話に割り込むようにして、鳳ほう鶴かくが地図を覗のぞき込む。

「崇鳳はん、この場所は何と呼ぶんや？」

「征せい古こ原げんと呼びます」

「では、明日はここに突撃やな？」

「いえ、光来川が我々のものとなった今、もはやここから帝都の間に妨さまたげるものはありません。拙せつ速そくをよしとせず、承安から運ばれてくる補給物資の到着を待って、明日一日兵を整えます。そして明後日あさつての朝、数の力をもって敵を打ち破り……」

　崇鳳はそこで言葉を溜ためて地図に記されている帝都の上に拳こぶしを、どん、と下ろして言い切った。

「……帝都を落とすのです！」







　　　第八章「北域王、参戦」







　なだらかな丘陵が連なる草原を、西に傾かたむいた太陽が照らしている。

　夏の終わり。太陽はまだ力強いが、草原を吹き渡る風は秋の気配を運んでくる。

　長く伸びた夏草を揺ゆらして風が吹き過ぎる丘陵のそこかしこで、土を掘り返す音が聞こえる。

　長く延びた塹ざん壕ごうと、積み上げられた土ど囊のう。

　その後ろで円えん匙ぴをふるう腕も、掘り出した土をもっこで運ぶ動きも、よどみない。

　ここにいる男たちはこの二ヶ月というもの、ひたすら土木作業にあけくれていたのだ。

　武器を扱うよりも、壕を掘り土囊を積み上げるほうが得意になろうというものだ。

　しかし、昨日までと違い、今日の兵士たちの動きには精気がなかった。まるで祭りの縁日でやっている人形劇の人形のように、命じられるがまま精気のない動きで作業をしている。

　──やはり、長ちよう陽ようの失陥が堪こたえているな。

　兵を指揮する立場の帝国軍の安あん西ざい下か尉いもまた、その顔色はひどく冴さえないものであった。

　最終防衛線。

　昨日まで、自分たちのいた長陽の河岸段丘に作られた陣地群は、そう呼ばれていた。安西下尉自身、兵に何度もそう言って聞かせていた。

　その最終防衛線がわずか一日にも満たない戦いで落ちた。それも、攻め落とされたのではなく、無傷の陣地群をみずから捨てて下がったのだ。

　──理由はわかる。三万の兵が別の場所に上陸したのだ。そいつらが帝都に攻め込めば、最終防衛線を守ったところで、意味はない。

　もし、あそこで榎えのき耶や将軍が「もう少し様子を見よう」などと決断を先送りして最終防衛線の放棄を遅らせていれば、迂う回かいしてきた敵に前後を挟はさまれて全軍が潰かい走そうしていた可能性が高い。

　近この衛え騎兵連隊という切り札をもってしても承しよう安あん軍の橋きよう頭とう堡ほを落とせなかった時点で、榎耶将軍は最悪の中の最善を選択したのだ。

　それはわかっていた。

　だが、頭でわかっていても、安西下尉の中にはなぜか納得できないものがあった。

　納得できない理由がわからぬまま、兵の間を歩いて回る。兵の士気を少しでも鼓こ舞ぶするためだ。

「おい、水を持ってきたぞ！」

　水みず瓶がめを入れたネコ車を押した兵が安西下尉の持ち場にやってきた。兵たちが水筒を持って、武器置き場のそばに止まったネコ車に集まる。

　土木作業中でもいつ、敵が襲ってくるかわからない。そのためいつでも対応できるように武器をひとまとめにして、作業現場の近くに置いておくのだ。

　そこは塹ざん壕ごう陣地の中心部で、広くなっている。奥行きは五短里メートルほどあり、上から降ってくる敵の矢を防ぐ屋根のついた待避所や、簡単な煮に炊たきができる小さなかまど、矢を置いておく収納庫、などが置かれている。

　安西下尉は何気ない素振りで、少し離れたところに積まれている丸太の陰に身を寄せて耳を澄ませた。

　水筒を持った兵士が、ネコ車を押す兵に聞く。

「どうだ？　何かわかったか」

　兵士たちは情報に飢うえていた。ネコ車を押す兵は後方の補給所からやってきた。最前線に張り付いている自分たちに比べれば司令部の動きを知っているに違いない。そう考えたのだ。

　ネコ車を押す兵士もその辺のところは心得たものである。

　後方にいる兵士は最前線の兵士から恨うらまれる。お前だけ安全な場所にいやがって……というその恨みを少しでも解消するために、積極的に情報を提供しようとするのだ。

「近この衛え騎兵連隊は現状で六百騎。兵の損害は二百。橋きよう頭とう堡ほの戦いで馬がかなりやられた。連隊長の泉せん野や閣かつ下かは目を負傷をされたが、指揮は続けられる」

「やべえな」

　その言葉を聞いて、水筒に水を汲くんでいる兵士たちがざわつく。

「光こう来らい川を渡った承しよう安あん軍の数は昨日、日没までに二万。本日正午までにさらに三万。光来川北岸において部隊再編成を行っている。明日には帝都への進撃を開始する見込み」

「うわ、やべえな」

「後方はどうなっている？　俺たちの後ろだ。帝都から応援は？」

　ネコ車を押していた兵士は首を振った。

「帝都の様子はよくわからん。陛へい下かに何かあったんじゃないかって噂うわさがある。近衛の一部が動いているみたいなんだ」

　兵士たちが一気にざわついた。

「やべえな」

「おいおい、陛下に何かって……そこが大事だろうが」

「ここで陛下に何かあったら、帝国はどうなっちまうんだ？」

　ネコ車を押していた兵士が声をひそめた。

「陛下は北域王に援軍を求めに行ったらしいが、それっきり無しのつぶてで、何がどうなっているのかわからない……それでな……北域王に援軍を頼みに行ったんじゃなくて、逃げ出したんじゃないかって話がある……」

「……」

　オウムのように繰り返されていた周囲の兵の「やべえな」が止まった。安あん西ざい下か尉いは兵士の情報網に改めて舌を巻く思いだった。帝都の状況など、士官である彼にすら届いていない。

「なあ……陛へい下かが帝都を捨てて逃げだしたんなら……もう、いいんじゃないか？」

「何がだよ」

「その……俺たちだって……」

　兵士が口ごもる。それ以上を言葉にさせてはならなかった。軍のためにも、そしてその兵士のためにも。

「おお、水を届けてくれたのか。ありがとう」

　安西下尉はわざと大きな声で呼びかけた。地面を蹴けるように歩いて足音を立てて、ネコ車を囲む兵士の輪に近づく。

「あ、安西隊長」

　兵士たちの噂うわさ話がぴたり、と止まった。

「そこ、足下に気をつけてください。円えん匙ぴが転がってますよ」

「え？　あっ、うおっ！　とっとっと」

　がつん、と足の先で円匙を引っかけ、安西下尉は転びそうになる。兵士がどっと笑った。

「こんなところに円匙を転がしたのは誰だ、まったく」

　安西下尉はぶつくさ文句を言って円匙を拾う。傷みの少ない、立派な円匙だった。よく使い込まれているが、まだ新しい。撤退戦の最中に部隊で自作したものではなく、帝都で商品として売られている円匙である。

「いい円匙だな。紅こう天てん屋やの印がある。誰のだ？」

「すみません、俺のです」

　安西下尉に声をかけたのは、この小隊の古参兵だった。この前の戦いで矢を右の耳に受けて、そこに包帯を巻いている。

「どうしたんだ、こいつは？」

「ちょいとツテがありましてね。近この衛え騎兵連隊が資材と一いつ緒しよに運んできてくれたやつを手に入れたんです。なんでも、紅天屋の蔵に入っていたものが軍に納品されたらしいです」

「そいつはありがたい話だな。よし、帝都に戻ったら、恩返しに紅天屋のやっている飯店で一発、大散財するか」

「あー、そいつは無理でしょうな、下尉殿」

　ネコ車を押してきた兵士が、したり顔で言う。

「どうしてだ？」

「紅天屋は焼けちまったそうです。あそこは、苑その山やまと縁が深かったですからな。暴徒が略りやく奪だつにきて、何もかも持ち出したあげく、店は焼いてしまったと……あ、長居しすぎました。次に行きますんで」

　古参の下士官ににらまれ、その兵士はネコ車を押して立ち去った。

「よし、皆、もうひと頑張りだ！」

　古参兵がそう言うと、集まっていた兵士も作業に戻った。だが、その足取りは、のろのろ、と重い。

　残された安あん西ざい下か尉いに、古参兵が頭を下げた。

「すみません、口の軽いやつで。いらんことまで言いやがって」

「いや、いいんだ。そうか……帝都一の大おお店だなも、今は焼けてしまったか」

「昔は、蒼あお橋はし商会ってのが帝都一でしたけどね。蒼橋商会は月つき原はら弦げん斉ざいと組んでいたために取りつぶされて、紅こう天てん屋やは苑その山やまと組んでたのが幸いしてでかくなりました。苑山と同じで、悪いやつらだったのは間違いないんですよ」

　古参兵は円えん匙ぴに刻まれた丸に紅べにの紋もんをじっと見た。

「腐敗した役人も賄わい賂ろをばらまく商人も、悪いやつらはどんどんいなくなっています。なのに……どうしてなんでしょうね。帝国がちっともよくなった感じがしないのは」

　古参兵の言葉を聞いて安西下尉が思い出したのは、一昨日おとといの承しよう安あん兵が唱となえていた『世直しや！』の大合唱だった。彼らは腐敗した帝国を倒すことで、世直しができると強く信じていた。

「正義を為なすってのは。悪を倒すってことと同じじゃない。どれだけ悪を倒しても、世の中がよくなったりはしないんだろうな……」

「悪を倒しても正義がやってこないのなら、俺たち兵隊はどうすりゃいいんですか？」

「兵隊の仕事は守ることだ。帝国を守ることで、俺たちは正義を為す手伝いをしている。そう思おうじゃないか」

　悪がいられない場所には、正義もまたありえない。安西下尉は承安の乱を通してそういう風に考えていた。容よう赦しやなく悪を退治する行為は、一見すれば正しいように思えるが、悪と共に社会にとって大事なものを削そぎ取っていく。

「守る……ですか。守りたいですねぇ。では、作業に戻ります」

　古参兵は円匙を肩に担かついで安西下尉に敬礼をすると、作業する兵士の群れの中に消えた。

　安西下尉は湯を沸わかすための焚たき火を見つめた。躍おどる炎。いがらっぽい煙の匂におい。自然と目が吸い寄せられ、そこから離れられなくなる。

　承安軍は合計で八万。こちらは二万に満たない。この征せい古こ原げんに野戦陣地を作って守りを固めても、崩れずに一日を持ち堪こたえることができるか疑問だった。三万の別動隊を鮮やかに川の上流へと揚よう陸りくしてみせた承安軍が相手なのだ。

　──ああ、そうか。

　そこまで考えて、軍上層部が長ちよう陽ようの渡しからの撤退を決意したことへの反発が何であったか、安西下尉はようやくわかった。

　──今の承安軍は、最初に温うん蕉しようで戦った頃の、鈍どん重じゆうな素人しろうと軍隊ではないんだな。兵卒を使い捨てるから一般兵は弱いままだが、前線指揮官や、作戦や兵へい站たんを担当する参さん謀ぼうは、帝国軍にも匹敵するのだ。

　長ちよう陽ようの渡しで陽動を行いながら、上流で本命の渡河を実行する。それは頭で考えるだけなら戦記物の講談が好きな年寄りでも、芝居好きの町娘でも思いつく作戦だ。しかし、それを実際に万の兵士を動かしてやるとなれば、必要となる準備や事務作業は膨ぼう大だいなものになる。

　その過程で発生する物資や人員の手配作業が、敵軍に察知されて事前に対策を取られることもある。

　にもかかわらず、承安軍が遅滞も漏ろう洩えいもなく渡河を実行してのけたということは、数で劣る帝国軍に勝ち目がもはやない、ということを意味している。

　榎えのき耶や将軍たちが撤退を決意したということは、承しよう安あん軍が帝国軍と質でも互角に近くなった、と認めたということなんだ。

　──それは帝国軍の将兵としては認めたくない不ふ愉ゆ快かいな現実だ。だから、俺は納得いかなかったんだ……。

　安あん西ざい下か尉いは胸の略りやく綬じゆを撫なでた。野戦任官の新米下尉である彼がここまで何とかやってこれたのは、森しん厳げん中ちゆう尉いから託されたこの略綬を、温うん蕉しように眠る中尉へ返すという約束を守るためであった。約束を守るという思いが、安西下尉に力を貸してくれた。

　だが、それは安西下尉個人の話である。この征せい古こ原げんにいる二万の兵士のためには、それでは足りないのだ。

　──全軍の兵にとって、守るべきものが形となってあってくれれば。

　だが、それがどんなものなのかは、安西下尉にもわからないままであった。

　太陽はさらに西に傾かたむき、夕ゆう陽ひの色を帯びていた。

　今日一日、俺たちは生き延びた。

　だが、明日はわからない。明日、夜明けと同時に承安軍は攻撃を開始するだろう。

「今夜ひと晩か……」

　その今夜ひと晩、という言葉が何を意味するのか、安西下尉にはわからなかった。ただ、その言葉だけが口をついて出た。




　太陽が地平まで、あと二つ分ほどの高さに落ちた。

　空に浮かぶ雲は赤く染まり、地平から差し込む夕陽が、征古原とはるか北に見える帝都の城壁を照らしている。

　急造の野戦陣地は丘陵の頂いただきに造られており、攻め上ってくる敵を上から叩たたけるような位置にある。

　しかし、その陣地は薄く、ただひと筋の塹ざん壕ごうとあり合わせの材木を組んで作った弓きゆう射しや用の矢倉がいくつか立っているだけだった。

　その矢倉の上に立った見張り兵がそれに気がついたのは、夕ゆう陽ひに薄い雲がかかり、辺りが薄暗くなったときだった。

　夕陽の差し込む西の地平からさらに北の方角。戌い亥こくと呼ばれる北西の辺りの地平に、何かが動いたのだ。

「戌亥に動きあり！　敵味方不明！」

　見張り兵の報告に、榎えのき耶や将軍と参さん謀ぼうたちは驚きの声を上げた。

「なんだと？」

「見間違いではないのか？」

「敵か？」

「いや、敵は南から来るはずだ。ここに至って迂う回かい攻撃を仕掛けるとは思えん！」

　驚き騒さわぐ参謀を尻しり目めに聡そう凛りんが立ち上がった。

「近この衛え騎兵、斥せつ候こうに出る！」

　そう言い残し、司令部を飛び出していく。

「うむ、頼む！」

　榎耶将軍の言葉を背中に受けながら、馬が繫つながれている場所に駆かけ寄る聡凛を見て、司令部の周りでひと休みしていた近衛騎兵の部下たちが、手に持っていた白湯の器を投げ捨てて、一斉に集まってきた。

「斥せつ候こうに出る！　一番小隊！　後に続け！　方位、戌亥！」

　聡凛は端的にそれだけ言うと馬に飛び乗った。

　一個小隊二十騎を率いた聡凛は、司令部のある丘の頂上から北西に向かって馬を走らせた。

　丘を駆かけ下り、一長里キロメートルほど近づいたとき、北西の稜りよう線せんに現れた軍勢の戦闘に立つ騎馬兵が、旗を振った。

「すまん、副官、旗の色を見てくれ。俺は昨日の戦いで右目を傷つけ視力が落ちている」

「はっ！」

　副官は馬の足を少し進めて聡凛の前に出ると、目を凝らした。

　その旗は、どう見ても白かった。

「白旗のように見えます……」

「白旗だと？　馬ば鹿かな、なぜ近衛の旗を。応援が来るのなら帝都から来るはずだ……」

　そう答えたところで、何かに思い当たったのだろう。聡凛は傷ついていない左目を見開いた。

「いや、ある！　近衛が向かっていた場所がもうひとつ！」

　聡凛が叫さけんだとき。

　白い旗を掲げた北西の軍勢の信号手が、高らかにラッパを吹き鳴らした。

「パーッパカパッパッパー」

　その、西洋でいうところのファンファーレにも似た旋せん律りつは、何度となく繰り返され、辺りに響き渡った。

　それは観かん閲えつ式の皇こう帝てい臨席のときに吹き鳴らされる近この衛え連隊の旋せん律りつで、題名を『龍りゆう旗き我と共にあり』という。

　その旋律の意味するところはただひとつ。

　皇帝があの軍勢と共にそこにいるのだ。

　旋律が鳴りやむのと同時に、稜りよう線せんに兵が姿を現した。

　そこにいるのは、すべて騎兵と馬車だった。徒歩の兵士はひとりもいない。

　北西の稜線を越え、馬と馬車が後から後から湧わいて出てくるようにやってくる。

　そして、ついに稜線にひとつの旗が姿を見せた。

　銀の地に、金に輝く龍が刺し繡しゆうされたその旗こそ、龍旗。皇帝の旗である。

　その旗を挟はさむように二つの旗があった。

　ひとつは三角のシムールの旗。そして、もうひとつは白地に黒々と『尊そん王のう討とう奸かん』と書かれた北域国の旗だった。

「隊長！　あの旗は！」

　聡そう凛りんはうなずいた。

「ああ、間違いない、北域国だ！　陛へい下かが御おんみずから北域の軍勢を連れてきてくださったのだ！　信号旗を上げろ！　白一流、赤一流、我レ味方ナリ、だ！」

「了解ッ！」

　信号兵の声も弾はずんでいる。

　腰につけた旗箱から白と赤の旗を取り出し、手早く確実に掲けい揚よう棒に取り付け、それを立てる。

　夕ゆう陽ひを浴びた赤と白の長い吹き流しが、するすると伸びてはためいた。

　その旗は北域国軍と、榎えのき耶や将軍たちの両方に向けたものだった。

「斥せつ候こう隊が旗を上げました！　赤一流！　白一流！　味方です！」

「なんだと？　間違いないか！」

「間違いありません！　あれは……あれは援軍です！」

　通信担当の参さん謀ぼうの声の後ろ半分は涙声だった。




　援軍来きたる！

　その情報は瞬またたく間に前線に配置されているすべての兵に伝わった。

「うぉおおおおおお！」

「来た！　来てくれた！」

「これで助かる！」

　丘の上の塹ざん壕ごうが震えるほどの歓声が響き渡った。

　二万の兵士が叫さけんでいた。腹の底から叫んでいた。

　泣きながら戦友と抱き合い、大声でわめいていた。

　そのどよめきは、光こう来らい川北岸で再編成をしていた承しよう安あん軍の本陣にも届いていた。

「帝国軍の攻撃か？」

「えらいこっちゃ！　兵を前に出せ！」

「ひと休みしとるところ狙ねらうんは、兵の常道や！」

　慌あわてふためく将軍たちを、崇すう鳳ほうが制した。

「いや、これは違います。攻撃ではありません。その証拠に、最前線の見張り兵から狼煙のろしも上がっておりませんし、旗も振られておりません」

　崇鳳の言葉を確かめるように天幕の外に出た将軍たちは、目の前にある低い丘を見た。

　これといって、攻め下ってくる様子もない。

「ホンマや……何やったんやろ？」

「あの声が上がる前に、遠くから近この衛え兵のラッパの音が聞こえていました。もしかすると、帝都から近この衛え兵の応援が来たのかもしれません」

「なんやて？　銀しろがねが来たやと？」

　鳳ほう鶴かくが顔色を変える。

　銀しろがねこと帝国近衛騎兵隊は、承安軍にとって疫やく病びよう神がみのような響きがある。

　崇鳳は笑いながら首を振った。

「御安心ください。先ほど北から来た情報によりますと、宮中警護の近衛兵連隊は皇こう帝ていの北域行幸の警備に駆かり出され、帝都に残っているのはわずか二個連隊。帝都を空にするわけにはいきませんから、応援に来たとしてもせいぜい二千五百……焼け石に水でしょう。

　たった二千五百でも、あそこに陣取っている敗残兵どもには、嬉うれしいに違いありません。さっきの大歓声は、それだけ帝国軍が追い詰められている、という証拠です」

　崇鳳は机の上に広げた地図を指さした。

「我々の数の優位は動きません。承しよう安あんからの補給物資……主に食料ですが、これもたっぷりあります。焦あせることはありません。

　我々は弓につがえられた矢です。今夜ひと晩、ゆっくりと弓を引くのです。

　そして、明日の朝、我々は放たれた矢のごとく一気に敵を打ち破り、帝都に突入するのです！

　帝都にある富はすべて我々のものとなるでしょう。兵に明日の褒ほう美びを約束して構いません！　さすれば、督とく戦せんする必要はありません。矢の雨が降ろうと、槍やり衾ぶすまが待ち構えようと、帝都の富が兵を誘い、前に進むでしょう。それこそが我々の最大の武器です」

　崇鳳がそう言って、胸を張る。

　すると、手に灯とう明みよう皿を持ったムルトが、天幕の中に入ってきた。

「えーと、灯明を持って参りましたですよー」

　気がつくと、天幕の中はかなり薄暗くなっていた。外の景色も空だけが赤紫色で、地平はすべて闇やみの中に沈もうとしている。

　ムルトが手に持った小さなろうそくの炎を灯とう明みよう皿の灯心に移すと、天幕の中がぼうっと明るくなる。

　手元の灯明に下から照らし出された崇すう鳳ほうが、鼻の穴をぴくぴくさせているのを見たムルトは、思わず胸の中でため息をついた。

　──まーた、嫌いやな笑いを浮かべているですよ。ご主人様がその顔で笑うと、その後ロクなことが起こらないですよ。その笑いはやめて欲しいです……。




　塹ざん壕ごうは静まり返っていた。

　耳に聞こえる音は、焚たき火のぱちぱちと爆はぜる音と、炭火の上に置かれた薬や缶かんから湯気が噴き出すシュウシュウという小さな音だけだった。

　日はすっかり落ち、西の地平に浮かぶ雲の下のほうだけがわずかに赤く光っている。

　征せい古こ原げんは暗くら闇やみの中に沈み、塹壕のあちこちで焚かれている焚き火とかがり火の周囲だけが、ぼうっと浮かび上がっている。

　塹壕の配置についていた兵士たちは、直立不動の姿勢のまま一列に並んで正面を見ていた。

　兵士のひとりがひそひそ声でつぶやいた。

「なあ……本当か？　皇こう帝てい陛へい下かが巡視に来るって」

「本当だからこそ、こうやって直立不動でお迎えしているんじゃないか」

「でもよ、皇帝だぜ？　雲の上の人だぜ？　閲えつ兵ぺい式のときだって、はるかかなたの御み簾すに囲まれた玉ぎよく座ざに座って姿なんか見せたことがないのに、よりによってこんな最前線の泥だらけの塹壕に来るとは思えねえんだが……」

　安あん西ざい下か尉いは部下を見回して低い声で叱しかった。

「私語は慎つつしめ！」

　部下たちは気まずそうに顔を見合わせると、前を向いた。

　やがて、右のほうから、人の気配と共にガチャガチャという鎧よろいがぶつかる音が聞こえてきた。

「来たぞ！」

　安西下尉は小声でもう一度巡視を受ける将兵の作法を伝えた。

「いいか！　粗相のないようにしろよ！　直立不動だ！　話しかけられるまで、絶対に視線を動かしてはならん！　話すときも、目を見るな！　胸元を見て話せ！」

　部下たちは緊張した面おも持もちでうなずいた。

　人の気配と足音は、どんどん近づいてきた。

　隣の壕の中で、松たい明まつらしき灯あかりがちらちら、と揺ゆれているのがわかる。

「来た来た……隣の塹壕だ！」

　やがて、ご下か問もんが始まったのだろう。兵士の返事が聞こえてきた。

「はいっ！」

「……」

「はいっ！」

「……」

「そうであります！」

「……」

「大丈夫です！」

　兵士の返事の合間に、かすかに聞こえるのは少年の声らしい。

　それがわかったとたん、兵士たちの間にさあっと緊張が走った。

「やべえ……本物だ」

「本物の皇こう帝ていだよ、おい、偽者じぇねえよ……」

　兵士たちの言う通りだった。一体誰が、こんな最前線の塹ざん壕ごうに子供を連れてくるというのだ。連れてくるはずがないし、来たいと言っても誰も許すはずがない。それでもなお、来ることができるとすれば、それはそれを望んだ長ちよう嶺れい帝以外にありえない。

　やがて、隣の塹壕とこの塹壕を結んでいる連絡通路を、松たい明まつを持った二人の兵士がやってきた。

　その二人は鎧よろいではなく、銀色に輝く近この衛え兵の証あかしである礼服を着込んでいた。

　二人の近衛兵は、整列する兵士ではなく、その影や塹壕の壁に立てかけられている大おお盾だての陰などを松明で照らし、怪しい者が潜ひそんでいないかどうか確認し始めた。

　──これが近衛兵の事前捜索つゆはらいというやつか。暗殺者の潜んでいそうな場所を、事前にとことん捜索して皇こう帝ていを守る、攻勢防御と呼ばれる方法だ。

　安あん西ざい下か尉いは胸の中でそんなことを考えていた。

　ひと通りの捜索が終わると、二人の近衛兵は整列する兵士たちに一礼して、隣の塹壕へと去っていった。

　足音も残さずに連絡通路に消えていった二人の近衛兵を見たとき、安西下尉はあの二人がなぜ最前線にもかかわらず鎧を着ていなかったのか、その理由を理解した。

　事前捜索をするときに、足音や鎧の音をさせていたのでは、潜んでいた暗殺者に気け取どられるからだ……。

　物事にはすべて理由がある。それに気がつかないだけで見過ごしてしまっていることが、きっと俺の前には山のようにあるのだろう……。

　安西下尉がそんなことを考えていると、連絡通路からがちゃがちゃという鎧の音が近づいてきた。

　巡視列の先頭は、長い松明を掲げている二人の近衛兵だった。

　銀の甲かつ冑ちゆうの縁ふちに施ほどこされた装飾が、松明の光を反射してきらきらと輝いている。

　続いて、四人の護衛の兵士。全員がいつでも抜けるように腰の剣の柄えに右手を添えたままだ。

　その後ろに、榎えのき耶や将軍の参さん謀ぼうたちが続く。

　塹ざん壕ごうにやってきた参謀たちは奥の壁を背にして、安あん西ざい下か尉いの部下たちと向き合うように並んだ。

　──参謀肩けん章しようと佐官略りやく綬じゆの勢ぞろいだな。

　やがて、榎耶将軍と白い髭ひげを伸ばしたもうひとりの将軍に挟はさまれて、小さな人影が姿を現した。

　安西下尉はその白髭の将軍を見て息を吞のんだ。

　──まさか？　孟もう旗き将軍？　……間違いない！　帝国緑軍を率いて北域討とう伐ばつに向かい、北域王の軍門に下った孟旗将軍だ！

　二人の将軍を従えているということは……この、俺の目の前にいる十二歳くらいの少年こそ、延えん喜ぎ帝国の皇こう帝てい、長ちよう嶺れい帝なのだ！

　長嶺帝が安西下尉の前までやってくると、榎耶将軍が一歩進み出た。

「この者たちは帝国青軍の敬けい州しゆう第五連隊の弓きゆう兵へい小隊たちでございます。承しよう安あん軍との戦いに緒しよ戦せんより従事し、温うん蕉しよう攻略戦、長ちよう陽よう防衛戦でも見事な働きを見せてくれました。彼らの弓の腕前は、帝国軍の誇ほこりとするところであります」

「そうか、歴戦の勇士たちだな？」

　長嶺帝はそう言うと、安西下尉の前にやってきた。

「名前は何と申しますか？」

　少年の声だった。

　──これが皇帝陛へい下かの声か……と、思うより早く答えていた。

「あ……安西と申します！」

　もっと、堂々と返事するはずだった。部下に笑われないように、肝っ玉の太いところを見せ付けるつもりだった。

　だが、何だ、この声は。

　しわがれて、上ずって、これが俺の声か？

　くそ、皇帝に話しかけられたら、もうそんな気き概がいなどどこかに吹き飛んじまった。

　長嶺帝の下か問もんは続いていた。

「この部隊を率いて、どれくらいになりますか？」

「はい、一ヶ月になります！」

　長嶺帝が驚いたような顔になるのを見て、榎耶将軍が慌あわてて説明した。

「この部隊は損そん耗もうが激しく、本来の指揮官である中ちゆう尉いが温蕉の戦いで戦死したために、彼が戦時昇進して下尉となり、小隊を率いているわけです」

「そうですか、苦戦したのですね……大変でしたね」

　長嶺帝は悼いたむような目で、安西下尉を見た。

　それは子供の目ではなかった。

　長ちよう嶺れい帝は、安あん西ざい下か尉いの隣に立っている、古参の下士官の前に立った。

「怪け我がをされているようですが、その耳はどうされたのですか？」

「耳に敵の矢を受けました！」

　古参兵の声も半分裏返っていた。

　──どんな敵が来ても沈着冷静で、ただの一度も浮き足立ったことがないこの男が、がちがちに緊張している。

　皇こう帝てい陛へい下かに直じかに言葉をかけられるなんてことは、一生に一度もない。本当に選ばれた人間だけが、その恩恵に与あずかれる。

　今、俺たちはとんでもない瞬しゆん間かんに立ち会っているんだ。

　長嶺帝は、自分の後ろのほうに立っている、銀色の鎧よろいを身につけたがっちりとした大男を振り返った。

「近この衛えの聡そう凛りんでさえ右目が見えなくて大変なんだから、耳がなければさぞかし大変なのでしょうね」

「あ、いえ、耳を矢で切り裂かれただけで、音は聞こえます！　問題ありません！」

「そうですか、それはよかった……いえ、不幸中の幸いでしたね、ご苦労でした」

　長嶺帝は自分の言葉が失礼だと気がついたのだろう。慌あわてて言い直した。

　古参兵も慌てて首を振った。

「いえ、ご心配いただいて、申し訳なく思います！」

　古参兵の声が震えていた。それは緊張によるものではなく、自分の中にある激情を抑おさえきれない震えだった。

　気がつくと、部下の間から啜すすり泣きが漏もれていた。

　安西下尉には、古参兵と部下の気持ちが手に取るようにわかった。

　──五万の兵が二万を割り込むまで消しよう耗もうしきって、南域を討とう伐ばつするどころか帝都間近まで攻め上られて、近頃は補給も何もかも止められて……なのに帝都では相変わらずの権力闘争の話ばかり……。

　戦友たちはなぜ死んだ。何のために戦った。自分たちは何のために今まで戦ってきたのか。

　無む駄だじゃないのか？　無駄だったんじゃないのか？

　俺たちはずっと無駄なことに命を懸かけてきたんじゃないのか？

　心の中に繰り返し繰り返し浮かび上がるその疑問を必死に抑え込んで、俺たちは今日まで戦ってきた。

　その疑問の答えがそこにあった。

　その疑問の答えが、今、目の前で心配そうに微ほほ笑えんでいる。

　ああ、そうだよ、長嶺帝。あんたがその答えだ。

　──大変だったね。

　──ご苦労だったね。

　俺たちはその言葉を聞きたかった。誰でもいい。俺たちが守ろうとしたもの、守ってきた相手、その人たちから、俺たちがやってきたこと、俺たちがやろうとしていることは無む駄だじゃないんだと、言ってもらえるだけでよかった。

　その言葉を、皇こう帝ていから……子供から言われて、泣かないやつはいない。

　子供は可能性だ。子供は未来だ。

　あんたを守るために、あんたの後ろにいる何千何万何百万という子供を守るために、俺たちは戦ってきた、そして戦っているんだ。

　そして、それは無駄なことなんかじゃないんだ。絶対に無駄なことじゃないんだ。死んでいった連中も、誰ひとり、無駄死にじゃなかったんだ！

　あいつらを無駄死ににさせちゃいけないんだ！

　もう、限界だった。

　安あん西ざい下か尉いは泣いた。

　歯を食いしばり、直立不動のままで、安西下尉は泣いていた。







　　　第九章「晴凛と聡凛」







　征せい古こ原げんに連なる低い丘陵に作られた塹ざん壕ごう陣地のほぼ中央。

　見張り台の下に作られた司令部は、矢を避けるための簡単な板張りの屋根こそあるものの壁はなく、その代わりに周囲に天幕を張り巡らしている。

　夜半を過ぎて、南風が出てきたのだろう。天幕をめくって晴せい凛りんが入ってくると風が吹き込み、天井から吊つるされたろうそくの炎をゆらゆら、と大きく揺ゆらした。

「遅くなりました。申し訳ありません」

　そう言って頭を下げた晴凛を見て、伏ふせ龍たつが聞いた。

「長ちよう嶺れい帝はお休みになられたのか？」

「ええ、皇帝用の馬車の寝台で長嶺帝と紫し芹きんさんが。それと、うちの北域国の馬車でミーネが寝ています……というか、シャールが警戒要員になっているんだから、自分も警戒するんだ！　と騒さわいでいましたが、明日、長嶺帝の身辺警護をやってもらうんだから、早く寝るように、と言ったらやっと寝てくれました」

　晴せい凛りんがそう言って苦にが笑わらいすると、榎えのき耶や将軍が感心するように首を振った。

「いやはや、シムールは戦うときも家族同伴という話は聞いていましたが、戦場の最前線にまで奥方を連れてくるとは驚きました……」

「シムールは遊牧民ですから、決まった家というのがありません。戦いに連れていくというよりも、どこに行くにも一いつ緒しよというわけで、実際には戦いの最中は後方の補給地のような場所で帰りを待っているわけです。最前線にまで連れていくことはまずありません。

　今回も、本当ならミーネは置いてきたかったのですが、長ちよう嶺れい帝が行くのなら条件は同じだ、子供だからという理屈は通用しない、と言われまして……」

　そう言って頭を搔かく晴凛を見て、司令部の中に勢せい揃ぞろいした各部隊の隊長と、参さん謀ぼうたちの間に小さな笑いが起こった。

　その笑い声を聞いて、榎耶将軍は目を閉じた。

「おお……この者たちと共に笑ったのは、何日振りであろうか……笑い声がこれほどまでに心に染み入るとは思わなんだ。晴凛殿、心から礼を言う。本当にありがとう。よく間に合ってくれた」

　晴凛は静かに首を振った。

「いえ、私たちが今、ここにいることができるのは、私たちだけの力ではありません。シムールの族王であるエオル王の力なくしては、ここに来ることはできなかったでしょう。

　榎耶将軍閣かつ下かのその感謝の言葉は、エオル王にこそ向けられるべきだと思います」

「それは……どういう意味なのかね？」

　晴凛の代わりに答えたのは伏ふせ龍たつだった。

「北域国軍四万五千は、シムール騎兵五千騎を含む騎兵一万五千と、三万の歩兵によって編成されておりますが、これに随行する馬は三万五千頭に及びます。この馬のほとんどが、シムール各支族から供出されたエオル王からの贈り物なのです。北域国軍がこれほど早く征せい古こ原げんまで来ることができたのは、この馬のおかげです。

　我々は馬に乗れる歩兵を馬に乗せ、馬に乗れない歩兵は途中の町や村で徴発した馬車に乗せて、ここまでやって参りました。徒歩で行軍するよりもはるかに早くたどり着けたのは、まさにエオル王のおかげなのです」

　榎耶将軍は感心したようにうなずいた。

「うむ、歩兵を馬車に載せて運ぶとは、実に贅ぜい沢たくな馬の使い方だと思ったが、それはエオル王のおかげであったのか……シムールと誼ぎを結ぶ利がこういうところにあるとは思わなんだ」

　榎耶将軍の言葉を聞いて、孟もう旗き将軍がうむうむ、というふうにうなずいた。

「無理もない。帝国軍は長年にわたってシムールを敵としか見ておらなかった。人の形をした禽きん獣じゆうと位置づけ、シムールの存在そのものを徹底的に否定するというやり方だ。

　シムールのことを研究したり、シムールの言葉を勉強することすら、シムールを利することだ、という空気がまかりとおってきた。それではみずからの目を塞ふさぎ、嫌いやなものは見ないと駄だ々だをこねる子供と変わらない。

　まあ、そのような、感情的な対応が許されるだけ平和だったということもあるが、実際に北域に赴おもむき、そこでシムールと共に戦い、共に生活することで、我々帝国緑軍は様々なことを知った。北域における馬の重要性も、そのひとつだ。

　南なん船せん北ほく馬ばのたとえの通り、北域では馬が生活の中に溶け込んでいる。帝国軍は馬を使うのは騎兵のみ、と定められ、馬は食糧や物資の輸送にしか使われていないが、北域ではあらゆる場所で馬が使われている。馬は生活の一部なのだ。そこで、我々は馬の機動力を軍の編成に取り入れた。

　歩兵一個小隊二十四名を二台の馬車に分乗し、馬車ごとに部隊編成をしたのだ。部隊はすべて馬車に乗って移動し、野営もすべて馬車単位で行うことにした。戦闘が予測される場所まで馬車で移動し、必要とあらばその馬車を並べて陣地とするのだ……馬車を移動陣地にするというのはシムールの戦い方でな。馬の飼料の入手が簡単な北域では、実に合理的な戦法だ」

「なるほど、馬車が野戦陣地と野営の拠点となる、というわけか……これなら恒久的な陣地を構築する資材や労力を省略できそうだな」

　伏ふせ龍たつがうなずいた。

「確かに、簡易な陣地として使用することもできますが、実を言うと、この馬車乗車歩兵を攻撃の際にも使う方法があるのです」

「攻撃にだと？」

「ええ、その馬車を使った攻撃戦法をご説明します」

　伏龍がそう言って机の上に広げられた征せい古こ原げんの地図の上に小さな駒こまを並べ始めると、榎えのき耶や将軍が慌あわてて止めた。

「あ、いや、作戦会議はもう少し待って欲しい。近この衛え騎兵連隊の泉せん野や下か将しようがまだ戻っておらんのだ」

「ああ、いや、簡単に概略だけでもご説明しようと思ったのですが……そうですね、全員揃そろったところでご説明したほうがよろしいですね」

　伏龍がそう言って、持っていた皮袋の中に駒を戻そうとしたとき。ばたばたっ！　という天幕が風に煽あおられる音がして、室内に風が吹き込んだ。

　天井から吊つるされたろうそくの炎が風で揺ゆれ、司令部の中に立ち並んだ将軍と参さん謀ぼうたちの陰影がゆらゆら、と揺れた。

　天幕をめくって司令部の中に入ってきたのは、銀色の近衛騎兵連隊の鎧よろいを身につけた、がっちりとした大男……泉野聡そう凛りんだった。

「すまん、補給が届いたのでな。馬に馬ば糧りようをやりすぎんように、兵に注意して回っていたので遅くなった」

　聡そう凛りんはそう言って小さく頭を下げると、榎えのき耶や将軍の左脇わきの定位置に立った。

「では、全員揃そろいましたので、これより明日行う〝総攻撃〟について、ご説明します」

　伏ふせ龍たつが居並ぶ参さん謀ぼうたちを見回してそう告げると、参謀たちがざわついた。

　そのざわつきを聞いた伏龍は、にやり、と笑ってゆっくり、と言った。

「只ただ今いまの参謀の皆様の驚きのつぶやきを聞き、私は勝利を確信致しました。我々ですら驚くのです。攻勢に出た我々を見た敵の驚きよう愕がくたるやいかほどのものかと。

　機先を制すること。これは兵法の基本であります。敵は我々北域国軍が帝国軍に加わったことをおそらく知りません。そこに、我々の勝利の鍵かぎがあります！」

　伏龍はそこで言葉を切ると、懐ふところから小さな紙の束を取り出して、榎耶将軍に渡した。

「これは、私の練れん涯がい塾時代の同窓生が、塩部局の幹部の机から回収した書き損じの中にあったものです。ご覧ください」

　伏龍に促うながされて、紙に目を落とした榎耶将軍の表情が変わった。

「なんと……これは我々の戦力と、基本作戦行動の概略ではないか！」

「その通りです。その紙には、南域討とう伐ばつに向かった帝国軍の情報がこと細かく記されています。帝国軍の動向に関する情報は、すべて帝都の役人……軍務局を含む様々な部署の人間から、塩部局の役人を通じて闇やみ塩じおの商人へ流れていました。塩部局は塩の専売を管かん轄かつする部署で、本来は闇塩の製造や販売の取り締まりを行うはずの部署ですが、闇塩商人は財力が高く、その財力を元に私兵を抱かかえ込んでおり、取り締まりは楽ではありません。

　波風を立てるより賄わい賂ろをもらって闇塩を見逃したほうが楽だ。そういう事なかれ主義の結果、今では事実上闇塩商人の手先です。

　承しよう安あんの反乱軍の元締めはすべて塩商人で、いずれも闇塩商人とは深い繫つながりを持っています。南域討伐軍の情報は、そうやって承安軍へと届いていたのです」

　榎耶将軍は首を振った。

「いや、まさか……信じられん。軍務局に勤める者の軍機を守る意識は人一倍高いはずだ。このような重要な情報を易やす々やすと……」

「確かに、将軍のおっしゃる通り、軍務局に勤める者は普通の役人よりも守秘に関する意識は高く、役所内で知りえた情報を直接商人などに流すことはありません。しかし、同じ役人同士となると、相手は部外者ではない、という意識が働くため甘くなります。

　塩部局の役人は言葉巧たくみに軍務局の幹部に取り入り、帝国軍の総数、作戦行動計画、補給物資の量、といった情報を聞き出していたのです。

　たとえ断片的な情報でも、ひとつにまとまれば全体が見えてきます。こうして敵は、戦う相手の戦力や、おおよその作戦計画を知っていたわけです。南域討伐軍が苦戦した理由は様々で、情報漏ろう洩えいだけが理由ではありません。しかし、重要な要素だったことに間違いはありません」

　伏龍は顔を上げて、榎耶将軍と、その後ろに立つ参謀たちを見回した。

「皆様方の中には、我々北域国軍四万の兵力が援軍としてここに来るということも、同じように帝都を通じて承しよう安あん軍に伝わっているのではないか？　とお考えの方もいらっしゃるでしょう。しかし、その心配はおそらくありません。

　なぜなら、我々北域国軍は北域に参られた長ちよう嶺れい帝を奉ほうじ、帝都には一切近寄ることなく、大きく西を迂う回かいして、この地に参ったからです。帝都にいる菰こも野の盛せい元げんの一派は、北域国軍が援軍としてこの地に向かったことも、長嶺帝が我々と共におわしますことも知りません。

　帝都では、北域王が長嶺帝を弑しい逆ぎやくした。もはや長嶺帝はこの世のものではない。菰野盛元を新皇こう帝ていとして新しい王朝を立てるべきだ！　と菰野派の手下が騒さわいでいるという話も伝わっております……」

　伏ふせ龍たつの話は初耳だったようだ。居並ぶ参さん謀ぼうたちがざわついた。

「なんということだ！　あの菰野盛元が新皇帝だと？　ふざけるな！」

「北域王が弑逆したなどと、よくもまあぬけぬけと……」

「帝都は腐りきっている！　大掃除が必要だな！」

　参謀たちのつぶやきを聞いていた聡そう凛りんが、きっぱりと言った。

「帝都の大掃除は南域を平定してからの話。今は目前の敵を破るが先決なり！」

　ざわついていた参謀たちが、一気におとなしくなった。

　伏龍は聡凛に向かって小さく一礼した。

「作戦会議でありながら帝都の状況を持ち出し、座を乱したことをお詫わびいたします。申し訳ありません」

　聡凛は慌あわてて顔の前で手を振ってみせた。

「あ、いや、気を散らしたほうが悪いのだ。貴公の責任ではない。気にしないでいただきたい」

「はい、いささか前振りが長すぎました。ではこれより、明日の総攻撃について、これからご説明いたします……」

　伏龍はそう言うと、机の上に広げた地図の上に置いてあった木を削けずって作った駒こまのようなものを並べ始めた。

「北域国を出た我々は、ここに来るまでの街道沿いのすべての街で、国を憂うれえる者は我に従え、という長ちよう嶺れい帝の綸りん旨じによって兵を募つのり、馬車を徴発し、物資を購入して参りました。その結果、兵力は五千人増え、総兵力四万五千を数えるまでになりました。

　この北域国軍四万五千は、すべて騎兵と馬車乗車兵です。これがもし徒歩行軍でしたら歩兵の休養に最低限二日は必要になりますが、馬車乗車兵の疲労度は徒歩よりもはるかに低く、即座に戦闘可能です。元気な兵は攻撃に使ってこそ効果的です。

　北域国軍の騎兵は一万、残存する近この衛え騎兵と、長嶺帝警護のために北域に赴おもむいていた近衛騎兵を合わせた約五千、この一万五千の騎兵戦力は集中することによって最大の効果が生まれます」

　伏ふせ龍たつはそう言うと『騎き』と書かれた三角の駒こまを、中央の塹ざん壕ごうの後方に二つ配置した。

「この駒ひとつが二千五百とお考えください。これは北域国騎兵隊を表します」

　続いて同じく白地に『騎』と書かれた駒を二つ、右側の塹壕の後ろに、赤地に『騎』と書かれた駒を二つ塹壕陣地の左に配置した。

「白い騎兵は近この衛え騎兵で、赤い駒はシムール騎兵です。各五千をこの位置に配置します」

　次に袋の中から取り出したのは、長い棒のような駒で『承しよう兵へい』と書かれていた。

「これが承しよう安あん軍の歩兵五千を意味します。承安軍は数で圧倒することを考えているはずです。八万対二万。たとえ塹壕と防衛陣地があっても、しょせんは簡易な野戦陣地で、要よう塞さいや砦とりでに比べれば防御効果は低く、攻城兵器も必要はない。となれば数を頼りに押せば破るのは容易たやすい。そう考えるでしょう」

　伏龍は『承しよう歩ほ』と書かれた棒のような駒を八個横に四列縦に四列に並べながら言った。

「これが敵の歩兵の列です。おそらく我々に休む暇を与えることなく攻め続けるために、このように波状攻撃を仕掛けてくるでしょう。この兵列の厚さこそが彼らの最大の武器です。

　伏龍は袋の中から『兵』と書かれた丸い駒を四つ塹壕に配置した。

「北域国軍の歩兵一万を塹壕にいる帝国軍の応援に回し、防御陣地の守りを固めます。これでわがほうの防御人員は約三万。敵の総数は八万ですが、そのすべてが攻めかかってくるわけではありません。塹壕正面に当たる敵の数は約四万。この四万で波状攻撃をかけるでしょう。そして残りの四万のうち一万五千を左右に分け側面を突くと思われます」

　伏龍は『承兵』の駒を三本ずつ塹壕陣地の左右に配置し、残りの二本を敵の本陣の前に置いた。

「これは予備隊一万です。戦いの趨すう勢せいを見て、ここぞというときに送り込めるように、後詰として温存しておくでしょう」

　配置図を見ていた榎えのき耶や将軍がつぶやいた。

「うむ、見事な鶴かく翼よくの陣形だな」

「はい、多数をもって少数を攻めるに最適の陣形です。正面の兵の厚さで常に圧迫し、左右同時に、もしくは交互に側面を突くことで、一気に敵を崩壊に導くことを目的とした陣形です。

　敵がなぜ、この陣形を取ることがわかるのか。違う陣形で攻めてくるかもしれない、とお考えの方もいらしゃるでしょう。しかし、わかるのです。なぜなら、敵にも軍師がいるからです。最も損害が少なく、もっとも戦果が上がる方法を考える。それが軍師という生き物です。

　軍師は合理を好み不合理を嫌います。ゆえに、もっとも合理的な陣形である、この鶴翼の陣を選択するのは、水が高きから低きに流れるより当然のことなのです」

　伏龍はそこで言葉を切ると、皮袋の中から『車しや兵へい』と書かれた四角い駒を取り出した。

「この鶴翼の陣を破る秘密兵器がこれです。これは馬車乗車歩兵です。一台の馬車に十二人の歩兵が乗り、予備の矢や防ぼう盾じゆんを積んでおります。これを正面の騎兵の後ろに配置します」

　駒こまをすべて並べ終わったところで、伏ふせ龍たつはゆっくり、と言った。

「これが明日の朝の初期配置となります。ここからは、私の推測としてお聞き願います」

　念を押した後で、伏龍はまず正面の『承しよう兵へい』と書かれた長い駒を塹ざん壕ごう正面に持ってきた。

「敵はまず、正面から力押しに攻めてきます。第一波、第二波を次々に繰り出し、我々の疲労を誘うでしょう。我々の兵力の薄さは敵の知るところです。兵を疲れさせることで、綻ほころびを誘うのは定石です。確かに、昨日までの兵力では、その波状攻撃に持ち堪こたえられなかったかもしれません。しかし、我々はここに一万の兵を投入し、その波状攻撃を押し返します。

　いかに敵の層が厚くても、直接戦闘に加わるのは最前線の兵のみ。後方の兵士は遊兵となり、戦闘に参加できません。我々は兵は薄くとも塹壕陣地があり、高い位置から矢を射ることができるため、易やす々やすと破られるとは思えません。

　正面が膠こう着ちやく状態に陥おちいるのを見た敵は、左右の鶴かく翼よくに攻撃命令を出します。左右から一万五千ずつ、計三万の兵が攻めかかるわけです。同時か交互かはわかりませんが、攻め寄せてきます。敵の目的は、左右から突かれた我々が中央の兵を左右に回すことです。正面が薄くなれば正面を突破、左右どちらかが崩れればそこから突破することが目的です」

　伏龍はそう言うと、左右に配置した『承兵』の駒を前に進めた。

「このとき、我々は攻勢に出ます。中央に配置した五千の騎兵で正面の歩兵を突き崩します。ほんの少しでも崩せればよいのです。敵の兵列に隙すき間まができたそのときを見計らって、騎兵に続いて乗車歩兵を載せた馬車が出ます」

　伏龍は、陣地正面に並べた『承兵』の駒の間に、三角の『騎き』の駒を二つ進めて『承兵』の駒に隙すき間まを作り、そこに『車しや兵へい』の駒を置いた。

「馬車を楔くさび状の陣形で敵の兵列の中に乗り込ませた時点でひとまとめにして、そこに陣を張ります」

　伏龍は『承兵』の駒の真ん中に、四角い『車兵』の駒を丸く配置した。

「いわば敵のど真ん中に、我々の陣地ができるわけです。これを見た敵は、おそらく数の優位をもってこの陣を包囲し揉もみつぶしにかかるでしょう。

　左右に展開した兵を引けばこちらのもの、もし引かなければそれはそれで構いません。いずれにしろ、敵は動どう揺ようします。その隙すきを突いて、左右から五千の騎兵が突撃をかけます。

　ここが正念場です。左右の敵兵が崩れれば、勝利の天てん秤びんはこちらに傾かたむきますが、崩れなかったら、あとはその場の戦いの流れ次第です。この戦いの要かなめは、ここにどれだけの兵を注ぎ込めるかにかかっています。敵の予備隊一万を、馬車陣地にぶつけてくる可能性もあります。

　そうなった場合、榎えのき耶や将軍に最後の命令を出していただきます」

　榎耶将軍は顔を上げた。

「最後の命令だと？」

「はい、全軍突撃せよ、です。塹壕陣地に残る兵をすべて前進させ、戦いに投じていただきます。一兵残らずです。この司令部にいらっしゃる参さん謀ぼうの方々も、剣を取って突撃に加わっていただきます」

　元々、どこの馬の骨とも知れぬ若僧が、戦いくさの練達者たちの前で講釈をたれているという気持ちがあったのである。参謀たちがふたたびざわついた。

　その中で、聡そう凛りんが手を挙げた。

「ひとつ質問がある。我々全員が突撃した場合、長ちよう嶺れい帝は誰がお守りするのだ？　まさか丸腰で残すとでも言うのか？」

　伏ふせ龍たつはゆっくり、と首を振った。

「いいえ、長嶺帝が後に残ることはありません。なぜなら長嶺帝もまた、突撃に加わるからです。長嶺帝はこうおっしゃいました。『汝なんじらが破れしときは、我が帝国の滅びるとき！　汝らの戦いは、朕ちんの戦いなり！』と……」

　居並ぶ参謀たちは絶句した。

　榎えのき耶や将軍が搾しぼり出すような声でつぶやいた。

「まさか……それほどまでに……」

「はい、長嶺帝は覚悟をお決めになりました。ここで決着をつけなくてはなりません。ここで勝たねば、帝国は終わります」

　今では、参謀たちは誰ひとりとして言葉を漏もらさなかった。

「では、これより、各部隊は所定の配置についていただきます。幸さいわいにも今夜は南風が強く吹いております。人馬の物音が風に乗って敵陣に届くことはないと思いますが、移動の際はなるべく静せい粛しゆくにお願いいたします」

　伏龍はそう言うと、深々と一礼した。




　作戦会議が終わり、参謀や各部隊の隊長たちがそれぞれの部署に戻り始める中で、聡凛が晴せい凛りんのところにやってきた。

「晴凛、元気でやっているみたいだな。光こう凛りんはどうだ？　元気でやっているか？」

「光凛兄さんには延えん声せいに残ってもらって、北域王の代理と兵へい站たんや補給を任せてる。毎日忙しそうだけど、元気でやっているよ……それよりも、聡凛兄さん。その目は大丈夫なの？」

　聡凛は包帯を巻いた右目を押さえてうなずいた。

「長ちよう陽ようの渡しの戦いでな、敵の仕掛けた化薬の罠わなに引っかかったのだ。化薬の入っていた壺つぼが破裂し、欠片かけらが刺さった。どうやら右目は駄だ目めになったらしいが、運のいいことに目は二つあるからな。まだまだ戦える」

　聡凛はそう言って笑った後で、晴凛に天幕の出口を指さした。

「外に出んか？　ここではこれから参謀たちの事務仕事が始まって、命令書書きのために墨すみと紙が飛び交うことになる。俺たちがいたら邪じや魔まになるからな」

「わかりました」

　晴せい凛りんはそう言うと、聡そう凛りんの後に続いて天幕の外に出た。

　南の風が、びょう！　と音を立てて、材木で組まれた見張り台の脚の間を吹き過ぎていく。

　聡凛と晴凛は南の地平を見つめた。

　そこには、野営する承しよう安あん軍の何万という数の灯あかりが広がっていた。

「すごい数だね……」

「物見の話では八万を超えているらしい。よくもまあ集まったものだ……」

[image: ]

　雲の切れ目から覗のぞく月を見上げて、聡凛が言った。

「明日は晴れそうだな……馬の蹄ひづめも馬車の車輪も沈むことなく進むことができそうだ」

「伏ふせ龍たつさんは、雨が降りそうなときのために、違う作戦を用意してあったらしいけど、あの作戦のままいけそうだね」

　聡凛はしみじみとした口調で言った。

「あの伏龍という男は傑けつ物ぶつだな。俺は今まで複雑な物事を単純明快に説明できる人間をいろいろ見てきたが、あれほどまでに理路整然とやってのける人間は初めてだ。あんな男をどうやって手に入れたのだ？」

　晴凛は慌あわてて首を振った。

「手に入れたんじゃないんだ。あの人は部下でもなんでもない、友人……そう、友人として、知り合っただけだよ。北域の侘タ瑠ル徒トという街で……」

「侘瑠徒？　あんな辺境の小さな街に、これほどの傑けつ物ぶつがいたとはな……世の中というのはわからんものだな……そういえば、お前と一いつ緒しよについてきたシムールの娘はお前の妻女という話だが、あの娘たちも北域で知り合ったのだな？」

「うん、話せば長くなるけど……僕はミーネの教育係として雇われて、そのままシムールに攻められた侘瑠徒を守ることになって、それでシャールと出会って……エオル王と知り合って……とにかく、いろいろなことがあったんだ。そして今、僕はここにいる、北域王としてね」

「そうか……」

　聡そう凛りんはそう言ったきり、黙だまって晴せい凛りんを見つめていたが、やがてふっと笑った。

「お前は変わらんな。北域で乱を起こし、シムールの族王に取り入り、その権勢をかさにきて北域王を名乗ったと聞いて、さぞかし世俗にまみれた顔つきになっただろうと思っていたが……まったく昔のままだ。

　昔、科か挙きよに落ち続けたお前を見て、お前には何の才もないと誰もが言った。俺も光こう凛りんもそう思っていた。だが、それは大きな間違いだったと、今になって気付かされた。

　お前の才とは、勉学でも算用でも暗記でもない。そんな物差しでは計れぬ才だ……お前の才とは人と縁を結ぶ才。縁えにしこそがお前の才なのだ。

　考えてみればお前は昔からそうだったな。お前の周りにはいつもいろいろな人間が……それこそ年寄りも、子供も男も女も関係なく周りにいた……」

　聡凛はそこで言葉を切ると、晴凛に向き直った。

「本来ならば近この衛えの将として、俺はお前を叱しつ責せきせねばならんだろう。よりによって、この最前線に長ちよう嶺れい帝を連れてくるとは何事か！　と怒鳴りつけねばならん。だが、その反面、俺はお前に感謝せねばなるまい。

　お前は長嶺帝をここにお連れしたことで、この戦いの流れを変えたのだ。

　この南域討とう伐ばつ軍の兵にとって、長嶺帝のお姿は四万の援軍よりも嬉うれしかったのだ。噓うそだと思うのなら、塹ざん壕ごうを見て回るがいい。兵の顔つきが変わった。一兵残らず目を輝かせ、気力が全身に満ちている。明日、あの兵たちは二倍の働きをするだろう」

　晴凛は首を振った。

「僕が連れてきたんじゃないよ。長嶺帝はご自分の意思で、ここに来ることを望んだんだ。ここに来て、兵士に向かい、汝なんじらが破れしときは、我が帝国の滅びるとき！　汝らの戦いは、朕ちんの戦いなり！　と告げねば、余は皇こう帝ていの資格がない。そう言い切って、いくらお止めしても諌いさめても、頑として言うことを聞かなかったんだ」

「そうか……長嶺帝がそのようなことを……」

　そう言って目を閉じた聡凛を見て、晴凛は思った。

　──長嶺帝にそれを決意させたのは、エオル王だ。

　エオル王はそれを知っていたんだ。この戦いを有利に導く鍵かぎが、長ちよう嶺れい帝にあるということを。だから、あの席で長嶺帝を叱しつ責せきしたんだ……。

　晴せい凛りんは飄ひよう々ひようとしたエオル王の顔を思い浮かべた。

　──かなわないな……僕はあの人にかなわない。

　僕はエオル王の手のひらで踊らされているのかもしれない……でも、踊ることで北域が平和になるのなら、僕は踊ろうと決めたんだ。

　聡そう凛りんは晴凛が考えていることに気付かぬまま、決意がこもった眼まな差ざしを向けた。

「兵にとって、皇こう帝ていに『共に戦おう』と言ってもらえることがどれほど嬉うれしいか、名誉かわかるか？」

「わかる……と思います。……いえ、わかるつもりです」

　晴凛の答えを聞いて、聡凛はうなずいた。

「うむ、わかるだろう。わからねば困る。皇帝は子供だ。もちろん戦えない。それどころか戦場では足手まといだ。流れ矢一本で死ぬかもしれん……戦場とはそういう場所だ。

　だが、皇帝陛へい下かはその場所に立つと言い切った。つまりそれは『余はお前たちを信頼しているぞ』ということだ。

　皇帝陛下は兵士ひとりひとりに向かって、お前たちを信じるとおおせられたのだ。

　信を頼まれれば、信を返す。これが人だ、これが人の想いだ。

　南域討とう伐ばつ軍五万の兵は、二万を割り込むまで損そん耗もうした。

　だが、負け戦いくさと撤退を続けても、なお戦い続けることができたのは、兵の中に信あればこそだ！

　信は信によって報むくわれて、更に強くなる。明日、俺たちは見るだろう。昨日までの疲れ果てた兵が、精強なる兵に生まれ変わった姿をな！」

　聡凛の熱にうかされたような力強い言葉に、晴凛は黙だまってうなずいた。

　夜は深く、夜明けにはまだ遠い。

　その夜の闇やみの中に、伏ふせ龍たつの指示した地点に向かって移動するおびただしい数の馬と兵士の、熱い気配が満ちていた。
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『ご主人様は山やま猫ねこ姫10　北域王雄飛編』いかがでしたでしょうか？　二〇〇九年に始まったこのシリーズも足掛け三年で、ついに十巻にたどり着きました。

　科か挙きよの試験に失敗して官僚になれず、ニートのまま辺境にやってきた晴せい凛りんでしたが、持ち前の前向きの性格と、何があっても逃げないで踏ふみとどまる、という芯しんの強さ、そして本人も気がついていなかった弓の才能で、ついに北域国軍を率い、帝国皇こう帝ていの庇ひ護ご者しやとして帝都を守るための決戦に赴おもむくところまできました。

　本編をお読みになった方はご存知の通り、物語は帝国軍の残存部隊と北域国軍の連合軍と、南域の反乱軍である承しよう安あん軍との、延えん喜ぎ帝国の存亡を賭かけた決戦に向かって大きく動き始めました。物語はまさにクライマックスに差しかかろうとしています。

　私が最初に脳内に思い描えがいていた物語は、実はかなり長い話でした。しかし、この『ご主人様は山猫姫』は題材にしろ設定にしろ、ライトノベルとしてはかなり異質な物語で売れ行きに不安を抱かかえていましたので、もし売れ行きが悪くて途中で打ち切りを宣告されたら、いつでも終わりにできるように、と考えて物語を作ってあります。

『山猫姫』は、もしかしたら最初の侘タ瑠ル徒ト防衛戦の後で、晴凛がシムールの一族に迎え入れられたところで終わりになっていたかもしれません。

　しかし、読者の皆様の支持を得て、なんとかここまで続けることができました。できることならばあと二巻ほど書かせていただいて、私が最初に思い描いていたラストシーンにたどり着ければと思い願うばかりです。




　物語には、物語に関する情報をすべて伏せておき、キャラクターの行動に従って伏せておいた札を開いて、答えと新たな謎なぞを読者に見せることで、次はどうなるのだろう？　という興味を誘うトランプ型の物語と、敵の行動も行動の理由も、それに対する主人公側の行動の理由も、すべて事前に読者に提示して、さあこれからこの小説の中でどんな戦いが行われるのか、という部分に読者の興味をひきつける将棋型の物語があります。

　トランプ型の物語はキャラクターの視点から物語を描きますから、読者の感情移入が楽で興味をひくことができますが、その分ネタバレに弱くなります。読む前に手札の中身を知られてしまうと、読者の興味は半減してしまいます。

　一方、将棋型の物語はネタバレには強いのですが、物語全体を俯ふ瞰かんして描くことになりますので、キャラクター重視で読む人には物足りない物語となります。

『山猫姫』はこの将棋型の物語ですから、読者にほとんど隠し事をしておりません。将棋盤は常にフルオープンです。

　征せい古こ原げんという将棋盤の上で、伏ふせ龍たつと崇すう鳳ほうという二人の指し手によって行われる延えん喜ぎ帝国命運決定戦を楽しんでいただければ、と思います。




　さて。最後になりましたが、この十巻にも広島在住のゲームデザイナー「銅あかがね大だい」氏の協力をいただいております。特に承しよう安あん軍との戦いのシーンは、銅氏の協力の賜たま物ものです。

　そして、今回も春日かすが歩あゆむさんから素晴らしいイラストをいただいております。

　こう言うと変に聞こえるかもしれませんが、私の書いた文章の上のミーネやシャールは単なる設計図で、こうやってビジュアルに起こしていただいて初めて完成品として存在できた……そんな気がします。

　銅氏と春日氏、そして今回も何かと面倒をおかけした担当の高たか林ばやし君くんの尽じん力りよくに、心より感謝致します。


（いつも同じは褒ほめ言葉だと思っている）鷹たか見み一かず幸ゆき









[image: ]










ご主しゆ人じん様さまは山やま猫ねこ姫ひめ10




北ほく域いき王おう雄ゆう飛ひ編へん








鷹たか見み一かず幸ゆき





電撃文庫





2015年11月5日　発行





ver.002





©2012 KAZUYUKI TAKAMI





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『ご主人様は山猫姫10 北域王雄飛編』

2012年9月21日　2版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/p285.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p155.jpg





item/image/p239.jpg
[l






item/image/p075.jpg





item/image/allcover-001.jpg
Lotasy wincon
ABRITIAAELO

HRATTD TR S5
Wi T AN o7z,
AL & iz
3 OUEHELI 2 k) £
B HIIUL, KT OS2
LIROWHAL LT DR
SWOF v ¥ ABOIEDS

SN —=A, 105

#2-12-30

s
SHREHE T -t

+ | emaE

QBB

o
o
=]

SERICBICREAEN D, SANBRERE.

AFAL AR
BEOBIHF CHNTA SR M~ —7Ea—,

TSEREA TR NAR: L BER
BT RESETICHEA S MARTHERRYS.






item/image/p187.jpg





item/image/p026.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		序章



		第一章「皇帝の行幸」



		第二章「運例」



		第三章「襲撃」



		第四章「長陽の渡し」



		第五章「長嶺帝」



		第六章「訪問者」



		第七章「長陽渡河戦」



		第八章「北域王、参戦」



		第九章「晴凛と聡凛」



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p016.jpg





item/image/titlepage.jpg
W I HERE






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p093.jpg





item/image/p175.jpg





item/image/p122.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
B HE A 16 0 i L R YOI 36 10 RO IO B 3D S 2 =)
FRSONCRERYE EINRYEIEEMHG=)

P BEEIDDE=D

B 2058 (1) € AT 50 X B ALK 6 T -l FIT 0 i B 34000 s KR

, @mﬁmﬁ.@@a WP HBR=  DNEEI

J.,mana_gm;aﬁganfw«o

5 46100 IRV R 2101 1 SR






item/image/kuchie-005.jpg
Design  YUJI OGIKUBO(bee’s knees)





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





